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はじめに 

 
校 長 三橋 利彦 

 
令和元年度、文部科学省より「地域との協働による高等学校改革推進事業（プロフェッショナル型）」

の採択を受け、２年間の成果と課題を「研究報告書」としてまとめることができました。この間、関係

するさまざまな方々のご支援をいただきましたことに感謝を申し上げます。この研究をさらに発展させ

本校の大切な取り組みとして、生徒の成長につなげていきたいと考えています。 
 
本校の商業に関する学科におきましては、令和元年度に学科改編を行い、令和３年度には、新学科で

学ぶ生徒が３学年でそろうことになります。従来からの資格取得や基礎的な商業科目も大切にしながら、

新学科で学ぶ学校設定科目などの学習の成果をしっかりと積み重ね、次世代を生きる生徒の「生きる力」

として定着するよう進めてまいります。 
 
この「地域との協働による高等学校改革推進事業」の目的は「新高等学校学習指導要領を踏まえ、

Society5.0を地域から分厚く支える人材の育成に向けた教育改革を推進するために、高等学校が自治体、

高等教育機関、産業界等と協働してコンソーシアムを構築し、地域課題の解決等の探究的な学びを実現

する取り組みを推進することで、地域振興の核としての高等学校の機能強化を図ること」であります。 
 
本校でも、この目的の達成を目指すとともに、来年度指定終了後もこの取り組みを継続し発展させよ

うと考えております。そのため、次年度におきまして、現在のコンソーシアム会議でお世話になってい

る方々をはじめ、地域経済に関わる専門家の方々にも学校運営協議会（コミュニティースクール）の委

員にお願いをいたしました。このような方々のお力をいただきながら「地域と協働した学び」を学校全

体で推進し、この事業を更に充実発展させてまいります。 
 
さて、本研究の２年間の成果と課題については「高等学校魅力化評価システム」の経年変化の結果か

ら見ることができます。 
 
まず、「地域協働推進事業のねらいとする学習活動」が実際に行われたかについて、同評価システムの

「生徒の学習活動」項目のデータで見ると、どの項目も１年目より向上しており、「主体性に関わる学習

活動」「協調性に関わる学習活動」「探究性に関わる学習活動」「社会性に関わる学習活動」のすべての項

目で、８％～40％近く向上しており、地域と関わる機会が大幅に増加し生徒の学習活動につながってい

ることがわかります。しかし、「主体性に関わる学習活動」は１年次より向上しているものの２年次の段

階で 51.8％となっており、今後の取り組みでの改善が期待されます。 
次に、学習環境（自校の生徒、地域、産・官・学の方々など、接する人たちの態度も含めてどんな学

びの土壌であったか）について、全体でみると、昨年度 70.8％から今年度 79.2％と比べて 10％近く向上

しました。 



とりわけ「挑戦する人に対して応援する雰囲気がある」92.9％、「自分が何かに挑戦しようと思ったとき、

周りは手を差し伸べてくれる」88.8％、「自分と異なる立場や役割を持つ人とのかかわりがある」90.4％、

「A 人と違うことが尊重される雰囲気がある」80.2％、「B ありのままの自分が尊重される雰囲気がある」

79.7％、「C 本音を気兼ねなく話せる雰囲気がある」80.7％、など、生徒同士の豊かな人間関係が醸成さ

れつつあります。また、学びの場となっている教室内・地域・産官学などの場でお世話になっている方々

に暖かく支えていただいたことがわかります。とくに学びの土壌で重要である「A～C」の項目について、

高いレベルであったことは、地域等とともに学校全体が人権尊重を基盤とした学びにふさわしい場であ

ることを示すものとして喜んでいます。 
 生徒の自己意識については、「行動力（主体性）」「表現力（協働性）」「批判的思考力（探究性）」など

に課題が見られます。 
 生徒の行動実績においては、「なぜそうなるのかという疑問をもって考えたり調べたりする行動」や「公

式や決まりを習う時その根拠を自分で考えたり調べたりする行動」が課題としてあげられます。次年度

の課題として、改善できるよう取り組みます。 
 
今年度も事業を進めるにあたっては、京都府教育委員会、運営指導委員会、コンソーシアム会議、カ

リキュラム開発等専門家、地域協働学習実施支援員のみなさまには、さまざまな場面で御支援をいただ

きました。この場をお借りしてお礼と感謝を申し上げます。 
 
最後に、この事業の発展が未来を生きる生徒の成長につながりますことを祈念してご挨拶とさせてい

ただきます。 
 



１ 本校について 

（１）設置学科及び学科方針 

 ＜ 会計科 ＞ Accounting Field （学科イニシャル:  a  ） 

  簿記・会計に関する分野の知識と技術を習得するとともに、ビジネスに対する望まし

い心構えや理念さらに会計活用能力や起業家精神を養い、経済社会の発展に寄与する

能力と態度を身につける。 

 ＜ 企画科 ＞ Planning Field （学科イニシャル:  p  ） 

  マーケティング、プランニング、マルチメディアに関する分野の知識と技術を習得

し、商品開発やマルチメディア作品の制作を通して創造力を養う。さらに21世紀の起

業家やビジネス社会に求められる企画、メディアリテラシー、プレゼンテーションに

ついての能力と態度を身につける。 

 ＜ ビジネス探求科 ＞ Quest Field （学科イニシャル： q  ） 

  国際経済に関する分野の知識と技術を習得し、語学力、情報表現力を養い、世界で活

躍できる人材を育成する。さらに京都が有する歴史、文化とビジネス教育の融合に取

り組み、海外を視野に入れた新たなビジネスモデルを創造し、地域の活性化に寄与で

きる資質を身につける。 

 ＜ 情報科学科 ＞ Intelligent Field （学科イニシャル :  i  ） 

  高度情報通信社会の中で合理的に問題を解決できる論理的・数理的な思考力を養うと

ともに、情報技術に関する分野の知識と技術を習得し、社会の発展に主体的に寄与で

きる能力と態度を身につける。 

 

平成31年度（令和元年度）設置学科 

 ＜ 起業創造科 ＞ Entre & Creative Field （学科イニシャル:  e  ） 

  マネジメントと会計に関する分野の知識と技術を習得し、地域課題の解決を通して主

体性や創造力を養う。さらに大学や企業と連携して、ビジネスの視点から地域社会に

貢献できるアントレプレナーシップ（起業家精神）を身につける。 

 ＜企画科 ＞ Planning Field （学科イニシャル:  p  ） 

  マーケティングとビジネス情報に関する分野の知識と技術を習得し、商品開発やマル

チメディア作品の制作を通して企画力と表現力を養う。さらに京都の観光ビジネスを

題材として、グローバル化を続ける経済社会に貢献できるコミュニケーション力を身

につける。 

 

  



（２）校名の由来 

 「京都すばる」の校名は「統（す）ばる」からきた言葉でまとまるという意味です。 

商業に関する学科と情報に関する学科がひとつになる専門高校という意味が含まれていま

す。冬の天頂に輝く星群「すばる」は、美しく若い星であり、清々しい高校生たちを彷彿

させるもので、本校の教育目標に合致します。 

 「す」 Specialists for the future society  （未来社会のスペシャリスト） 

    主体的、継続的に学ぶ意欲を持ち、深い専門性を備えた人間を育成する。 

 「ば」 Balance of humanity  （バランスのとれた人間） 

    広い教養と豊かな情操を持ち、確かな学力を備えた質実清楚な人間を育成する。 

 「る」 Route to great success  （大いなる成功への道） 

    創造力と豊かな国際感覚を持ち、社会に貢献できる人間を育成する。 

 

（３）教育方針 

 ア 広い教養と豊かな情操を持ち、確かな学力を備えた質実清楚な人間を育成する。 

 イ 主体的、継続的に学ぶ意欲を持ち、深い専門性と新たな分野への適応力を備えた人

間を育成する。 

 ウ 創造力と豊かな国際感覚を持ち，社会に貢献できる人間を育成する。 

 エ 日本の伝統や文化を重んじるとともに、社会変動の激流の中でも生き抜く体力と知

力を備えた人間を育成する。 

 オ 正しい倫理観と正義感をあわせ持ち、深い他者理解の精神を備えた人間を育成す

る。 

 

（４）生徒在籍一覧 

学科 
１ 年 ２ 年 ３ 年 合 計 

総計 
男 女 男 女 男 女 男 女 

起 業 創 造 科 51 59 44 61   95 120 215 

会 計 科     44 64 44 64 108 

企 画 科 43 67 25 73 20 57 88 197 285 

ビジネス探求科     7 17 7 17 24 

情 報 科 学 科 67 10 65 11 64 11 196 32 228 

男 女 合 計 161 136 134 145 135 149 430 430 

860 

合 計 297 279 284 860 

（令和２年５月１日現在） 

  



（５）在校生の出身中学別一覧 

 

  

地区 中学校名 1年 2年 3年 総計 地区 中学校名 1年 2年 3年 総計
1 加茂川 2 2 57 向島秀蓮 11 5 8 24
2 西賀茂 1 1 3 5 58 向島東 5 5 1 11
3 旭丘 2 1 3 59 洛水 3 2 2 7
4 衣笠 4 4 60 大淀 2 5 7
5 上京区 上京 1 1 61 勝山 1 1
6 二条 3 3 62 西ノ岡 2 2
7 北野 1 1 2 63 長岡 1 1
8 朱雀 1 1 64 長岡第二 1 1
9 京都御池 1 1 65 長岡第三 3 1 5 9

10 中京 1 1 66 長岡第四 1 1
11 松原 1 1 2 67 大山崎 1 1 1 3
12 西ノ京 1 1 68 宇治 6 6 9 21
13 七条 2 2 4 69 西宇治 18 5 10 33
14 下京 4 1 1 6 70 南宇治 2 4 6
15 八条 1 1 2 71 北宇治 15 16 12 43
16 九条 7 2 1 10 72 西小倉 8 11 10 29
17 洛南 5 2 3 10 73 東宇治 9 7 5 21
18 凌風 2 1 3 74 木幡 6 8 9 23
19 久世 2 2 1 5 75 槇島 6 7 14 27
20 高野 1 1 2 76 広野 3 14 9 26
21 近衛 1 1 77 黄檗 11 5 4 20
22 修学院 5 1 1 7 78 城陽 2 2 6 10
23 洛北 1 1 2 4 79 南城陽 9 3 2 14
24 大原 1 1 80 西城陽 4 5 7 16
25 開睛 1 1 1 3 81 東城陽 1 5 2 8
26 東山泉 1 1 2 82 北城陽 2 2 5 9
27 山科 3 1 4 83 男山 3 3 1 7
28 勧修 1 1 4 6 84 男山第二 3 5 3 11
29 大宅 1 2 3 85 男山第三 4 4 1 9
30 安祥寺 1 1 2 86 男山東 1 5 1 7
31 音羽 3 2 1 6 87 田辺 17 3 8 28
32 花山 1 1 2 88 大住 3 7 3 13
33 蜂ヶ岡 1 1 1 3 89 培良 3 11 3 17
34 太秦 2 2 90 木津 1 1 2 4
35 四条 1 1 91 木津第二 1 4 1 6
36 西京極 3 1 4 92 木津南 5 6 3 14
37 梅津 3 3 93 泉川 1 2 3
38 西院 1 1 94 山城 4 4 8
39 双ヶ丘 2 2 95 久御山 4 2 1 7
40 桂 4 2 6 96 泉ヶ丘 2 2 4
41 松尾 1 1 2 97 維孝館 4 1 5
42 桂川 1 1 2 98 精華 4 2 2 8
43 樫原 1 1 99 精華南 5 5
44 大枝 1 1 100 精華西 6 6 12
45 洛西 1 1 101 笠置 1 1
46 西陵 1 1 102 亀岡 1 1 2
47 深草 6 4 1 11 103 南桑 1 4 5
48 藤森 5 6 6 17 104 東輝 1 1 1 3
49 桃山 6 5 11 22 105 詳徳 2 2
50 伏見 10 8 4 22 106 八木 1 2 3
51 神川 6 15 10 31 107 中丹 六人部 1 1

52 醍醐 3 1 9 13 108
京都教育大学附

属桃山 1 3 4
53 春日丘 6 2 4 12 109 京都精華学園 2 2
54 小栗栖 6 5 11 110 他府県 1 2 2 5
55 栗陵 1 2 1 4 計 297 279 284 860
56 桃陵 4 3 2 9

西京区

伏見区

伏見区

乙訓

山城

南丹

その他

北区

中京区

下京区

南区

左京区

東山区

山科区

右京区



（６）教育課程（３学年） 
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(3) (2) (2) (2) (3) (4) (2) (3) (2) (4) (2)

3
企

画

科

現代文Ｂ 古典Ｂ
世界史

Ａ
生物基

礎
体育

音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ

コミュニケー
ション英語

Ⅲ

英語表
現Ⅱ

家庭基
礎

課題研究
ビジネス

経済

経済活動と

法

化学基礎

アドバンス

国語Ａ

ビジネス

実務

アドバンス

英語

国語表現

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (2) (2) (2) (2) (3) (2) (2) (4) (2) (2) (2)

学

年

学

科 5 10 15 20 25 30

1

ビ

ジ

ネ

ス

探

求

科

国語総合 世界史Ａ 数学Ⅰ 数学Ａ
生物

基礎

化学

基礎
体育

保

健

コミュニケー

ション英語Ⅰ

英語

表現Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

基礎

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

経済
情報処理

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(4) (2) (3) (2) (2) (2) (3) (3) (2) (2) (2) (4)

2

ビ

ジ

ネ

ス

探

求

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 日本史Ｂ 数学Ⅱ
物理

基礎
体育

保

健

コミュニケーション

英語Ⅱ
ビジネス情報

実用

英会話
京都探求

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (4) (3) (2) (3) (4)

ビジネス

経済

応用

(5) (2) (3)

3

ビ

ジ

ネ

ス

探

求

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 倫理
政治・

経済
京都探求

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (2) (2) (3) (2)

体育
音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ

30

(2) (2) (4) (3) (2) (2)

数学Ⅰ 数学Ａ

(3)

学

年

学

科 5 10 15 20 25

(4)

ITライセンス

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(4) (2) (3) (2) (2)

化学基

礎

情報産

業と社会

2

情

報

科

学

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 日本史Ａ

(2)

1

情

報

科

学

科

国語総合 世界史Ａ

(2)

アプリ開発

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(2) (2) (2)

数学B

情報の表

現と管理

(4) (2)

3

情

報

科

学

科

現代社

会

数学Ⅲ

(5)

(2) (5)

現代文Ｂ

(2)

Ｌ
Ｈ
Ｒアドバンス数学

倫理

情報リテラ

シー

アドバンス

英語

(2) (3) (2) (2)

体育

物理

アドバンス国語Ｂ

情報と問題解決

(4)

(3) (4) (2) (4)

数学Ⅱ

(4)

(3) (3) (2) (4)

物理基

礎
体育

保

健

コミュニケーション

英語Ⅱ

英語表

現Ⅱ
サイバー空間と法

数学探求

日本史探求

英語探求

体育
保

健

コミュニケー

ション英語Ⅰ

英語表

現Ⅰ

アルゴリズムとプロ

グラム

実用

英会話

家庭

基礎

コミュニケーション

英語Ⅲ
課題研究

(2) (2)

生物基

礎

情報デ

ザイン

(4) (2)

コミュニケーション

英語Ⅲ

英語

表現Ⅱ

家庭

基礎

スーパープロフェッショナ

ル・ラボ



 

  

平成31年度入学生教育課程

(1) (1)

(1) (3) (1)

(1)

(1) (1)

(1) (1)

(1)

(1) (1)

(1) (1)

(1)

(3)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

30

国語総合
現代
社会

数学Ⅰ
科学と
人間生

活
体育

保
健

現代文Ｂ 古典Ｂ
世界史

Ａ
生物基

礎
体育

(2)

(3) (3)

コミュニケー
ション英語

Ⅰ

英語
表現Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
基礎

マーケ
ティング

(2) (2) (2) (3) (3)

(3) (2) (3) (4) (2) (2)

日本史Ａ 数学Ａ 体育
保
健

コミュニケーショ
ン英語Ⅱ

英語
表現Ⅱ

グロー
バルビ
ジネス

コミュニケーショ
ン英語Ⅲ

英語
表現Ⅱ

家庭
基礎

課題研究

日本史B

数学Ⅱ

(3) (4) (2)

(2)

(4)

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ国語Ａ

プログラミング

ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ英語

化学基礎

経済活動と法

(4) (2) (2) (4) (2) (2)

数学B

情報の表現

と管理

物理基
礎

体育
保
健

(2) (3)

コミュニケーショ
ン英語Ⅱ

英語表
現Ⅱ

サイバー空間と
法

アプリ開発

(4) (2) (4) (4)

数学Ⅲ

(5)

アドバンス数学

倫理

アドバンス英語

情報リテラシー

(2) (2) (4) (2) (2)

生物基

礎
体育

コミュニケーショ
ン英語Ⅲ

英語表
現Ⅱ

(3) (2) (4)

現代文
Ｂ

現代社
会

家庭基

礎

情報デ

ザイン

スーパープロフェッ
ショナル・ラボ

物理

アドバンス国語B

現代文Ｂ 古典Ｂ 日本史Ａ 数学Ａ 体育
保
健

簿記 情報処理

(2) (2)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

起業マネジ
メント

(5) (3)

情報と問題解決

(3) (3)

コミュニケーショ
ン英語Ⅱ

英語
表現Ⅱ

英語
表現
Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
基礎

起

業

創

造

科

起

業

創

造

科

財務会計Ⅰ 原価計算
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報

(2) (2)

(4)

保
健

コミュニケー
ション英語

Ⅰ

3

情

報

科

学

科

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(2) (2) (2) (4) (2)

(2) (5)

(4)

2

情

報

科

学

科

現代文
Ｂ

古典Ｂ
日本史

Ａ
数学Ⅱ

1

情

報

科

学

科

国語総合
Ｌ
Ｈ
Ｒ

(4) (2) (3) (2) (2) (3) (3) (2) (2)

英語表
現Ⅰ

情報産
業と社
会

アルゴリズムとプ
ログラム

ITライセンス

25 3020

世界史

Ａ
数学Ⅰ 数学Ａ

化学基
礎

体育

学

年

学

科 5 10 15

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (2) (2) (2) (2)

体育
音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ

グロー
バルビ
ジネス3

企

画

科

現代文Ｂ 古典Ｂ
世界史

Ａ
生物
基礎

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2)

2
企

画

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 商品開発 ビジネス情報
メディア
デザイ
ン

1
企

画

科

学

年

学

科 5 10

(5) (2) (3) (2)

(2) (2) (2) (2)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

2515 20

簿記 情報処理

3

(3) (2) (3) (4) (2)

(4) (2) (2)(3)

(3)

日本史Ｂ

数学Ⅱ

(2)

課題研究
家庭
基礎

(3)

(2)(3)

音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務 化学基礎

2

コミュニケーショ
ン英語Ⅲ

英語
表現Ⅱ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2)

起業マネジ
メント

(2)

財務会計Ⅱ 経済活動と法

Ｌ
Ｈ
Ｒ

科学と
人間
生活

体育
保
健

コミュニ
ケーション
英語Ⅰ

(4)

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ国語Ａ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ英語

1

起

業

創

造

科

国語総合
現代社

会
数学Ⅰ

(5) (2) (3) (2)

学

年

学

科 5 10 15 20 25 30



 

 

令和２年度入学生教育課程

(1) (1)

(1) (3) (1)

(1)

(1) (1)

(1) (1)

(1)

(1) (1)

(1) (1)

(1)

学

年

学

科 5 10 15 20 25 30

簿記
1

起

業

創

造

科

国語総合
現代

社会
数学Ⅰ

科学と
人間
生活

(2) (2)

体育
保
健

コミュニ
ケーション
英語Ⅰ

英語
表現
Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
基礎

体育
保
健

情報処理
Ｌ
Ｈ
Ｒ

(5) (2) (3) (2) (3) (3)

起業
マネジメント

(3)

(5) (3)

2

起

業

創

造

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 日本史Ａ 数学Ａ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (3) (2) (3) (4) (2)

コミュニケーショ
ン英語Ⅱ

英語
表現Ⅱ

(2) (2)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ英語

(2)

3

起

業

創

造

科

(3) (2) (2) (2) (2) (2) (2)

(2) (2) (2) (3)

(3)

25 30

英語
表現Ⅰ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
基礎

学

年

学

科 5 10 15 20

(4)

1
企

画

科

国語総合
現代
社会

数学Ⅰ
科学と
人間
生活

体育
保
健

コミュニケー
ション英語

Ⅰ

マーケ
ティング

簿記 情報処理
Ｌ
Ｈ
Ｒ

(5) (2) (3) (2) (3) (3) (2) (2) (2) (3) (3)

2
企

画

科

現代文Ｂ 古典Ｂ 日本史Ａ
保
健

コミュニケーショ
ン英語Ⅱ

英語
表現Ⅱ

(2) (4)

体育

20

(4) (2)

グロー
バルビ
ジネス

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(3) (2) (3) (2) (3) (4) (2)

数学Ａ

(2)

3
企

画

科

グロー
バルビ
ジネス

(4) (2)

(4)

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ国語Ａ

プログラミング

ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済

情報の表現

と管理

(4) (2) (3) (4) (2) (4)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ英語

化学基礎

経済活動と法

数学Ⅱ 物理
基礎

体育
保
健

アプリ開発
数学B

(3) (2) (2) (2) (2) (2)

化学
基礎

体育

(2) (2) (2)

学

年

学

科 5 10 15

1

情

報

科

学

科

国語総合
世界史

Ａ
数学Ⅰ 数学Ａ

保
健

コミュニケー
ション英語

Ⅰ

英語
表現Ⅰ

情報
産業と
社会

アルゴリズムと
プログラム

ITライセンス

2

情

報

科

学

科

現代文
Ｂ

古典Ｂ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(4) (2) (3) (2) (2)

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(2) (2)

体育 課題研究

コミュニケー
ション英語Ⅱ

英語
表現Ⅱ

家庭
基礎

サイバー空間と
法

物理

3

情

報

科

学

科

現代文
Ｂ

現代
社会

日本史
Ａ

生物

基礎

(2) (2) (2) (2)

起業
マネジメント

課題研究

コミュニケー
ション英語Ⅲ

英語
表現Ⅱ

情報

デザイン

(4) (4)(3) (3)

コミュニケー
ション英語Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

(5) アドバンス国語B

アドバンス数学 アドバンス英語 情報と問題解決

倫理 情報リテラシー

数学Ⅲ

(2) (4) (2) (2) (5) (3) (2) (4)

家庭
基礎

商品
開発

ﾒﾃﾞｨｱ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ビジネス
情報

(2) (2)

25 30

英語
表現Ⅱ

課題研究

日本史Ｂ
ビジネ
ス実務

数学Ⅱ

家庭
基礎

財務会計Ⅰ
原価
計算

(2) (3)

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報

現代文Ｂ 古典Ｂ
世界史

Ａ
生物
基礎

体育 音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ

コミュニケーショ
ン英語Ⅲ

英語
表現Ⅱ

日本史Ｂ

数学Ⅱ

(4)

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ国語Ａ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務

財務会計Ⅱ

(3) (2)

化学基礎

経済活動と法

現代文Ｂ 古典Ｂ
世界史

Ａ
生物
基礎

体育
音楽Ⅰ

美術Ⅰ

書道Ⅰ



２ 研究開発の概要と計画   

（１）研究開発概要（2019 年度申請時）
指定期間 ふりがな きょうとふりつきょうとすばるこうとうがっこう 

②所在都道府県 京都府 
2019～2021 ①学校名 京都府立京都すばる高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模

１年 ２年 ３年 ４年 計 商業科１学年×６クラス 

情報科１学年×２クラス 

合計８クラス ３学年 24クラス規模 

商業科 211 218 225 654 

⑥研究開発

構想名

『住んでよし、訪れてよし』の持続可能都市京都を支える人材育成に関する研究 

～京都すばる高校：みんなごと化プロジェクト～ 

⑦研究開発

の概要

専門高校の特性を活かし実践を伴った探究的な学びを実現することにより、地域人

材に必要な力を育成することを目的として下記の４つの研究開発を行う。 

○コンソーシアム会議の設置 ○地域課題解決型授業の実施

○地域公共政策士の養成 ○学校ボランティアクラブの設置

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧-

1

全

体 

(1)目的・目標

以下３つの目的を持って研究開発を行う。

(ア)「地域人材」育成のためのオール京都体制の組織化

①地域学校協働活動ができるコンソーシアム会議を設立する

②高校・大学・企業・行政・ＮＰＯ等オール京都体制の構成メンバーとする

③校内に専属の担当教員を設置する

④連携・協働により実施した授業についての効果の検証を行う

(イ)「地域人材」となるべき京都の次世代を担う高校生の学習システムの開発

①コンソーシアム会議を活用した地域社会とつながる授業を推進する

②学校設定科目・課題研究を活用した体系的・系統的カリキュラムを開発する

③すべての取組をポートフォリオ化し、目標設定から実行や振り返りができるキャリ

アノートを作成する

④地域社会とつながる授業を通してビジネスマインドの習得やコミュニケーション能

力を育成する

⑤大学と連携した７年間の育成システムを開発する（地域人材を示す地域公共政策士

の養成）

(ウ)「地域人材」育成に向けた今回の研究成果の報告及び普及

①本事業の研究成果報告会を実施する

②全国サミット（仮称）への参加及び発表を行う

③開発した学習システムが共有できる環境を整える

(2)現状の分析と研究開発の仮説

本校はビジネスを学ぶ専門高校として地域社会とかかわり、すでに地域課題解決型探究

授業を実施し、地域社会からも「地域人材」を育成できる高校であると期待されている。

2019年度から「起業創造科」と「企画科」の商業科２学科に再編され、「起業創造科」は、

地域の問題・課題を見つけ様々な立場の人たちとの協働により、京都に住む人たちがより

快適に過ごせる環境を整えることができる人材育成を目的とし、「企画科」は、京都を訪

れた人たちが快適に過ごせる環境を整えることができる人材育成を目的としてスタート

する。 

上記現状を踏まえ３つの研究開発の仮説を設定し効果を図る。 

（ア）地元の企業等を加えた組織的な「地域人材」の育成は、より効果的である。 

①地域と多様なかかわりができる

②組織化することにより継続的なかかわりができる

③専属のコーディネーターを配置することによる効果が見込める

④生の地域の声を授業に活かすことができる



（イ）「社会に開かれた教育課程」の実践は、生徒の成長につながる。 

①地域との多様なかかわりの中で、地域課題をじぶんごと化し、主体的に取り組む態 

度の育成、課題発見をしようとする探究力や課題解決に向けた論理的思考力を高める 

ことができる 

②地域とかかわり課題発見および課題解決に取り組むことで、地域への愛着心を高める 

ことができる。 

③地域と自分のキャリアを結びつけて考え、地域における社会貢献意識を高めること 

ができる 

（ウ）高校版「地域人材育成京都モデル」は、研究成果の普及に効果的である。 

①高校による「地域人材」育成モデルケースとなる 

②地域協働推進校として府内の高等学校のハブ的な役割を担う 

③研究開発した教材を広く公開し普及させる 

⑧-

2

具

体

的

内

容 

 

(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) カリキュラム・マネジメントの推進体制 

上記実施計画を推進するために次の体制を整える 

①コンソーシアム会議及びカリキュラム等開発専門家から指導助言を受け、校内体制

を整える 

②地域協働推進室長が研究担当者会議で校内に共有する 

③各種会議（新学科ミーティング・教育課程検討会議・教科主任会議等）を活用する 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

特になし 

⑨その他 

特記事項 

生徒出資（一人当たり 1,000 円）による株式会社形態の販売学習「京都すばるデパー

ト」を実施し、年度末に総会を開催している。また、中学生の体験授業や学校へ出向いて

のビジネスマナー講座を開催し、商業の学びのトビラを開く取組を実施している。 

 

学年 学科 (単位数) 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1
起業創

造科

ビジネス

基礎(2)

1 企画科
マーケティ

ング(2)

2 会計科
ファイ

ナンス(3)

2 企画科
商品開発

(3)

2
ビジネス

探求科

京都探求

(3)

3 会計科
課題研究

(3)

3 企画科
課題研究

(4)

3
ビジネス

探求科

課題研究

(3)

教員

地域のＮＰＯ・税理士会・小中高大などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
ソーシャル・マネジメント研究、地域デザイン研究ほか

【外部講師・モバイル空間統計・フィールドワーク】

地域商店街との連携

（店舗経営）
【外部講師】

提案力

の育成

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

年
間
計
画

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

課
題
設
定

地域金融機関との連携

「京都の経済を知り未来
を考える」【外部講師】

地域商店街との連携

「商店街をとおした経済や京
都の未来を考える」

【外部講師】

創造実習①
税理士会・税務
署との連携「税
をとおした地域

作り」
【外部講師】

企画実習②大学・地域ＮＰＯとの連携

「じぶんごと化プロジェクト」
【外部講師】

地元企業との連携

（京都すばるデパー
ト販売用商品開発）

【外部講師】

大学との連携

（ビジネスプラ
ンの考案）

京都の祭りをとおした活

性化や京都の未来を考え
る【外部講師】

高校との連携（京都すばるデ
パート販売用旅行）

※「実用英会話」と授業連携
【外部講師】

課
題
研
究
成
果
発
表
会

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成

企画実習①まちの

魅力と課題を
知る

創造実習②

大学との連携「地域の
現状と田舎を元気にす

るプランの考案」
【フィールドワーク】

事例学習

島根県
雲南市

地域創

造サ
ミット

商店街ﾌｨｰﾙ

ﾄﾞﾜｰｸ

※●印は、別紙「所要経費」を活用した取り組みである。
※★印の取り組み
①地域産品を生かし、海外（台湾）の高校生とWEB会議による共同商品開発を行う。WEB会議ではSkypeを利用する
が、京都府の「みらいネット」はSkypeを使えないため、新たに高速の別回線と機材を整備する。
②伏見稲荷大社の混雑を緩和し「住んでよし・訪れてよし」の地域づくりを進めるにあたり、NTTドコモの「モバ
イル空間統計（訪日外国人の動態統計データ）」を活用する。

地域の企業・団体・大学などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
伝統産業研究、メディア研究 ほか【WEB会議・

モバイル空間統計・外部講師・フィールドワーク】

地域の企業・団体・大学などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
コミュニティ・デザイン研究 ほか

【外部講師・フィールドワーク】

台
湾
研
修

先進校視察、

セミナー参加

先進校視察、

セミナー参加



（別紙様式１） 

令和２年１月 30日 
研究開発実施計画書 

 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 

 
 

住所 京都市下京区中堂寺命婦町 1-10 
管理機関名 京都府教育委員会 
代表者名  教育長 橋本 幸三  印 

 
１ 指定校名・類型 

   学校名 京都府立京都すばる高等学校 
   学校長名 三橋 利彦 
   類型 プロフェッショナル型 
    
２ 研究開発名 
  『住んでよし、訪れてよし』の持続可能都市京都を支える人材育成に関する研究 

～京都すばる高校：みんなごと化プロジェクト～ 
 

３ 研究開発の概要 
専門高校の特性を活かし実践を伴った探究的な学びを実現することにより、地域人材 

に必要な力を育成することを目的として、前年度の課題を踏まえ、引き続き、次の研究

開発を行い、進化させる。 
（１）コンソーシアム会議の深化 

    初年度、コンソーシアム会議については、各構成員が行っている取組を共有するこ

とが主体となっていた面があった。２年目については、それぞれの取組について相互

理解を進め、連携した取組を発展させていくためにコンソーシアム会議を深めていく。 
（２）地域課題解決型授業の実施および成果の検証 

初年度の取組では、地域には様々な課題があることを理解させることが中心であっ

た。２年目については、その発見した課題を「じぶんごと」としてとらえ、考えられ

る人材を育成するための研究開発を進めていく。その際、運営指導委員会での意見を

踏まえることはもちろん、地域の様々な機関等との連携をさらに進めながら、「じぶ

んごと」から「みんなごと」へ進めるために、当事者意識を養い、探究力を身につけ

させていくことに重点を置いていきたい。 
（３）地域公共政策士の養成 

    地域公共政策士とは、「地域公共人材」の能力を保証する地域資格のことであり、

社会的課題を産官学民の連携のもとに解決するため、協働型社会にふさわしいアプロ

ーチで地域の公共的活動や政策形成の主導及びコーディネートができる人材育成を目

指している。この資格の意義や目的を地域課題解決型授業の中で、生徒、保護者に伝

え、関係大学との連携授業を実施し、大学及び大学生とともに学ぶ中で、京都創生の

リーダーの養成を図る。また、地域公共政策士の必要単位として先取りできるシステ

ムについて大学及び地域公共人材開発機構と検討する。 
（４）学校ボランティアクラブの活用 

部活動加入率が高いことから、生徒がボランティアと部活動の両方ができる仕組み

作りを進める。例えばクラブ単位で参加することや個人で参加する機会を準備するな

ど、社会貢献活動への参加を促し、「地域人材」になるための資質を育成することを

目指す。 
 
 



４ 学校設定教科・科目の開設，教育課程の特例の活用（□で囲むこと）（該当なし） 
  ア 学校設定教科・科目を開設している   
  イ 教育課程の特例の活用している 
 
５ 事業の実施期間 
   契約日～令和３年３月 31日 

 

６ 令和２年度の研究開発実施計画  

 
 
＜添付資料＞ 
・令和２年度教育課程表 
 
７ 事業実施体制 

課題項目 実施場所 事業担当責任者 
コンソーシアム会議 京都すばる高等学校 京都府教育委員会 
運営指導委員会 京都すばる高等学校 京都府教育委員会 
研究推進委員会 京都すばる高等学校 京都すばる高等学校 

 
運営指導委員会の体制 

氏名 所属・職 備考 
馬屋原 宏 京都市伏見区区長 専門的知見からの指導・助言 
榊田 隆之 京都信用金庫理事長 〃 
池田 武 京都府総合教育ｾﾝﾀｰ教師力向上総括ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 〃 
※備考欄には，学校教育に専門的知識を有する者，学識経験者，関係行政機関の職員等，

運営に関して指導・助言にあたる専門の区分を記入すること 

学年 学科 (単位数) 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 起業創造科
ビジネス

基礎(2)

1 企画科
マーケティング

(2)

2 起業創造科 起業マネジメント

2 企画科 商品開発(3)

3 会計科 課題研究(3)

3 企画科 課題研究(4)

3
ビジネス

探求科
課題研究(3)

教員

起業家精神基礎

・寄付の教室
・祇園祭ごみゼロ

大作戦

地域のＮＰＯ・税理士会・小中高大などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
ソーシャル・マネジメント研究、地域デザイン研究ほか

【外部講師・フィールドワーク】

地域商店街との連携

（店舗経営）
【外部講師】

提案力の

育成

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

年
間
計
画

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

課
題
設
定

創造実習①
税理士会・税務
署との連携「税
をとおした地域

作り」
【外部講師】

企画実習②大学・地域との連携

「じぶんごと化プロジェクト」
【外部講師】

地元企業との連携

（京都すばるデパート販売
用商品開発）

【外部講師】

大学との連携

（ビジネスプラ
ンの考案）

課
題
研
究
成
果
発
表
会

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成

企画実習①まちの

魅力と課題を
知る

創造実習②

大学との連携「地域の
現状と田舎を元気にす

るプランの考案」
【フィールドワーク】

事例学習

石川県
金沢市

わか
ものの
まちサ
ミット

商店街

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

※●印は、別紙「所要経費」を活用した取り組みである。
※★印の取り組み

地域産品を生かし、海外（台湾）の高校生とWEB会議による共同商品開発を行う。WEB会議ではSkypeを利用するが、京都府の
「みらいネット」はSkypeを使えないため、新たに高速の別回線と機材を整備する。

地域の企業・団体・大学などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
伝統産業研究、メディア研究 ほか

【WEB会議・外部講師・フィールドワーク】

地域の企業・団体・大学などとの連携

（少人数制での課題解決・探究的な学び）
コミュニティ・デザイン研究 ほか

【外部講師・フィールドワーク】

台
湾
研
修

先進校視察、

セミナー参加

先進校視察、

セミナー参加

ＰＢＬ型実習

・起業マネジメント領域 ・地域ビジネス領域
・キャリアデザイン領域 ・会計プロフェッショル領域

提案力の

育成



 高等学校と地域との協働によるコンソーシアムの体制 
機 関 名 機関の代表者名 

京都府教育委員会 教育長 橋本 幸三 

龍谷大学 学長 入澤 崇 

伏見いきいき市民活動センター センター長 三木 俊和 

京都市伏見区役所 区長 馬屋原 宏 

京都文教大学 学長 平岡 聡 

京都あおい税理士法人 代表 新見 和也 

公益財団法人 京都地域創造基金 理事長 新川 達郎 

公益財団法人 京都市ユースサービス協会 理事長 安保 千秋 

認定特定非営利活動法人ｸﾞﾛｰｶﾙ人材開発ｾﾝﾀｰ 代表理事 榊田 隆之 

京都府立京都すばる高等学校 校長 三橋 利彦 
 
 カリキュラム開発等専門家，海外交流アドバイザー，地域協働学習実施支援員 

分類 氏名 所属・職 雇用形態 
カリキュラム開発等専門家 深尾 昌峰 龍谷大学政策学部 教授 外部講師 
カリキュラム開発等専門家 行元 沙弥 認定特定非営利活動法人

ｸﾞﾛｰｶﾙ人材開発ｾﾝﾀｰ専務
理事付 

外部講師 

地域協働学習実施支援員 三木 俊和 伏見いきいき市民活動セ

ンターセンター長 
外部講師 

「起業マネジメント」及び「グローバルビジネス」のカリキュラム開発のため、令和２年
度からカリキュラム開発等専門家として、行元 沙弥様に参画していただき、併せてコン
ソーシアム体制に認定特定非営利活動法人グローカル人材開発センターに参画していただ
くこととしたい。 
 
８ 課題項目別実施期間 

業務項目 
実施日程 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11

月 
12

月 
１
月 

２
月 

３
月 

地域課題解決型授業  
・各授業における取組 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
・２年学校設定科目「起業マネジメント」
「グローバルビジネス」の実施と評価法の
確立 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・連携先外部評価の実施  ○     ○   ○ 
コンソーシアム会議の深化  
・会議の実施  ○        ○ 

・上半期事業報告     ○      

・構成員の授業見学、協力 ○ ○     ○ ○   

・課題研究報告会への参加        ○   

地域公共政策士の養成  
・地域公共人材開発機構との協議（資格
認定に向けて） ○      ○    

・高大連携授業を活用した地域人材資格
の意義 ○          

学校ボランティアの活用 ○ ○  ○ ○ ○ ○    

カリキュラム開発専門家会議 ○ ○   ○ ○  ○ ○  



地域協働実施学習支援員のコーディネ
ート機能の充実  

・定例連絡会議の実施（週１回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・連携先とのコーディネート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・課題研究等の授業協力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
９ 知的財産権の帰属（プロフェッショナル型のみ） 

※いずれかに○を付すこと。なお，１．を選択する場合，契約締結時に所定様式の提

出が必要となるので留意すること。 
  （ ）１．知的財産権は受託者に帰属することを希望する。 
  （○）２．知的財産権は全て文部科学省に譲渡する。 
 
10 再委託の有無 
   再委託業務の有無  有 ・ 無 
  ※有の場合，別添３に詳細を記載すること。 
 
11 所要経費 
   別添のとおり 

   ※課税・免税事業者：  課税事業者・免税事業者 （□で囲むこと） 

 



地域との協働による高等学校教育改革推進事業京都府立京都すばる高等学校

ʲेΞでΓ͢ɼΗͱΓ͢』
ڂݜүͶؖするࡒるਕ͓ࢩ京都ΝࢤକՆ都࣍
ʛ京都すばる߶ߏʁΊΞ͵͟とԿϕロζΥέφʛ

ϑζϋηの視点から、京都の課題を発見できる人

発見した課題を「ͣΞ͟と」としてとらえ、考えられる人

多様な価値観や背景を持つ人・立場の異なる人を巻きこんで
「ΊΞ͵͟と」としてとらえ、新しい成果を出せる人

京都՟ୌ

ΊΞ͵͟とԿ
ϕロζΥέφ

ʤүͱͪ͏ਕʥ

ʲेんでよし、
訪れてよしʳの
持କՆ都ࢤ京都
を支える人材・
魅力͍るまͬづく
りのリーξーへ

̏年生 ̐年生 ３年生ͣΞ͟とԿ ΊΞ͵͟とԿ

ビジネスેخ・฿記

ビジネスેخ・マーίティング

起業マネジメント

グローバルビジネス

起業マネジメント・課題研究

グローバルビジネス・課題研究

会ܯの視点から、地域の諸課題に気づく

マーίティングの視点から、
地域の諸課題に気づく

地域のソーシϡルビジネスをର״する

グローバルࡃܨやインバΤンχࢤ場をର״する

協働して「ेんでよし」の京都を創る

協働して「訪れてよし」の京都を創る

ྭʁ大घ۔商వ֙での実地ࠬ
（෮見いきいきࢤ活動ιンνーと࿊ܠ）

ྭʁ向島ӼとωϣーνΤンの活化企画
（京都ेࢤڇڛ公社などと࿊ܠ）

ྭʁ地域のごみ題・ڧ題の現地ࠬ
（京都ࢤϤースサービス協会と࿊ܠ）

ྭʁ上国のビジネスの現য়をஎる
（J I C A ʁ国ࡏ協力ߑؽと࿊ܠ）

ྭʁ資ۜୣをとした地域活化策の
Ҍ（地域ۜ༧ؖؽと࿊ܠ）

ྭʁ訪日外国人観光ٮ向けの商開発とജ
実習
（地ݫ企業および海外の高校と࿊ܠ）

コϱλʖεΠϞ಼でةժʀڢಉࣰࢬʀՎৄݗ

ʴ̑年間のླྀれʵ

①少子高齢化
②訪日外国人のଁٺによるΨーバーςーリθム
③地域に根ࠫした観光人材の不足 など

ʴૌ৭図ʵ
運営指導委員会

ί࠰ᾂׅὸ

＜校内組織＞

研究担当者会議
（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
（年３回）

管理職・室長・
部長・学科長等

カリキュラム開発等
専門家

伏見
いきいき
市民活動
センター

京都すばる高校

校長
地域協働推進室長

地域協働学習
実施支援員

伏見区
地域力推進室

企業・
団体等大学等

プロジェクト
マネジメント

コンソーシアム会議

（年３回）

支援・コーディネート

指導・助言

＜校内組織＞

研究担当者会議
（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
（年３回）

管理職・室長・
部長・学科長等

管理機関：京都府教育委員会

ʴ育成する資࣯・力ʵंࣆқࣟʀ୵ྙڂʀཀྵదྙߡࢧʀڢಉྙ



地域との協働による高等学校教育改革推進事業（プロフェッショナル型）京都府教育委員会 【京都府立京都すばる高等学校】

『ेΞでΓ͢ɼΗͱΓ͢』࣍କՆ都ࢤ京都Ν͓ࢩるਕࡒүͶؖするڂݜ
ʛ京都すばる߶ߏʁΊΞ͵͟とԿϕロζΥέφʛ

ʴྫݫ年ౕඬʵ

ʴक͵खૌྭࣆʵ

①地域協働学習実施支援員との定ྭ࿊ཙ会議の実施（年間36回）
②地域協働学習実施支援員の地域・企業とのコーディネートの
ༀׄおよび࿊ܠ授業のึঁ

③地域課題解決型授業の実施（સ学年）
ᶈじぶんごと化（地域の諸課題への気づき）

・事業価と生徒価の価๑の֮立（౹Ҳした外෨価
（成をࡠ६のخ

・ๅ発৶のҲの活
・学校設定科目「起業マネジメント」および「グローバル
ビジネス」のै実、高校生版地域公共政策士の資格創設
のਬ

・コンソーシアム会議の日ఖٶびߑ成員のߑ࠸
・学校ߨ事、࣎間ׄとのによる事業のҲのԃ化
・事業内容のમと「見える化」したܙでの理、共有

ʴڂݜഐܢʵ
˕京都՟ୌ
①少子高齢化
②訪日外国人のଁٺによるΨーバーςーリθム
③地域に根ざした観光人材の不足

２ ՟ୌ

˕こϕロζΥέφでүͱͪ͏ਕ
ϑζϋηの視点から、京都の課題を発見できる人
⇒発見した課題を「ͣΞ͟と」としてとらえ、考えられる人
⇒多様な価値観や背景を持つ人・立場の異なる人を巻きこんで「ΊΞ͵͟と」としてとらえ、
新しい成果を出せる人

˕үͪ͢͏࣯ࣁʀྙ
当事者意識・探究力・論理的思考力・協働力

起業創造科（新学科）（会ܯの視点から、地域の諸課題に気づく）

企画科（新学科）（マーίティングの視点から、地域の諸課題に気づく）

෮見ۢༀॶ支ॶとの࿊ܠ
βϝ題（会ܯ科）
観光ࢆ化（企画科）
෮見Ҷ՛大社周วのेみよいまͬづくり会議

ྀ୫大学との࿊ܠ
෮見れ͍いプラδಋӣӨ

（ビジネス探ٽ科）

島根ݟӤೈࢤへの視ࡱ、ިླྀ෮見大घ۔商వ֙n商い|リサーチ

アフリカと向島地域をつなぐ
「じぶんごと化プロジェクト」

地域イϗントӣӨ

会ܯ科・企画科・ビジネス探ٽ科

ʴࣰࢬରʵ ʴՎと՟ୌʵ

コンソーシアム会議や地域協働学習実施支援員の
支援をणけて実施するプロジェクト型授業の実ભを
௪して以Ծの目ඬを設定する
○社会題に対する当事者意識を持たせる
○地域課題を理解して、背景やݬҾを௧ٽする探究
ৼや論理的思考力を高める

○地域の多様な他者と課題を共有し、協働する力を
高める

˕ंࣆқࣟ（生徒アンίート）
「様ʓな社会題やの中で起きていることに対して、
当事者意識を持つことができるよ͑になったか」
⇒97ˍの生徒がߢ定的な回

˕୵ྙڂ
地域課題に対して、ͨの課題を理解し、背景やݬҾを
く۹りԾ͝ながら「探究力」をਐにつけ͠せる授業
のૌみをߑできたɽ

˕ཀྵదྙߡࢧ
企画Ҍする過ఖで、「課題理解ˢՀઈ設定・実ߨˢ
Ҍ」のҲ࿊のླྀれで、課題解決に向࠸・ˢरਜ਼ৄݗ
けての研究を実施できたɽ

ಉྙڢ˕
地域の多様な๏ʓと多様な題解決に向けて、生徒が
Ձౕ議論し、題意識を共有するखૌができたɽ

̏ Վ

ʰΊΞ͵͟とԿʱ͜ͱ
༼અఈ科ߏָ

＜校内組織＞

研究担当者会議
（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
（年３回）

管理職・室長・
部長・学科長等

＜校内組織＞

研究担当者会議
（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
（年３回）

管理職・室長・
部長・学科長等

運営指導委員会

カリキュラム開発等
専門家

伏見
いきいき
市民活動
センター

京都すばる高校

校長
地域協働推進室長

地域協働学習
実施支援員

伏見区
地域力推進室

企業・
団体等大学等

プロジェクト
マネジメント

コンソーシアム会議

支援・コーディネート

指導・助言

管理機関：京都府教育委員会



地域との協働による高等学校教育改革推進事業（プロフェッショナル型）京都府教育委員会 【京都府立京都すばる高等学校】

『ेΞでΓ͢ɼΗͱΓ͢』࣍କՆ都ࢤ京都Ν͓ࢩるਕࡒүͶؖするڂݜ
ʛ京都すばる߶ߏʁΊΞ͵͟とԿϕロζΥέφʛ

ʴྫ̐年ౕඬʵ

ʴक͵खૌྭࣆʵ

ʴڂݜഐܢʵ
˕京都՟ୌ
①少子高齢化
②コロナ禍における訪日外国人の消滅（課題の変化）
⇒観光産業への過去にない大きな打撃（変化への対応）

③地域に根ざした観光人材の不足

２ ՟ୌ

˕こϕロζΥέφでүͱͪ͏ਕ
ϑζϋηの視点から、京都の課題を発見できる人
⇒発見した課題を「ͣΞ͟と」としてとらえ、考えられる人
⇒多様な価値観や背景を持つ人・立場の異なる人を巻きこんで「ΊΞ͵͟と」として
とらえ、新しい成果を出せる人

˕үͪ͢͏࣯ࣁʀྙ
当事者意識・探究力・論理的思考力・協働力

起業創造科（起業マネジメント）
○地域学の学び
○社会課題解決「TOKYO STARTUP GATEWAY 2020」
○企業内起業プロジェクト
○「かっこいい大人」講演会

企画科（グローバルビジネス）
○観光学、観光英語の学び
○社会課題解決「40億人のためのビジネスアイデアコンテスト」
〇アフリカと向島地域をつなぐ「じぶんごと化プロジェクトⅡ」
○青年海外協力隊員による講演会

向島賑わいづくりプロジェクト 京都の中小企業商いリサーチⅡ

ʴࣰࢬରʵ ʴՎと՟ୌʵ

「じぶんごと化」から「みんなごと化」へ向けて学
校設定科目（起業マネジメント・グローバルビジネス）を
活用する
○社会課題への気づきによるじぶんごと化
○課題解決型授業による探究力、論理的思考力の育成
○多様な他者と課題を共有し、議論することによる協
働する力の育成
○学校とコンソーシアムとの育成したい生徒像の共有

̏ Վ

ʰΊΞ͵͟とԿʱ͜ͱ
ʀ՟ୌڂݜ༽
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（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
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管理職・室長・
部長・学科長等
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研究担当者会議
（月１回）

室長・学科長・
授業担当者等

研究推進委員会
（年３回）

管理職・室長・
部長・学科長等

運営指導委員会

カリキュラム開発等
専門家
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いきいき
市民活動
センター

京都すばる高校

校長
地域協働推進室長

地域協働学習
実施支援員

伏見区
地域力推進室

企業・
団体等大学等

プロジェクト
マネジメント

コンソーシアム会議

支援・コーディネート

指導・助言

管理機関：京都府教育委員会

じぶんごと化プロジェクトⅡグラフィックレコーディング実習

①地域協働学習実施支援員の活躍
（年間70回以上来校し、学校と地域をつなぐ）
②新学科学校設定科目の活用
（起業マネジメント・グローバルビジネス）
③じぶんごと化
（「地域の諸課題に当事者意識を持った」生徒が81.5%）

①みんなごと化
（「周囲を巻き込み、チームで協働できる」生徒はまだ66.7%）
②新学科課題研究の活用
（新たに18グループで探究活動を開始）
③事業終了後を見据えた動き
（地域公共政策士高校生版の資格創設など）

本事業による学びの魅力について、生徒が
自由に議論した内容を記録・表現した図



（３）地域協働グラフィックレコーディング 

 この図は本事業内容について、イメージ化したものである。ファシリテーショングラ

フィッカー 三宅正太様に各種会議に出席いただき、議論の内容をグラフィックレコーデ

ィングに落とし込んでいただいた。 

 

・京都すばる高校みんなごと化プロジェクト 

・令和元年度「住んでよし」（会計科）・「訪れてよし」（企画科）取り組み 

・令和２年度地域協働ふりかえり～４つの問いで考えました～（生徒版） 

・令和２年度地域協働事業で身につけたい４つの資質 

・令和２年度京都すばる高校地域協働事業の魅力（生徒版） 

 

 













４ 研究開発報告 

（１）研究開発名 

『住んでよし、訪れてよし』の持続可能都市京都を支える人材育成に関する研究 
～京都すばる高校：みんなごと化プロジェクト～ 

 

 

 

 

（２）研究開発概要 

専門高校の特性を活かし実践を伴った探究的な学びを実現することにより、地域人材 

に必要な力を育成することを目的として、前年度の課題を踏まえ、引き続き、次の研究開

発を行い、進化させる。 

ア コンソーシアム会議の深化 

  初年度、コンソーシアム会議については、各構成員が行っている取組を共有すること

が主体となっていた面があった。２年目については、それぞれの取組について相互理

解を進め、連携した取組を発展させていくためにコンソーシアム会議を深めていく。 

イ 地域課題解決型授業の実施および成果の検証 

初年度の取組では、地域には様々な課題があることを理解させることが中心であっ

た。２年目については、その発見した課題を「じぶんごと」としてとらえ、考えられ

る人材を育成するための研究開発を進めていく。その際、運営指導委員会での意見を

踏まえることはもちろん、地域の様々な機関等との連携をさらに進めながら、「じぶ

んごと」から「みんなごと」へ進めるために、当事者意識を養い、探究力を身につけ

させていくことに重点を置いていきたい。 

ウ 地域公共政策士の養成 

  地域公共政策士とは、「地域公共人材」の能力を保証する地域資格のことであり、社

会的課題を産官学民の連携のもとに解決するため、協働型社会にふさわしいアプロー

チで地域の公共的活動や政策形成の主導及びコーディネートができる人材育成を目指

している。この資格の意義や目的を地域課題解決型授業の中で、生徒、保護者に伝え、

関係大学との連携授業を実施し、大学及び大学生とともに学ぶ中で、京都創生のリー

ダーの養成を図る。また、地域公共政策士の必要単位として先取りできるシステムに

ついて大学及び地域公共人材開発機構と検討する。 

エ 学校ボランティアクラブの活用 

部活動加入率が高いことから、ボランティアと部活動の両方ができる仕組み作りを

 

ビジネスの視点から、京都の課題を発見できる人 
 

発見した課題を「じぶんごと」としてとらえ、考えられる人 
 

多様な価値観や背景を持つ人・立場の異なる人を巻き込んで「みんなごと」
としてとらえ、新しい成果を出せる人 

 



進める。例えばクラブ単位で参加することや個人で参加する機会を準備するなど、社

会貢献活動への参加を促し、「地域人材」になるための資質を育成することを目指す。 

（３）研究開発計画 

 社会環境が大きく変化している中で、少子高齢化による地方衰退や自治体消滅の危機が

社会問題となっている。小・中学校、大学をつなぐ「高校」がキーワードである。地域創

生の鍵ともなる「高校生」を京都で育て、仕組みを作る必要性がある。大学・企業・行政

などと連携し地域と協働し、興味・関心を高め、ビジネスに関する基礎基本を習得させな

がら、「地域人材」育成のため、次の３つの仮説を立てて効果を検証する。 

 

 ア 地元の企業等を加えた組織的な「地域人材」の育成は、より効果的である 

  ① 地域と多様なかかわりができる 

  ② 組織化することにより継続的なかかわりができる 

  ③ 専属のコーディネーターを配置することによる効果が見込める 

  ④ 生の地域の声を授業に活かすことができる 

 イ 「社会に開かれた教育課程」の実践は、生徒の成長につながる 

  ① 地域との多様なかかわりの中で、地域課題をじぶんごと化し、主体的に取り組む

態度の育成、課題発見をしようとする探究力や課題解決に向けた論理的思考力を高

めることができる 

  ② 地域とかかわり課題発見及び課題解決に取り組むことで、地域への愛着心を高め

ることができる 

  ③ 地域と自分のキャリアを結びつけて考え、地域における社会貢献意識を高めるこ

とができる 

 

 ウ 高校版「地域人材育成京都モデル」は、研究成果の普及に効果的である 

  ① 高校による「地域人材」育成モデルケースとなる 

  ② 地域協働推進校として府内の高等学校のハブ的な役割を担う 

  ③ 研究開発した教材を広く公開し普及させる 



（４）研究開発の実績 

ア 令和２年度実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 月 日 曜 授業
課外
ボラ

会議 視察

1 6 8 月 ○ - 第１回地域協働連絡会議

2 6 11 木 ○ - 第２回地域協働連絡会議

3 6 11 木 ○ ３年企画科 地域企業との商品開発①（キックオフ）

4 6 12 金 ○ ○ ３年会計科
第３回地域協働連絡会議
課題研究ファシリテーション

5 6 16 火 ○ - 第４回地域協働連絡会議

6 6 16 火 ○ ３年会計科
嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会連携①
（オンライン会議出席）

7 6 18 木 ○ - 第５回地域協働連絡会議

8 6 18 木 ○ ３年企画科 地域企業との商品開発②（キックオフ）

9 6 22 月 ○ ２年起業創造科
TOKYO STARTUP GATEWAY 2020
オンライン校内プレゼン大会

10 6 22 月 ○ ２年起業創造科
プラスソーシャルインベストメント株式会社
（高校生が感じた社会的投資とは）

11 6 23 火 ○ - 第６回地域協働連絡会議

12 6 23 火 ○ ３年会計科
伏見稲荷大社の現状を知る
（伏見区役所深草支所外部講師）

13 6 24 水 ○ ２年起業創造科
TOKYO STARTUP GATEWAY 2020
オンライン校内プレゼン大会

14 6 25 木 ○ ３年企画科 地域企業との商品開発③（キックオフ）

15 6 25 木 ○ - 第７回地域協働連絡会議

16 6 26 金 ○ ２年起業創造科
TOKYO STARTUP GATEWAY 2020
オンライン全国招待参加

17 6 30 火 ○ - 第８回地域協働連絡会議

18 7 7 火 ○ - 第９回地域協働連絡会議

19 7 9 木 ○ - 第10回地域協働連絡会議

20 7 13 月 ○ ２年企画科 地域企業との商品開発①（キックオフ）

21 7 14 火 ○ - 第11回地域協働連絡会議

22 7 14 火 ○ ２年企画科 地域企業との商品開発②（キックオフ）

23 7 14 火 ○ ３年会計科
伏見稲荷大社外国人観光客ゴミ問題
エコごみ袋作成①（外部講師）

24 7 16 木 ○ - 第12回地域協働連絡会議

25 7 20 月 ○ ２年企画科 みんなごと化プロジェクトⅡ（キックオフ①）

26 7 20 月 ○ ２年起業創造科 向島駅前賑わいづくりプロジェクト①（現状を学ぶ）

27 7 21 火 ○ - 第13回地域協働連絡会議

28 7 21 火 ○ ２年企画科 みんなごと化プロジェクトⅡ（キックオフ②）

29 7 22 水 ○ ２年起業創造科
ニトリ等と商店街をつなぐプロジェクト①
（現状を学ぶ）

30 7 28 火 ○ - 第14回地域協働連絡会議

31 7 28 火 ○ ２年企画科 観光ビジネス企画提案①

32 7 30 木 ○ - 第15回地域協働連絡会議

33 7 30 木 ○ ２年企画科 みんなごと化プロジェクトⅡ（あしなが育英会連携）

34 7 31 金 ○ - 第１回コンソーシアム会議

35 8 3 月 ○ - 第16回地域協働連絡会議

36 8 20 木 ○ - 第17回地域協働連絡会議

37 8 22 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme①）
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38 8 25 火 ○ - 第18回地域協働連絡会議

39 8 26 水 ○ ２年起業創造科 企業内起業プロジェクト①（キックオフ）

40 8 27 木 ○ - 第19回地域協働連絡会議

41 8 27 木 ○ ２年起業創造科
企業内起業プロジェクト②
（地域課題のとらえ方を考える）

42 8 29 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme②）

43 9 1 火 ○ - 第20回地域協働連絡会議

44 9 1 火 ○ ３年会計科
伏見稲荷大社外国人観光客ゴミ問題
フィールドワーク

45 9 3 木 ○ - 第21回地域協働連絡会議

46 9 5 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme③）

47 9 7 月 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（JICA連携①　途上国の現状を知る）

48 9 8 火 ○ - 第22回地域協働連絡会議

49 9 8 火 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（JICA連携②　途上国の現状を知る）

50 9 8 火 ○ ３年会計科
伏見稲荷大社外国人観光客ゴミ問題
エコごみ袋作成②（外部講師）

51 9 10 木 ○ - 第23回地域協働連絡会議

52 9 14 月 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携①　キックオフ）

53 9 14 月 ○ ３年会計科
シニアグループ旅行企画プレゼンテーション
（外部講師）

54 9 15 火 ○ - 第24回地域協働連絡会議

55 9 16 水 ○ ２年起業創造科 高大社連携事業①（企業訪問）

56 9 17 木 ○ - 第25回地域協働連絡会議

57 9 17 木 ○ ３年企画科 地域企業連携①（企業インタビューと新聞作成）

58 9 17 木 ○ ３年企画科
地域企業との商品開発④
（商品開発プレゼンテーション）

59 9 19 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme④）

60 9 24 木 ○ - 第26回地域協働連絡会議

61 9 24 木 ○ ３年企画科
地域企業との商品開発⑤
（商品開発プレゼンテーション）

62 9 26 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme⑤）

63 9 28 月 ○ １年起業創造科
日本経済大学連携
（ビジネスプランコンテストワーク）

64 9 28 月 ○ ２年起業創造科
向島駅前賑わいづくりプロジェクト②
（現場リサーチフィールドワーク）

65 9 29 火 ○ - 第27回地域協働連絡会議

66 9 29 火 ○ １年起業創造科
日本経済大学連携
（ビジネスプランコンテストワーク）

67 9 29 火 ○ ３年会計科
嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会連携②
（フィールドワーク）

68 9 29 火 ○ ３年会計科 地域企業連携（環境問題学習）

69 9 30 水 ○ ２年起業創造科
ニトリ等と商店街をつなぐプロジェクト②
（現場リサーチフィールドワーク）

70 9 30 水 ○ ２年起業創造科
企業内起業プロジェクト③
（中間プレゼンテーション）

71 9 30 水 ○ ２年起業創造科 高大社連携事業②（企業訪問）

72 10 1 木 ○ - 第28回地域協働連絡会議

73 10 1 木 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携①（租税教室）

74 10 1 木 ○ ２年企画科
地域企業との商品開発③
（商品開発プレゼンテーション）

75 10 1 木 ○ ２年企画科 地域企業連携②（企業インタービューと新聞作成）

76 10 1 木 ○ ２年起業創造科
ニトリ等と商店街をつなぐプロジェクト③
（現場リサーチフィールドワーク）
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No 月 日 曜 授業
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77 10 1 木 ○ ３年企画科 伏見区役所深草支所連携（NTTドコモデータ分析報告）

78 10 2 金 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携②（租税教室）

79 10 3 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme⑥）

80 10 5 月 ○ １年、２年起業創造科 学科集会

81 10 5 月 ○ １年、２年企画科 学科集会

82 10 5 月 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携③（租税教室）

83 10 6 火 ○ - 第29回地域協働連絡会議

84 10 12 月 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携④（税について考えるワーク）

85 10 12 月 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携②　ワークショップ）

86 10 13 火 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携③　ワークショップ）

87 10 13 火 ○ ３年会計科
京都市ユースサービス協会連携
（社会貢献ワークショップ）

88 10 13 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携①（老舗企業の経営学）

89 10 14 水 ○ - 第30回地域協働連絡会議

90 10 14 水 ○ ２年起業創造科 高大社連携事業③（企業訪問）

91 10 16 金 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携⑤（税について考えるワーク）

92 10 19 月 ○ - 第31回地域協働連絡会議

93 10 19 月 １年起業創造科 伏見税務署連携⑥（税について考えるワーク）

94 10 19 月 ○ ２年起業創造科
向島駅前賑わいづくりプロジェクト③
（中間プレゼンテーション）

95 10 20 火 ○ - 第32回地域協働連絡会議

96 10 20 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携②（老舗企業の経営学）

97 10 22 木 ○ - 第33回地域協働連絡会議

98 10 25 日 ○ １年起業創造科 地元農家芋掘りボランティア

99 10 25 日 ○ ２年企画科 向島まつり2020連携

100 10 26 月 ○ ３年会計科
中小企業庁連携
（起業家教育プログラム起業家ワークショップ）

101 10 27 火 ○ - 第34回地域協働連絡会議

102 10 28 水 ○ - 第35回地域協働連絡会議

103 10 28 水 ○ ２年起業創造科
ニトリ等と商店街をつなぐプロジェクト④
（中間プレゼンテーション）

104 10 29 木 ○ - 第36回地域協働連絡会議

105 10 29 木 ○ ３年企画科 地域FM局連携①（ラジオ収録）

106 10 31 土 ○ ２年起業創造科 高大社連携事業④（中間報告会）

107 11 2 月 ○ ２年起業創造科 京都中小企業商いリサーチ①

108 11 4 水 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携④１分プレゼンテーション）

109 11 4 水 ○ ２年起業創造科 京都中小企業商いリサーチ②

110 11 5 木 ○ - 第37回地域協働連絡会議

111 11 5 木 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携⑤１分プレゼンテーション）

112 11 5 木 ○ ３年企画科 地域企業連携③（企業インタービューと新聞作成）

113 11 6 金 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携⑥１分プレゼンテーション）

114 11 6 金 ○ ２年企画科
地域企業との商品開発③
（商品開発プレゼンテーション）

115 11 9 月 ○ ２年企画科
地域企業との商品開発④
（商品開発プレゼンテーション）
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116 11 10 火 ○ - 第38回地域協働連絡会議

117 11 10 火 ○ ２年企画科 地域企業との商品開発⑤（商品開発プレゼンテーション）

118 11 10 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携③（老舗企業の技術を知る）

119 11 11 水 ○ ２年起業創造科
ニトリ等と商店街をつなぐプロジェクト⑤
（最終プレゼンテーション）

120 11 12 木 ○ - 第39回地域協働連絡会議

121 11 12 木 ○ ３年企画科 土林高級商業職業学校連携（オンライン交流）

122 11 14 土 ○ ２年起業創造科 高大社連携事業⑤（最終報告会）

123 11 16 月 ○ - 第40回地域協働連絡会議

124 11 16 月 ○ ２年起業創造科
向島駅前賑わいづくりプロジェクト④
（最終プレゼンテーション）

125 11 16 月 ○ ３年会計科
中小企業庁連携
（起業家教育プログラム中間プレゼンテーション）

126 11 17 火 ○ - 第41回地域協働連絡会議

127 11 17 火 ○ ３年会計科 地域児童館連携（小学生税の出前授業）

128 11 18 水 ○ ２年起業創造科 京都中小企業商いリサーチ③

129 11 19 木 ○ - 第42回地域協働連絡会議

130 11 19 木 ○ ３年企画科 地域FM局連携②（ラジオ収録）

131 11 19 木 ○ ３年企画科 地域企業連携③（企業インタービューと新聞作成）

132 11 21 土 ○ ○ ３年会計科 京都老舗企業連携④（老舗企業の技術を体験する）

133 11 24 火 ○ - 第43回地域協働連絡会議

134 11 24 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携⑤（老舗企業の技術を体験する）

135 11 24 火 ○ ３年会計科
嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会連携③
（フィールドワーク：地域の隠れた素材探し）

136 11 25 水 ○ ２年起業創造科
企業内起業プロジェクト④
（最終プレゼンテーション）

137 11 26 木 ○ - 第44回地域協働連絡会議

138 11 30 月 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（40億人のためのビジコン連携⑦　事業計画書）

139 12 1 火 ○ - 第45回地域協働連絡会議

140 12 1 火 ○ ２年企画科
みんなごと化プロジェクトⅡ
（41億人のためのビジコン連携⑧　事業計画書）

141 12 1 火 ○ ３年会計科
京都老舗企業連携⑥
（「漆器」と人間工学について学ぶ）

142 12 3 木 ○ - 第46回地域協働連絡会議

143 12 7 月 ○ - 第47回地域協働連絡会議

144 12 8 火 ○ - 第48回地域協働連絡会議

145 12 10 木 ○ - 第49回地域協働連絡会議

146 12 15 火 ○ - 第50回地域協働連絡会議

147 12 15 火 ○ ２年企画科 あしなが育英会連携①（募金活動）

148 12 15 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携⑦（老舗企業から「漆器」を学ぶ）

149 12 16 水 ○ ２年企画科 あしなが育英会連携②（募金活動）

150 12 17 木 ○ - 第51回地域協働連絡会議

151 12 19 土 ○
１年起業創造科
２年企画科

認定NPO法人グローカル人材開発センター
（Glocal Shift Programme⑥）

152 12 21 月 ○ - 第52回地域協働連絡会議

153 12 21 月 ○ １年起業創造科 伏見税務署連携⑦（最終プレゼンテーション）

154 12 21 月 ○ ３年会計科
中小企業庁連携
（起業家教育プログラム最終プレゼンテーション）
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155 12 22 火 ○ ３年会計科 京都老舗企業連携⑧（老舗企業の可能性）

156 12 22 火 ○ ３年会計科 伏見稲荷大社外国人観光客ゴミ問題フィールドワーク

157 12 24 木 ○ - 第53回地域協働連絡会議

158 1 6 水 ○ - 第54回地域協働連絡会議

159 1 6 水 ○ ２年起業創造科　企画科 グラフィックレコーディング講習

160 1 12 火 ○ - 第55回地域協働連絡会議

161 1 12 火 ○ ３年会計科
新しい仕事を考える
（地域協働学習実施支援員との面談）

162 1 14 木 ○ - 第56回地域協働連絡会議

163 1 14 木 ○ ２年起業創造科　企画科 動画撮影講習

164 1 14 木 ○ ３年企画科 課題研究報告会

165 1 18 月 ○ １年企画科 じぶんごと化プロジェクト　キックオフ講演会

166 1 18 月 ○ ２年企画科 開発商品販売会

167 1 19 火 ○ - 第57回地域協働連絡会議

168 1 22 金 ○ - 第58回地域協働連絡会議

169 1 26 火 ○ - 第59回地域協働連絡会議

170 1 28 木 ○ - 第60回地域協働連絡会議

171 2 1 月 ○ ２年企画科 LGBTQ講演会

172 2 2 火 ○ - 第61回地域協働連絡会議

173 2 2 火 ○ ２年企画科 LGBTQ講演会

174 2 3 水 ○ ２年起業創造科 “かっこいい大人”から学ぶ～価値創造の必要性～①

175 2 4 木 ○ - 第62回地域協働連絡会議

176 2 6 土 ○ ２年起業創造科　企画科 スペシャリストネットワーク京都オンライン合同発表会

177 2 8 月 ○ ２年企画科 グラフィックレコーディング入門（ワークショップ）

178 2 8 月 ○ ２年起業創造科 “かっこいい大人”から学ぶ～価値創造の必要性～②

179 2 9 火 ○ - 第63回地域協働連絡会議

180 2 9 火 ○ ２年企画科 グラフィックレコーディング入門

181 2 10 水 ○ ２年起業創造科 “かっこいい大人”から学ぶ～価値創造の必要性～③

182 2 18 木 ○ - 第64回地域協働連絡会議

183 2 18 木 ○ １年起業創造科 “かっこいい大人”から学ぶ～価値創造の必要性～④⑤

184 2 19 金 ○ １年起業創造科 “かっこいい大人”から学ぶ～価値創造の必要性～⑥

185 2 22 月 ○ １年企画科 じぶんごと化プロジェクト　最終プレゼンテーション

186 2 25 木 ○ - 第65回地域協働連絡会議

187 2 27 土 ○ - 第66回地域協働連絡会議

188 2 28 日 ○ - 第67回地域協働連絡会議

189 3 9 火 ○ -
第２回運営指導委員会　コンソーシアム会議
第68回地域協働連絡会議

190 3 12 金 ○ - 第69回地域協働連絡会議

191 3 16 火 ○ - 第70回地域協働連絡会議

事業概要



イ グランドデザイン・ルーブリック・グラフィックレコーディングの活用 

新学科がスタートするにあたり、学科が育成すべき人間像を明確にするために学科グ

ランドデザインを作成した。また、学科目標に準じたプロジェクト時の評価基準として学

科ルーブリックも作成した。 

 

・起業創造科グランドデザイン 

・起業創造科ルーブリック 

・起業創造科「起業マネジメント」グラフィックレコーディング 

・企画科グランドデザイン 

・企画科ルーブリック 

・企画科「グローバルビジネス」グラフィックレコーディング 



学科グランドデザイン【起業創造科】

■学校経営目標「教育方針（人間像）」をもとに、起業創造科が目指すものと、そこに到達するための方法や
内容を示している。

■起業創造科に関わる全教職員、全生徒がこのグランドデザインを理解・共有する。
■年度・学期初めのオリエンテーションやホームルーム活動、プロジェクトごとのアンケートなど、様々な場面
で活用する。

■「起業創造科を卒業すると、何ができるようになるか」は、学科ルーブリック「学科目標」と一致している。

１ 広い教養と豊かな情操を持ち、確かな学力を備えた質実清楚な人間
２ 主体的、継続的に学ぶ意欲を持ち、深い専門性と新たな分野への適応力を備えた人間
３ 創造力と豊かな国際感覚を持ち、社会に貢献できる人間
４ 日本の伝統や文化を重んじるとともに、社会変動の激流の中でも生き抜く体力と知力を備えた人間
５ 正しい倫理観と正義感をあわせ持ち、深い他者理解の精神を備えた人間

京都すばる高校が目指す人間像

年度学校経営目標の１「教育方針」より

起業創造科のキャッチコピー：「起業家精神で地域社会をデザインする」

１ 地域の諸課題に関心を持ち「じぶんごと化」「みんなごと化」できる（関心・意欲・態度）
２ 起業家精神をもって、一歩踏み出す行動ができる（思考・判断・表現）
３ 様々な経営資源を生かし、新しい価値を創り、評価・改善できる（技能）
４ 会計やマネジメントに関する知識を持ち、それらを適切に活用できる（知識・理解）

起業創造科を卒業すると、何ができるようになるか
（学科の学びを通して育成すべき資質・能力）

◆１年次 ー基礎・基本ー
ビジネス基礎（２）、簿記（５）、情報処理（３）

◆２年次 －実践・応用ー
起業マネジメント（３）、財務会計Ⅰ（３）、
原価計算（３）

◆３年次 －深化・探究ー
起業マネジメント（３）、課題研究（３）、
ビジネス情報（２）、ビジネス実務（選択２）、
財務会計Ⅱ（選択２）、経済活動と法（選択２）

起業創造科で何を学ぶか

主体的・対話的で深い学びを通して、生きて働く知
識・技術を習得し、新しい時代にビジネスの視点か
ら貢献できる資質・能力を育成

◆京都伏見の商いリサーチ（１年次・ビジネス基礎及び簿記）

（２年次・財務会計Ⅰ及び起業マネジメント）

商店街が担う街づくりや株式会社の経営モデル、
ビジネスにおける簿記会計の必要性についての
実地調査を行い、リアルなビジネス環境を身近
に感じさせ理解を深める

◆起業マネジメント（２・３年次）
企業やＮＰＯ等と連携して、マネジメント等の
学習内容を踏まえ、ビジネスアイデアを提案する

◆課題研究（３年次）
少人数のグループで探究・研究を行い、
これまでの学びを深化させる

起業創造科でどのように学ぶか

◆住まう地域としっかりと向き合い、地域のために力を発揮したいと考えている
◆元気で明るいが、メリハリがない
◆コツコツと積み上げることが苦手で、集中力が持続しない

入学時の生徒の姿

（令和 ）年度

※2020年度入学生



学科ルーブリック【起業創造科】

・この評価表は、年度もしくはプロジェクトの開始時と終了時に、示し説明する。プロジェクト中に中間評価を行う場合なども、積極的に提示する。

・「学科目標」は、学科ルーブリックの「起業創造科を卒業すると、何ができるようになるか」と対応している。

到達度

評価の観点・項目
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

１

【関心・

意欲・

態度】

教科目標 学科目標 評価項目

ビジネスの諸活動

に関する諸課題に

ついて関心をも

ち、その改善・向

上を目指して主体

的に取り組もうと

するとともに、実

践的な態度を身に

付けている

地域の諸課題

に関心を持ち

「じぶんごと

化」「みんな

ごと化」でき

る

地域の諸課題を

「じぶんごと

化」できる

地域の諸課題に

気づいていない

地域の諸課題に

気づいている

地域の諸課題に

気づき、それを

解決することに

関心を持ってい

る

地域の諸課題に

関心を持ち、そ

の解決を目指し

て取り組もうと

する

地域の諸課題に

関心を持ち、そ

の解決を目指し

て具体的な企画

ができる

地域の諸課題を

ビジネスの視点

から「みんなご

と化」できる

地域の諸課題と

ビジネスの関わ

りに気づいてい

ない

地域の諸課題が

ビジネスの視点

から解決できる

ことに気づいて

いる

地域の諸課題を

ビジネスの視点

から解決するこ

とに関心を持っ

ている

レベル３に加

え、それを周囲

の人と共に取り

組もうとする

レベル４に加

え、それに多く

の人を巻き込む

仕掛けを考える

ことができる

２

【思考・

判断・

表現】

ビジネスの諸活動

に関する諸課題の

解決を目指して思

考を深め、基礎

的・基本的な知識

と技術を基に、ビ

ジネスの諸活動に

携わる者として適

切に判断し、表現

する創造的な能力

を身に付けている

起業家精神を

もって、一歩

踏み出す行動

ができる

起業家精神をも

つことができる

起業家精神をも

っていない

起業家精神をも

っている

起業家精神をも

ち、他者と物事

を進めることが

できる

起業家精神をも

ち、他者に働き

かけ巻き込もう

としている

起業家精神をも

ち、ビジネスと

して一定の成果

を挙げることが

できる

一歩踏み出す行

動ができる

一歩踏み出す行

動ができない

一歩踏み出そう

と行動している

自らの創造力で

一歩踏み出そう

と挑戦している

自らの創造力で

一歩踏み出そう

と行動ができる

既存の枠組みに

とらわれず、一

歩踏み出す行動

ができる



学科ルーブリック【起業創造科】 

到達度 

評価の観点・項目 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

３ 

【技能】 

教科目標 学科目標 評価項目 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な技術を身に付

け、ビジネスの諸

活動を合理的に計

画し、その技術を

適切に活用してい

る 

様々な経営資

源を生かし、

新しい価値を

創り、評価・

改善できる 

様々な経営資源

を生かし、新し

い価値を創り出

すことができる 

様々な経営資源

を生かすことが

できず、新しい

価値を創り出す

ことができない 

様々な経営資源

を生かそうとし

ている 

様々な経営資源

を生かし、新し

い価値を創り出

そうとしている 

様々な経営資源

を生かし、新し

い価値を提案で

きる 

様々な経営資源

を生かし、巻き

込みながら新し

い価値を創り出

すことができる 

試行錯誤を繰り

返し、評価・改

善することがで

きる 

評価・改善をし

ようとしない 

他人からの助言

をもとに試行錯

誤しようとして

いる 

他人からの助言

をもとに試行錯

誤し、評価・改

善しようとして

いる 

他人からの助言

をもとに試行錯

誤し、評価・改

善し、具体的な

根拠をもとに提

案できる 

他人からの助言

をもとに試行錯

誤し、評価・改

善し、具体的な

根拠をもとに提

案し、価値を創

り出すことがで

きる 

４ 

【知識・ 

理解】 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な知識を身に付

け、ビジネスの意

義や役割を理解し

ている 

会計やマネジ

メントに関す

る知識を持

ち、それらを

適切に活用で

きる 

会計分野に関す

る知識を身に付

け、それらを適

切に活用できる 

会計分野に関す

る知識が身に付

いていない 

会計分野に関す

る知識を 5 割程

度身に付けてい

る 

会計分野に関す

る知識を７割程

度身に付けてい

る 

会計分野に関す

る知識を身に付

け、他の３分野

の知識が相互に

関連することを

理解している 

会計分野を軸

に、他の３分野

の知識を関連付

けて活用できる 

マネジメント分

野に関する知識

を身に付け、そ

れらを適切に活

用できる 

マネジメント分

野に関する知識

が身に付いてい

ない 

マネジメント分

野に関する知識

を５割程度身に

付けている 

マネジメント分

野に関する知識

を７割程度身に

付けている 

マネジメント分

野に関する知識

を身に付け、他

の３分野の知識

が相互に関連す

ることを理解し

ている 

マネジメント分

野を軸に、他の

３分野の知識を

関連付けて活用

できる 





学科グランドデザイン【企画科】

■学校経営目標「教育方針（人間像）」をもとに、企画科が目指すものと、そこに到達するための方法や内容を
示している。

■企画科に関わる全教職員、全生徒がこのグランドデザインを理解・共有する。
■年度・学期初めのオリエンテーションやホームルーム活動、プロジェクトごとのアンケートなど、様々な場面
で活用する。

■「企画科を卒業すると、何ができるようになるか」は、学科ルーブリック「学科目標」と一致している。

１ 広い教養と豊かな情操を持ち、確かな学力を備えた質実清楚な人間
２ 主体的、継続的に学ぶ意欲を持ち、深い専門性と新たな分野への適応力を備えた人間
３ 創造力と豊かな国際感覚を持ち、社会に貢献できる人間
４ 日本の伝統や文化を重んじるとともに、社会変動の激流の中でも生き抜く体力と知力を備えた人間
５ 正しい倫理観と正義感をあわせ持ち、深い他者理解の精神を備えた人間

京都すばる高校が目指す人間像

年度学校経営目標の１「教育方針」より

企画科のキャッチコピー：「企画力で京都と世界をつなぐ」

１ 世界の諸課題に関心を持ち「じぶんごと化」「みんなごと化」できる（関心・意欲・態度）
２ 異なる意見や価値観を尊重しながら「誰かのために」考え、行動できる（思考・判断・表現）
３ 「伝わる企画書」を作成し、説得力のある提案やプレゼンテーションができる（技能）
４ マーケティングやビジネス情報に関する知識を身に付け、それらを適切に活用できる（知識・理解）

企画科を卒業すると、何ができるようになるか
（学科の学びを通して育成すべき資質・能力）

◆１年次 ー基礎・基本ー
ビジネス基礎（２）、マーケティング（２）、
簿記（３）、情報処理（３）

◆２年次 －実践・応用ー
グローバルビジネス（２）、商品開発（２）、
メディアデザイン（２）、ビジネス情報（３）

◆３年次 －深化・探究ー
グローバルビジネス（２）、課題研究（４）、
ビジネス実務（２）、プログラミング（選択２）、
ビジネス経済（選択２）、経済活動と法（選択２）

企画科で何を学ぶか

主体的・対話的で深い学びを通して、生きて働く知
識・技術を習得し、新しい時代にビジネスの視点か
ら貢献できる資質・能力を育成

◆じぶんごと化プロジェクト（１年次・ビジネス基礎）
あえて「これまで縁遠かったもの」を題材に、
課題解決の企画を行う

◆みんなごと化プロジェクト（２年次・グローバルビジネス）
開発途上国の諸課題に関心を持ってもらい、ビジ
ネス視点の課題解決に巻き込むための企画を行う

◆商品開発（２年次）
企業と連携して商品を開発し、
販売学習「京都すばるデパート」で販売する

◆課題研究（３年次）
少人数のグループで探究・研究を行い、
これまでの学びを深化させる

企画科でどのように学ぶか

◆素直で明るく、コミュニケーション力が高い
◆語学力やプレゼンテーション力を伸ばしたいと考えている
◆数字に弱く、ビジネス計算や、グラフ・表・データの活用が苦手

入学時の生徒の姿

（令和 ）年度

※2020年度入学生



学科ルーブリック【企画科】

・この評価表の全部または一部を、学科内の全ての授業（専門教科）で活用する。普通教科においても、可能な限り活用する。

・この評価表は、年度もしくはプロジェクトの開始時と終了時に、必ず生徒へ示し説明する。プロジェクト中に中間評価を行う場合なども、積極的に提示する。

・「学科目標」は、学科ルーブリックの「企画科を卒業すると、何ができるようになるか」と対応している。

到達度

評価の観点・項目
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

１

【関心・

意欲・

態度】

教科目標 学科目標 評価項目

ビジネスの諸活動

に関する諸課題に

ついて関心をも

ち、その改善・向

上を目指して主体

的に取り組もうと

するとともに、実

践的な態度を身に

付けている

世界の諸課題

に関心を持ち

「じぶんごと

化」「みんな

ごと化」でき

る

世界の諸課題を

「じぶんごと

化」できる

世界の諸課題に

気づいていない

世界の諸課題に

気づいている

世界の諸課題に

気づき、それを

解決することに

関心を持ってい

る

世界の諸課題に

関心を持ち、そ

の解決を目指し

て取り組もうと

する

世界の諸課題に

関心を持ち、そ

の解決を目指し

て具体的な企画

ができる

世界の諸課題を

ビジネスの視点

から「みんなご

と化」できる

世界の諸課題と

ビジネスの関わ

りに気づいてい

ない

世界の諸課題が

ビジネスの視点

から解決できる

ことに気づいて

いる

世界の諸課題を

ビジネスの視点

から解決するこ

とに関心を持っ

ている

レベル３に加

え、それを周囲

の人と共に取り

組もうとする

レベル４に加

え、それに多く

の人を巻き込む

仕掛けを考える

ことができる

２

【思考・

判断・

表現】

ビジネスの諸活動

に関する諸課題の

解決を目指して思

考を深め、基礎

的・基本的な知識

と技術を基に、ビ

ジネスの諸活動に

携わる者として適

切に判断し、表現

する創造的な能力

を身に付けている

異なる意見や

価値観を尊重

しながら「誰

かのために」

考え、行動で

きる

異なる意見や価

値観を尊重しな

がら話し合い、

協働できる

沈黙や一方的な

意見の主張だけ

で、話し合いが

できない

話し合いはでき

ているが、異な

る意見や価値観

を尊重できない

異なる意見や価

値観を尊重しな

がら話し合いが

できる

レベル３に加

え、記録や要

約・説明が適切

にできる

レベル４に加

え、チームで方

向性を導き出し

たり、一定の成

果を挙げたりで

きる

「誰かのため

に」考え、それ

を表現したり行

動したりできる

自分本位の考

え・表現・行動

が多い

授業中など、一

定の環境で「誰

かのために」考

えることができ

る

「誰かのため

に」考え、それ

を文章で表現・

説明できる

授業内容をもと

に、「誰かのた

めに」考え、そ

れを文章や企画

書等で表現・説

明できる

授業内容をもと

に、常に「誰か

のために」考

え、それを行動

に移すことがで

きる



学科ルーブリック【企画科】 

到達度 

評価の観点・項目 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

３ 

【技能】 

教科目標 学科目標 評価項目 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な技術を身に付

け、ビジネスの諸

活動を合理的に計

画し、その技術を

適切に活用してい

る 

「伝わる企画

書」を作成

し、説得力の

ある提案やプ

レゼンテーシ

ョンができる 

授業内容を活用

し、「伝わる企

画書」やプレゼ

ンテーション資

料を作成できる 

企画書やプレゼ

ン資料が作れな

い 

フォーマットを

もとに企画書や

プレゼン資料が

作成できる 

フォーマットを

もとに授業内容

を活用した企画

書やプレゼン資

料を作成できる 

授業内容を活用

し、自分なりに

工夫を加えた企

画書やプレゼン

資料を作成でき

る 

授業内容を活用

し、相手目線の

デザインで、分

かりやすい企画

書やプレゼン資

料を作成できる 

授業内容を活用

し、説得力のあ

る提案や「伝わ

るプレゼンテー

ション」ができ

る 

プレゼンができ

ない（前に出ら

れない、話せな

い） 

原稿（台本）を

もとに、プレゼ

ンができる

原稿を見ずに、

プレゼンができ

る 

原稿を見ずに授

業内容を活用し

たプレゼンがで

きる 

原稿を見ずに授

業内容を活用し

たプレゼンがで

き、聴衆の心を

動かすことがで

きる 

４ 

【知識・ 

理解】 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な知識を身に付

け、ビジネスの意

義や役割を理解し

ている 

マーケティン

グやビジネス

情報に関する

知識を身に付

け、それらを

適切に活用で

きる 

マーケティング

分野に関する知

識を身に付け、

それらを適切に

活用できる 

マーケティング

分野に関する知

識が身に付いて

いない 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を 5 割

程度身に付けて

いる 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を７割

程度身に付けて

いる 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を身に

付け、他の３分

野の知識が相互

に関連すること

を理解している 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）を軸

に、他の３分野

の知識を関連付

けて活用できる 

ビジネス情報分

野に関する知識

を身に付け、そ

れらを適切に活

用できる 

ビジネス情報分

野に関する知識

が身に付いてい

ない 

ビジネス情報分

野に関する知識

を５割程度身に

付けている 

ビジネス情報分

野に関する知識

を７割程度身に

付けている 

ビジネス情報分

野に関する知識

を身に付け、他

の３分野の知識

が相互に関連す

ることを理解し

ている 

ビジネス情報分

野を軸に、他の

３分野の知識を

関連付けて活用

できる 





ウ 地域課題解決型授業の実施  

２年目の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」では、１年目の実施状況

を踏まえ、地域をフィールドとした連携授業を積極的に展開することを目指した。しか

し、新型コロナウイルス感染症により４月・５月は休校となった。また、インバウンドに

より多くの観光客で賑わっていた観光地から外国人観光客が消滅した。６月の学校再開後

も時差登校やフィールドワーク等の制限など学習環境や地域の外部環境が激変する。その

ような中でも、コンソーシアム体制の協力により１年目以上に多くの連携授業を実施する

ことができた。 

 

【起業創造科】 

・１年・２年 『“かっこいい大人”から学ぶ講演会』 

・２年 『京都の中小企業リサーチ（商いリサーチ２）』 

・２年 『創造実習SEASON２（向島賑わいづくりプロジェクト）』 

・２年 『創造実習SEASON２（企業内起業プロジェクト）』 

 

【企画科】 

・１年 『じぶんごと化プロジェクト』 

・２年 『じぶんごと化プロジェクトⅡ』 

・２年 『みんなごと化プロジェクト』 

・２年 『商品開発』 

・３年 『伏見稲荷地域の外国人再誘致に向けて』 

・３年 『地元企業の取材による新聞作成』 

・３年 『すばる式 ビジネスマナー講座』 

・３年 『すばる式 脳トレ問題集 発刊』 

・３年 『いつか台湾でも！向島の野菜で商品開発』 

・３年 『御朱印×和菓子で、地域を元気に』 

 

【会計科】 

・３年 『シニア（高齢者）の日帰り旅行企画』 

・３年 『起業家教育プログラム実践』 

・３年 『嵯峨嵐山を京都府の方へPR』 

・３年 『京都すばる×伏見稲荷 コロナ禍だからこそできること』 

・３年 『地域デザイン』 



① １・２年起業創造科『“かっこいい大人”から学ぶ講演会』 
【連 携 期 間】 令和３年２月 

【連 携 目 的】 今日、事業の経済性のみならず、社会問題の改善を図るために起業

する人たちが増えている。コロナ禍で、これまで通りが通用しない今

だからこそ、その感覚に違和感を持ったり、豊かな創造力が新たな価

値を生んだりする可能性を知る。そして、社会的視野を広げ、課題解

決のため創造的な思考や行動ができる起業家精神を養う機会とする。 

 

【科   目】 「ビジネス基礎」（２単位） 

学校設定科目「起業マネジメント」（３単位） 

【授 業 内 容】 ○講演及びミニダイアログ 

 自分らしい働き方や地域とのつながりを知り、価値創造のプロセス

を考えさせる。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日時及び講師： 

 令和３年２月３日（水）５・６限 ２年２組 

  株式会社ForNeighbors 代表取締役社長 三輪 功祐 様 

 令和３年２月８日（月）５・６限 ２年１組 

  株式会社マザーハウス 京都三条寺町店  店舗統括責任者 兼古 詩織 様 

 令和３年２月10日（水）３・４限 ２年３組 

  京都信用金庫 京信人材バンク 

   共同代表 矢野 凌祐 様 新田 廉 様 

 令和３年２月18日（木）３限   １年１組 

  秘密基地こむこむBAR 炭竈 昌人 様 

 令和３年２月18日（木）６限   １年２組 

  移動する竹村商店 竹村 知紘 様 

 令和３年２月19日（金）１限   １年３組 

  株式会社taliki CCO 一般社団法人Impact Hub Kyoto マネージャー 

  U35-KYOTOプロジェクトマネージャー 原田 岳 様 

【成   果】 ○予測困難な時代の中で、「将来こんなことしたい」ということは、

自分自身の原体験にもつながっていること、つまり、自分らしく働

くために「自己理解」の大切さを知る機会となった。 

また、これからの様々な選択を「正解」にできるように「今」の大

切さを考え、一歩踏み出す機会となった。 

○３学期ということで、じぶんの未来を考える機会には良い時期であ

った。 

○講演とダイアログを組み合わせることで、一方通行にならないもの

にできた。 

 

 



＜２年生の声＞ 

○選択した後の方が大切で、後からその選択を正解にすることができ

るという言葉にとても納得できた。 

○まず“自分が”こうなりたいのではなくて“社会”をこうしたいと

いう信念を持たれていたので、そこが普通の人と違うなと思った。 

○企業内起業をすることは、難しいこと、自分にはできないという考

えがあったが、自分の意志を貫き通すことが起業につながっている

と思った。 

＜１年生の声＞ 

○人生で起こる様々な失敗から本質を学び、何が必要かなどを考える

大切さを学んだ。 

○「私の考えるかっこいい大人はこの人だな」と思った。しっかりと

した目的があり、人々のために働けるところがすごいと思った。 

○人とのつながりやコミュニケーションをとることは、新しい発見や

考えができるな良いことがたくさんあることに気づいた。 

【課   題】 ○アクティブな講演時の聴き方や質疑応答時の対話の広げ方を工夫す

る事前学習を丁寧に行いたい。 

○クラス別に講師の方が異なることから、他クラス間の共有の仕方を

考えたい。 

【次年度に向けて】 ○今回の出会いを、それぞれの学年で探究活動やキャリアにつながる

アプローチをしていきたい。 

（２年１組） （２年２組） 

（２年３組） （１年１組） 

（１年２組） （１年３組） 

 



② ２年起業創造科『京都の中小企業リサーチ（商いリサーチ２）』 
【連 携 期 間】 令和２年11月２日（月）・４日（水）・18日（水） 

【連 携 目 的】 〇製造業（他業種も含む）のビジネスについて知る。 

〇企業と地域との関わりを知る。 

〇企業の意義や役割、課題を知る。 

【科   目】 学校設定科目「起業マネジメント」（３単位） 

【授 業 内 容】 〇経営者の方へのインタビュー 

〇社屋・施設見学 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年11月２日・４日・18日 

○目 的：実際のビジネスを経営者から直接知る 

○講師または外部連携先： 

株式会社レ・コネクション、株式会社プロミネンス、 

株式会社サン食品、株式会社山海木工 

岩本印刷株式会社、株式会社常盤、有限会社鹿間工業 

株式会社マキノデンキ、株式会社システムクリエイト 

【成   果】 〇経営者から中小企業ならではの経営について詳しく聞くことができ

た。 

〇経営者に直接質問することで、質問力を向上させることができた。 

〇中小企業が地域にどう貢献しているかを知ることができた。 

〇経営者から本校を含め高校生へ期待することを聞くことができ、高

校生活の過ごし方や進路に向けて様々な気づきを持つことができ

た。 

【課   題】 〇訪問企業様の決定に時間がかかり、生徒に十分企業研究を行う時間

が持てなかった。 

〇商いリサーチのまとめが文章で個々に振り返らせるにとどまった。 

〇ご協力いただいた企業様へ取組の成果を報告する機会が持てなかっ

た。 

【次年度に向けて】 〇今年度はコロナ禍により、生徒の訪問が中々見通せない状況ではあ

ったが、次年度はもう少し企業様との調整を早めに行いたい。 

〇インタビュー報告から、まとめを個々に行うだけでなく、来年度は

経営者にインタビューした内容を新聞にするなど、まとめ学習の充

実を図りたい。また、その新聞を企業様にお渡しするなど、ご協力

いただいた企業様にフィードバックできる仕組みにし、継続的に本

校の「商いリサーチ」にご協力をいただける体制を作りたい。 

〇訪問する企業様の立地が交通機関のアクセスの良い所ばかりではな

く、駅から離れた場所もあった。今年度はタクシーを利用すること

ができたが、次年度以降、生徒の移動手段も検討課題である。 

 



  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ ２年起業創造科『創造実習SEASON２（向島賑わいづくりプロジェクト）』 
【連 携 期 間】 令和２年７月～11月 

【連 携 目 的】  起業創造科の学びのフィールドは教室だけではなく、ソトに飛び出

し、地域の企業や地域社会で活躍されている方と未来について考える

取り組みを行ってきた。１年次には、伏見大手筋商店街における商い

リサーチや地域金融機関でのダイアログ等を経験している。その中

で、創造実習（SEASON２）において、地域の未来を創るのは“じぶん”
であることを理解し、起業家精神を伸ばさせるとともに、チームでの

実習を通してマネジメント力向上の機会とする。 

 

【科   目】 学校設定科目「起業マネジメント」（３単位） 

【授 業 内 容】 「京都の未来のために起業創造せよ」 

 ～向島駅前賑わいづくり及びニトリ等と商店会をつなぐ～ 

○事前学習（ミッション理解） 

 ・賑わいとは？ ・公共空間の利活用 ・街づくりと小売業 

 ・地域経済分析システム（RESASについて） ・90秒プレゼン 

○キックオフ講義 ○フィールドワーク 

○ショートピッチ（中間報告プレゼン） 

○ブラッシュアップ ○ファイナルピッチ（最終報告プレゼン） 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 

 

○日時及び講師： 
・キックオフ講義 
 令和２年７月20日（月）５・６限 ２年１組 
  株式会社地域計画建築研究所（アルパック） 戸田 幸典 様 
  株式会社中嶋農園 中嶋 直己 様 
 令和２年７月22日（水）５・６限 ２年２組 
  株式会社地域計画建築研究所（アルパック） 戸田 幸典 様 
  株式会社健幸プラス 代表取締役 大濱 育恵 様 
・フィールドワーク 
 令和２年９月28日（月）５・６限 ２年１組＠向島駅前周辺 
 令和２年９月30日（水）５・６限 ２年２組 
 令和２年10月１日（木）５限 ＠向島ニュータウン商店会フィールドワーク 
・ショートピッチ（中間報告プレゼン） 
 令和２年10月19日（月）５・６限 ２年１組 
 令和２年10月28日（水）５・６限 ２年２組 
  地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 
・ファイナルピッチ（最終報告プレゼン） 
 令和２年11月11日（水）５・６限 ２年２組 
 令和２年11月16日（月）５・６限 ２年１組 
  キックオフ講義における外部講師ほか地元の方 

【成果と課題】 

 

 

○本プロジェクトで育成する力として、 
 １ 当事者意識 ２協働力 ３探究力 ４論理的思考力の４項目に

ついて調査をした。 
○回答は、次の「」内の５つから選択する形式で行った。 
○３つに分け集計した。 
・肯定的回答：「そう思う」「どちかといえばそう思う」 
・中間的回答：「どちらともいえない」 
・否定的回答：「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」 



㡯┠ ࡣい ちࡽとࡶい࠼ない いい࠼ 

 㸯ᙜ事⪅ព㆑ 44.4㸣 48.1㸣 7.4㸣 

㸰༠ാຊ 70.4㸣 20.4㸣 9.3㸣 

㸱᥈究ຊ 53.7㸣 44.4㸣 1.9㸣 

㸲ㄽ理ⓗᛮ⪃ຊ 31.5㸣 59.3㸣 9.3㸣 

㸺⪃ᐹ㸼 
࣭༠ാຊにࡘいてࠊ「ࡣい」71.2ࡀ㸣と᭱ࡶ高い合を♧しࠊチー࣒

࡛༠ാするࡇとをព㆑しなࡽࡀᐇ࡛ࡓࡁのࡣ大ࡁなᡂᯝ࡛あるࠋ 
୍࣭᪉࡛ࠊㄽ理ⓗᛮ⪃ຊの「ࡣい」30.8ࡀ㸣と༙ᩘをษࡗておࡾᚋ

の課㢟とࡶい࠼るࠋ 
࣭ᙜ事⪅ព㆑ࡸ᥈究ຊにࡘいてࡽࡉࠊࡶにఙばせࡓと⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 
㸺⏕ᚐグ㏙ᘧࡾ㏉ࡾ㸼 ୖ㸸㸰ᖺ㸯組 ୗ㸸㸰ᖺ㸰組 

 

 

࠙ḟᖺᗘにྥࡅてۑ ࠚフࢼルࢵࣆチ➼࡛ࠊල⌧化のྍ⬟ᛶにࡘいてࡶㅮᖌの᪉ࡽフ

ィードࢵࣂクをいࡔࡓいࠋࡓ᮶ᖺᗘࣅࡣジࢿス化を┠ᣦしࡓいࠋ 

 

  

 



④ ２年起業創造科『創造実習SEASON２（企業内起業プロジェクト）』 
【連 携 期 間】 令和２年７月～11月 

【連 携 目 的】  起業創造科の学びのフィールドは教室だけではなく、ソトに飛び出

し、地域の企業や地域社会で活躍されている方と未来について考える

取り組みを行ってきた。１年次には、伏見大手筋商店街における商い

リサーチや地域金融機関でのダイアログ等を経験している。その中

で、創造実習（SEASON２）において、地域の未来を創るのは“じぶん”
であることを理解し、起業家精神を伸ばさせるとともに、チームでの

実習を通してマネジメント力向上の機会とする。 

 

【科   目】 学校設定科目「起業マネジメント」（３単位） 

【授 業 内 容】 「京都の未来のために起業創造せよ」 

 ～輝く地域社会のために新規事業部門（社内起業）の設立～ 

○事前学習（ミッション理解） 

 ・企業内起業とは？ ・90秒プレゼン ・地域課題って何か？ 

○心構えワーク ○キックオフ講義  

○ショートピッチ（中間報告プレゼン） 

○ブラッシュアップ ○ファイナルピッチ（最終報告プレゼン） 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 

 

○日時及び講師： 
・心構えワーク 
 令和２年８月26日（水）３・４限 
  カリキュラム開発等専門家 行元 沙弥 様 
 ※キックオフ講義、ショートピッチ、ファイナルピッチにも出席いただく 
・地域課題って何？ 
 令和２年８月27日（木）７限 
  地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 
・キックオフ講義 
 令和２年９月９日（水）３・４限 
  西村証券株式会社 総務部 石川 岳司 様 
  株式会社イシダ 管理本部 総務人事部 人事課 吉川 董子 様 
・ショートピッチ（中間報告プレゼン） 
 令和２年９月30日（水）５・６限 
  株式会社メディケアリードジャパン 人事担当 横町 美沙 様 
  株式会社夢びと 代表 中田 俊 様 
  特定非営利活動法人グローカル人材開発センター 木下 京介 様 
・ファイナルピッチ（最終報告プレゼン） 
  西村証券株式会社 取締役社長 西村 永良 様 
  株式会社イシダ 管理本部 総務人事部 人事課 吉川 董子 様 

【成果と課題】 

 

 

○本プロジェクトで育成する力として、 
 １ 当事者意識 ２協働力 ３探究力 ４論理的思考力の４項目に

ついて調査をした。 
○回答は、「」内の５つから選択する形式で行い、３つに分け集計。 
・肯定的回答：「そう思う」「どちかといえばそう思う」 
・中間的回答：「どちらともいえない」 
・否定的回答：「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」 
 
 
 



㡯┠ ࡣい ちࡽとࡶい࠼ない いい࠼ 

 㸯ᙜ事⪅ព㆑ 65.6㸣 28.1㸣 6.3㸣 

㸰༠ാຊ 78.1㸣 15.6㸣 6.3㸣 

㸱᥈究ຊ 59.4㸣 31.3㸣 9.4㸣 

㸲ㄽ理ⓗᛮ⪃ຊ 46.9㸣 43.8㸣 9.4㸣 
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⑤ １年企画科『じぶんごと化プロジェクト』 
【連 携 期 間】 令和２年12月～令和３年２月 

【連 携 目 的】 ○自分とは縁遠い「ひとごと」になりがちな課題に当事者意識を持つ 

○これまでの学習内容をもとに、企画力を磨く 

【科   目】 「ビジネス基礎」（２単位）「マーケティング」（２単位）、 

「情報処理」（３単位） 

【授 業 内 容】 あしなが育英会が伏見区向島に建設予定の「京都志塾」（アフリカ

遺児が大学進学を目指し勉強する施設）を題材に、「コロナ禍でも

（だからこそ）できる、アフリカの学生と向島をつなぐ企画」を考

え、企画書作成とプレゼンテーションを行う。 

※授業で使用したワークシートは別添 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日時：令和３年１月18日（月）・２月22日（月） 

○目的：企画テーマの提示・企画提案（プレゼンテーション） 

○講師または外部連携先： 

・一般財団法人「あしなが育英会」事務局次長 花岡洋行様 

・同 京都事務所長 原子 壮太 様 

・同 職員 徳松 愛 様 

・同 職員 Vialey Lutaaya 様 

・同 職員 立岡 悠 様 

・あしなが奨学生 小笹 愛 様 

・京都市伏見区 地域力推進室 川本 一範 様 

・京都文教大学 杉本 星子 様 

・地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 

【成   果】 ○地域と世界の結びつきを考えるよい機会となった。 

○科目間連携（上記３科目）や地域との連携により、多くの大人が関

わることができた。 

○１年次の基礎的な学びを実践する場となった。 

○最終プレゼンテーションは、「リモート審査員」と「現地審査員」

によるハイブリッド型で開催した。コロナ禍でも（だからこそ）で

きる、今後につながる実施形態を確立できた。 

＜生徒の声＞ 

○企画科らしい実習ができてとても楽しかった。 

○ターゲットを細かく設定したり、企画内容と結び付けたりするのが

難しかった。 

○２年生になって、自分たちで企画を実現できるのが楽しみ。 

＜審査員の声＞ 

○斬新なものから実現可能性が高いものまで、様々なアイデアがあっ

てよかった。 



○地域（向島・アフリカ）の資源や課題についてよく調べていた。も

っとリサーチをすれば企画に説得力や現実味が出ると感じた。 

○質疑応答の時間を十分に取ったことで、企画に対する思い入れを知

ることができた。 

【課   題】 ○「じぶんごと」意識の維持 

 今回初めて向島やアフリカ各国のことを調べたという生徒も多かっ

た。この取り組みだけで終わることなく、次年度以降も関心を持た

せ続けられる仕掛けを考えたい。 

○「みんなごと」へ 

 協力して成果を出すことができたグループがあった一方、特定の生

徒の頑張りによってのみ支えられていたグループも見られた。周囲

を巻き込みながら協働できる力の育成が課題である。 

○実施時期の検討 

 １月から２月に集中して実施したが、京都府の緊急事態宣言期間と

ちょうど重なってしまい、様々な変更を余儀なくされた。９月頃か

ら始め、長期的に取り組む（時期を分散する）ことも検討する。 

【次年度に向けて】 あしなが育英会・京都市と連携しながら、企画の実践を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

                     （あしなが奨学生による講演会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（最終プレゼンテーションの様子） 

 

 

 



⑥ ２年企画科『じぶんごと化プロジェクトⅡ』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和２年11月 

【連 携 目 的】 ○前年度に実施した「じぶんごと化プロジェクト」の実践（具現化） 

○生徒実行委員の企画力の向上 

【科   目】 学校設定科目「グローバルビジネス」（２単位） 

企画科生徒実行委員（課外活動） 

【授 業 内 容】  企画科の２年生は、前年度にあしなが育英会や京都市と連携して

「じぶんごと化プロジェクト」を実施した。（詳細は今年度１年生の

同プロジェクト報告を参照） 

 今年度は生徒実行委員（有志による課外活動）がプロジェクトの最

優秀企画を引き継ぎ、秋の「向島まつり」で実践する予定だったが、

年度当初の休校に続き、向島まつりも規模や開催形態を再検討するこ

とになり、企画内容の変更を余儀なくされた。 

 不安定な状況の中で、生徒実行委員はあしなが育英会職員（アフリ

カ出身者を含む）とリモート会議を重ね、企画を練り直した。新たな

企画は、「アフリカ人留学生とすばる生によるオンラインクイズ大

会」とした。 

 10月25日（日）、アフリカ各国の留学生（あしなが奨学生）３名が

来校し、本校生とリモート（別教室）でクイズ大会を行った。この様

子は向島まつりの会場にZoom中継され、地域の方々もお互いの国を紹

介するクイズを楽しんだ。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：10月25日（日）10:00～17:00 

 ほか、事前打ち合わせをリモートで数回実施 

○講師または外部連携先： 

・あしなが育英会 原子 壮太 様、花岡 洋行 様、徳松 愛 様、 

  ヴィアレ・ルターヤ 様 

・あしなが奨学生 アブドゥライ・ラティーフさん（ガーナ）、 

ナクブルワ・エディターさん（ウガンダ）、 

イベグワム・チゲメズさん（ナイジェリア） 

※サポート役として小笹 愛さんも参加 

・向島まつり実行委員会（地域）の方々 

【成   果】 ○１年次の企画を２年次に練り直して実践するという、年度をまたい

だ長期的な取り組みができたこと。 

○「コロナだから中止」ではなく、この状況だからこそできることを

柔軟に考え、実行できたこと。 

○当日、１年生の生徒実行委員も数人見学で参加したところ、アフリ

カの国々への関心が高まり、その後１年生で実施した「じぶんごと

化プロジェクト」に主体的に関わるようになったこと。 



＜生徒の声＞ 

○留学生の３人がとても明るく、日本語も上手で驚いた。母国の良い

ところをたくさん教えてくれたので、いつか必ず行きたい。 

○１年生のときから続けてきたプロジェクトだったので、すごく達成

感があった。当初の企画とはかなり違うものになったけど、変わっ

ていくことも含めて、楽しめた。 

＜連携先（あしなが育英会）の声＞ 

○まつりの会場（中継場所）がとても盛り上がっていた。向島の地域

住民の認知度も上がり、新しいつながりが生まれるきっかけになっ

た。これからも一緒に様々な取り組みを進めたい。 

【課   題】 ○リモート（オンライン）イベントの環境整備 

 PCや通信（Wi-Fi）、カメラやマイクなど、オンラインイベントな

らではのハード面に加え、それを扱える人材（教員または外部スタッ

フ）の育成・確保というソフト面の環境整備が急務である。せっかく

良い内容であっても、画面が見にくかったり音声が途切れたりしては

魅力が半減する。慣れれば難しいことではないし、今後の外部連携は

リモートとリアルのハイブリッド型になることは必至なので、ソフ

ト・ハード両面の環境整備を急ぎたい。 

【次年度に向けて】  １つ下の学年で実施した「じぶんごと化プロジェクト」も、今年度

ど同様に実践（具現化）に向けて動いていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦ ２年企画科『みんなごと化プロジェクト』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年１月 

【連 携 目 的】 「じぶんごと」になった社会課題について、周囲と協働しながら解

決に向けて行動できる力を育成する（＝「みんなごと化」） 

【科   目】 学校設定科目「グローバルビジネス」（３単位） 

【授 業 内 容】 開発途上国の社会課題を題材に、以下の３つの取り組みを行った。 

①「40億人のためのビジネスアイデアコンテスト」応募 

（主催：アイ・シー・ネット株式会社） 

②青年海外協力隊員による講演会の実施 

（協力：JICA関西・JOCA大阪） 

③「JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト」応募 

（主催：JICA） 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ①「40億人のためのビジネスアイデアコンテスト」 

○日 時：６月・９月・10月・11月（計４回、クラスにより日時は異

なる） 

○目 的：講義、ワークショップ、プレゼンテーション等 

○講師または外部連携先： 

アイ・シー・ネット株式会社 山中 裕太 様 

②青年海外協力隊員による講演会 

○日 時：９月７日（月）・８日（火）  

○目 的：途上国の社会課題と、その解決に向けた取り組みを知る  

○講師または外部連携先： 

中井 悠野 様（ガボン派遣・助産師） 

佐藤 省吾 様（ボツワナ派遣・コンピュータ技術） 

荒井 孝雄 様（ドミニカ共和国・コミュニティ開発） 

 

【成   果】 ①「40億人のためのビジネスアイデアコンテスト」 

 開発途上国の社会課題を解決するビジネスアイデアを考え、グルー

プで事業計画書を作成した。これにより、遠い途上国の課題を「じぶ

んごと」にし、グループ内やクラス内で「みんなごと」にしていっ

た。地域協働事業全体のアンケートで「じぶんごと」については約

80%が達成できたと回答したことからも、一定の成果をあげたといえ

る。また、実験的ながら、学科目標と関連させたルーブリックを使っ

て評価したことや、各生徒が自ら設定する「じぶんルーブリック」を

活用したことも、今後の評価方法を考える材料となった。 

２月にはコンテストの全国大会（オンライン）に出場し、途上国の

LGBTQ（性的少数者）を対象にした企画を提案した。 
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⑧ ２年企画科『商品開発』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年１月 

【連 携 目 的】  協力企業様の｢和菓子｣「パン」「クッキー｣の商品開発を行い、商

品企画～販売という一連の流れについて体験し、顧客満足を実現する

ことの重要性について理解するとともに、流通活動を行う能力と態度

を習得する。 

【科   目】 「商品開発」（３単位） 

【授 業 内 容】 

 

○商品の多様化について学ぶ 

○商品開発の意義と手順について学ぶ 

○商品企画について学ぶ 

○協力企業様によるキックオフ講演会（取扱商品についての講義） 

○企画書の作成 

○班ごとに考えた商品企画を協力企業様へ提案 

○協力企業様より製品化発表とその試作品の試食および意見交換 

○ネーミング、販売単価等の再検討（最終調整） 

○予約販売数量の集計 

○企画商品の販売 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○目 的：協力企業様の｢和菓子｣「パン」「クッキー｣の商品開発の 

話を開発の話を聞き、深く考えることで企画力の向上を目 

し、また、プレゼンテーションを行うことで、その大切さ 

や難しさ、達成感を体験しながら商品開発に必要な力の育 

成を目指す。 

○キックオフ講演会 

・令和２年６月22日（月）３限 ２年５組（山一パン総本店様） 

・令和２年７月13日（月）４限 ２年４組（京都きね箭様） 

・令和２年７月14日（火）４限 ２年６組（おーぷんせさみ様） 

○協力企業様へ企画商品のプレゼンテーション 

・令和２年11月６日（金）３・４限 ２年４組（おーぷんせさみ様） 

・令和２年11月９日（月）３・４限 ２年６組（京都きね箭様） 

・令和２年11月10日（火）３・４限 ２年５組（山一パン総本店様） 

○試作品会・意見交換会 

・令和２年12月３日（木）２限 ２年６組（おーぷんせさみ様） 

・令和２年12月４日（金）４限 ２年５組（山一パン総本店様） 

・令和２年12月７日（火）３限 ２年６組（京都きね箭様） 

○講師または外部連携先： 

・京都きね箭様（２年４組） 

・株式会社 山一パン総本店様（２年５組） 

・NPO法人プラッツ おーぷんせさみ様（２年６組） 



【成   果】 ○商品開発に関する知識と技術やその一連の流れについて体験し理解

できた。 

○アイデアの着想から商品化するまで、またその後の流通販売までの

大変さを体験し理解できた。また、自分たちが企画したものが実際

に商品という形あるものになり、それを販売することで達成感を得

ることができた。 

○グループ活動によるコミュニケーションの重要性が体験でき理解で

きた。 

【課   題】 ○今年度は、コロナ禍の影響で、商品企画の際、最近の人気の味や具

材などの市場調査が思うようにできず、開発商品について深く考え

させ、ターゲットや付加価値をもっと意識した企画商品を考えさせ

なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ ３年企画科『伏見稲荷地域の外国人再誘致に向けて』 
【連 携 期 間】 令和２年６月～令和２年10月 

【連 携 目 的】 ○コロナ禍での地域社会の課題を「じぶんごと化」「みんなごと化」

する 

○ビッグデータの分析・活用力をつける 

 

【科   目】 「課題研究」（地域産業研究）（４単位） 

【授 業 内 容】 ○経緯と背景 

京都の観光地や寺社仏閣では昨年初めまで、急増する外国人観光客

による「オーバーツーリズム」が大きな課題となっていた。ところが

新型コロナウイルスの感染拡大で状況は一変し、学校と同区内にある

伏見稲荷大社周辺地域が抱えていた諸問題も突然「解決」してしまっ

た。 

一方で、コロナが収束し数年後に外国人が戻ってくるまでに、どの

ような地域づくり・受入態勢づくりをしておくのか、新たな模索が始

まっている。本授業では、昨年度「伏見稲荷周辺地域の住みよいまち

づくり会議」に参加していたことから、数年後の外国人再誘致を見越

して新たにターゲットを設定し、企画を立案。伏見稲荷大社の行政管

轄である伏見区役所深草支所に提案した。 

 企画のブラッシュアップのため、昨年度使用したNTTドコモ「モバ

イル空間統計」のデータを再分析し、企画書に論拠として取り入れ

た。分析の際は、龍谷大学政策学部で統計学を専攻する大学生からア

ドバイスを得た。 

 企画提案後、同内容を「和歌山県データ利活用コンペティション」

に応募した。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年10月１日（木） 

○目 的：企画提案 

○講師または外部連携先： 

・伏見区役所深草支所 担当区長 

・同 担当副区長 

・同 地域力推進室 職員の方々 

 

○日 時：令和２年10月８日（木） 

○目 的：企画のブラッシュアップ、統計学の活用 

○講師または外部連携先： 

・龍谷大学 政策学部 伊藤 悠希 様 

・地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 

【成   果】 ○企画にエビデンスを持たせるための様々な手法を、統計学の見地か

ら学ぶことができた。 
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⑩ ３年企画科 『地元企業の取材による新聞作成』 
【連 携 期 間】 令和２年10月～令和２年11月 

【連 携 目 的】 働く先輩を取材し新聞を作成する（計４回） 

【科   目】 「課題研究」（ニュース研究）（４単位） 

【授 業 内 容】  授業の前半は各自新聞の記事を選択し、人前で発表する力、情報を

収集する力を養う。また、記事を要約し自分の意見をコメントする報

告書を作成する。新聞の文体、レイアウトの研究をしながら、ニュー

ス検定試験３級を受験し合格を目指す。 

 授業の後半では、前半で養った新聞に関する知識を生かし、自分達

で企業に取材に行き、働く先輩からインタビューし、記事を作成す

る。企業訪問するまでに模擬取材をし、質問の深掘りが出来るように

トレーニングを事前に行う。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：10月・11月の木曜日の計４回 

○目 的：新聞作成のための取材 

○講師または外部連携先： 

 ①黄桜株式会社 

 ②株式会社ユー・エム・アイ 

 ③伏見稲荷大社 

 ④NISSHA株式会社 

【成   果】  文章をまとめる力、取材内容の取捨選択する力、新聞レイアウトを

創意工夫できる力がついた。取材対象者の話をただ聞くだけではな

く、読者（企画科１・２年生）を意識した記事作りを考えながら制作

した。また自分達も働く先輩が高校生から現在に至るまで何を考えて

行動してきたかを通して、自分たちの今後についても考える機会が持

てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



⑪ ３年企画科『すばる式 ビジネスマナー講座』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和２年12月 

【連 携 目 的】  京都すばる高校で学んだ、ビジネスマナーを中学生に講師の立場で

伝えることで、様々な場面に対応する臨機応変力・コミュニケーショ

ン能力を育成し、自分の学んだことを人に役立ててもらえる形で発信

できる貢献発信力を育成することを目的とする。また、専門学科に学

ぶ高校生が直接中学生に指導することにより、両者にメリットが生じ

ることを目指し、中学高校間の良好な連携を深めることに役立てる。 

【科   目】 「課題研究」（中高連携研究）（４単位） 

【授 業 内 容】 企画科３年生「課題研究」で、中高連携研究講座を選択した生徒

が、中学３年生に対しビジネスマナー講座と高校入試面接練習バージ

ョン（50分）を実施している。主な内容は、アンケート報告・リスニ

ング３法・立礼３法・ホウレンソウ（報告･連絡･相談）で、高校生の

シミュレーションや中学生のお辞儀練習などを交えて構成している。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 日 時：令和２年10月 安祥寺中学校・桂中学校・田辺中学校 

令和２年11月 園部中学校・泉川中学校・培良中学校 

令和２年12月 宇治中学校 

【成   果】  生徒達は文言暗記・タブレット端末活用等で積極的に取り組み、教

えることにより自ら学び、人格面での大きな成長が見られた。自分達

が学んだ知識・技能を、他の人のために喜んでもらえる・役立てても

らえる形で発信できることにより、実社会で働く際に必要な社会人基

礎力の育成に一定の成果があったと考える。また、実施後の中学生の

アンケートも好評で、中学高校間の良好な連携が深められた。 

【課   題】  この講座で最も難しいのは、中学生の反応によって臨機応変に適切

な進行を考えながら進めることである。状況によって変わる中学生の

反応に対して、いかによりよい雰囲気でビジネスマナーの必要性を伝

えることができるかを全員が感じて、適切な行動がとれるレベルを目

指していきたい。 

【次年度に向けて】  今年度はコロナウィルス感染拡大防止対策もあり、ビジネスマナー

講座の実施回数も昨年度から半減した。ビジネスマナー講座は体育館

での一斉実施形式なので、安心安全対策を充分に考慮し、実施形態の

改良を図りつつ実施していきたい。 



 



⑫ ３年企画科『すばる式 脳トレ問題集 発刊』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和２年12月 

【連 携 目 的】  公益財団法人京都SKYセンター様と連携し、高齢者の方々に楽しく

学んでいただける「すばる式 脳トレ問題集」を企画・編集する。こ

の問題集を、コミュニケーションツールとして、幅広い年代の方々が

楽しみながら学び、こころと体の健康維持に役立てていただく。 

【科   目】 「課題研究」（中高連携研究）（４単位） 

【授 業 内 容】 ○２年前から取り組んでいた、脳トレ問題を作問・企画・編集する。 

○京都SKYセンター30周年記念で発刊された「すばる式 脳トレ問題

集」のお披露目を兼ねた交流会を行う。 

○広報活動も兼ねた、ラジオ出演を行う。 

○「すばる式 脳トレ問題集」の紹介動画を作成し、他校の取り組み

とともに、京都SKYセンターのWebページで発信する。 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 日 時：令和２年９月 脳トレ問題集：6,000部発刊、会員配布販売      

令和２年10月 京都SKYセンター会員様との交流会 

令和２年11月 KBSラジオ出演 

【成   果】  クイズ作成は、知識・出題方式・難易度の他に、解く人のことを考

える必要がある。ターゲットはシニアの方々なので、昭和の出来事や

人物などを問題にするため、インタビューやアンケートで知ることも

多くあったと思われる。「誰かのために、新しい価値を創造する」と

いう企画科のコンセプトのもと、２年前の企画科の先輩から３年間に

わたって受け継がれてきた内容が冊子になり、色々なシーンで楽しみ

ながら学ぶことに活用していただけるようになった。 

核家族化が進み３世代が同居することが少ない昨今、交流会ではシ

ニアの方々がお孫さんと接するように、楽しそうにクイズ問題に挑戦

されていた。シニアの方の色々な知識や体験談を聞けて、高校生にも

とても良い人生の勉強になった。 

【課   題】  今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止対策の関係で、１学期の

中学校へのビジネスマナー講座が中止となり、時間的な余裕があり作

業時間が確保できたが、次年度からは難しいと思われる。 

【次年度に向けて】 「すばる式 脳トレ問題集」発刊が新聞やネットニュースに取り上

げられ、全国から反響があった。社会貢献活動にもなっており、授業

のすき間時間を活用して可能な限り継続していきたい。 



 



⑬ ３年企画科『いつか台湾でも！向島の野菜で商品開発』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年２月 

【連 携 目 的】 〇地域産業を海外市場とつなぐ 

〇企画力の向上 

【科   目】 「課題研究」（地域産業研究）（４単位） 

【授 業 内 容】 〇向島産の野菜を使った商品を、台湾の商業高校生と共同で開発し、

現地で販売実習を行う 

８月：連携企業に企画への協力依頼 

９月～12月：台湾の高校生とオンラインで企画会議（月１回） 

１月：販売実習準備＜中止＞ 

２月：販売実習＜中止＞ 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時（オンライン会議） 

９月24日（木）14時～14時50分 

10月22日（木）14時～14時50分 

11月12日（木）14時～14時50分 

12月３日（木）14時～14時50分 ※いずれも日本時間 

○目 的：共同商品開発 

○講師または外部連携先： 

・台北市立士林高級商業職業學校（台湾 台北市） 

  国際貿易科 １～３年生 24名 

・株式会社中嶋農園（京都市伏見区） 

・手作りお菓子とパンの店 麦猫（宇治市） 

【成   果】 ○地域産業（農業）に対する関心が高まった。 

○企業との調整を生徒主体で行うことで、ビジネスマナーを身につけ

ることができた。 

○台湾の高校生との交流や外国語での企画書作成を通して、語学力や

国際感覚を磨いて視野を広げることができた。 

＜生徒の声＞ 

○士林の生徒が、日本の歌やアニメをとてもよく知っているのに驚い

た。それに対して自分たちは台湾のことをあまり知らなくて、事前

に調べておいたらよかったと思った。 

○今年度も台湾での販売実習ができなくてとても残念。でもオンライ

ンの企画会議など、自分たちにできることを考えて動けた。 

【課   題】 ○オンライン会議の環境整備 

 台湾との交流は４班に分けて行ったため、Wi-FiやPC、カメラ、ス

ピーカー、マイクなど、必要物品を４セット揃える必要があった

（教員用を含めると５セットが理想）が、必要数が確保できず、教

員の私物を持ち込んだり２班を統合したりしたことが多かった。 



○語学力の向上 

 単なる国際交流ではなく商品企画をさせるとなると、事前に入念な

準備をさせる必要があった。企画で使う英単語や表現については、

英語科の教員とも連携しながら準備させたい。 

【次年度に向けて】 ○まずはコロナが落ち着いて海外販売実習が可能になることを祈りた

い。そしてその日が来るまでに、地域の魅力を自分たちが熟知し、

それをどう海外にアピールできるかを考える機会をできるだけ多く

作りたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：オンライン会議の様子 

 右上：開発商品「にんじんケーキ」 

  ※ほかに「黒豆クッキー」 

  「かぼちゃフィナンシェ」 

  「さつまいもマフィン」も開発 

 下：生徒が作成した企画書。英語・ 

中国語・日本語で書かれている 



⑭ ３年企画科『御朱印×和菓子で、地域を元気に』 
【連 携 期 間】 令和２年６月～令和３年２月 

【連 携 目 的】 ○コロナ禍で売上が落ち込んだ地域産業を活性化する 

○これまでの学びの集大成として、企画力を磨く 

【科   目】 「課題研究」（地域産業研究）（４単位） 

【授 業 内 容】  コロナ禍で海外からの観光客がゼロとなり、伏見稲荷地域をはじめ

とする区内各地の状況は一変した。特に落ち込みが激しい地域産業お

よび地域資源（魅力）として、生徒が着目したのは和菓子店と寺社で

あった。神社とその近隣の和菓子店を組み合わせ、「神社に参拝して

御朱印をもらい、それを近くの和菓子店で提示すると、商品のサービ

スが受けられる」という仕組みを企画・実践した。 

６月：企画立案、企画書作成 

７月：神社と和菓子店の組み合わせを検討、協力依頼 

９月：御香宮神社と鼓月での実践が決定 

10月：関係各所との打ち合わせ、広報資料（ポスター等）制作 

12月～２月：企画実施 

３月：振り返り 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年９月17日（木）15時～16時 

○目 的：企画実践に向けた打ち合わせ 

○講師または外部連携先：株式会社鼓月 佐藤紫乃様 

 ほか、Zoomによる打ち合わせも随時実施 

○日 時：令和２年11月26日（木）15時～16時 

○目 的：企画実践に向けた打ち合わせ 

○講師または外部連携先：御香宮神社 

【成   果】 ○地域の経済・社会情勢を観察し、何が必要か、自分たちに何ができ

るかを考えて企画実践することができた。「じぶんごと化」「みん

なごと化」を体現できたプロジェクトであった。 

○プロジェクト全体を通じて、アドバイザーとして三木様（地域協働

学習実施支援員）に授業に入っていただいた。三木様からいただく

アドバイスはどれもリアルな地域の声であり、三木様の存在から生

徒は多くの気づきと学びを得ていた。 

＜生徒の声＞ 

○こんなに自分たちでやるとは思っていなかったが、企業の方や地域

の方とやり取りするうちに「絶対に実現させたい」と思うようにな

った。 

○世の中には、自分が知っているよりもいろんな仕事があると気づい

た。１・２年生で勉強してきたことが意外な場面で役立つことがあ

って、社会とつながっていたんだなと感じた。 



【課   題】 ○企画の実施が京都府の緊急事態宣言期間と重なってしまったことも

あり、企画を活用した一般客は５名に満たなかった。広報をするに

も緊急事態宣言下でどこまで「出歩くこと」を推奨するかががネッ

クとなり、積極的な策を打ち出すことができなかった。 

○刻々と変化するコロナの状況に合わせて、地域で求められるものも

変化し続けた。週１回の授業で状況に対応したり先を読んだりする

ことが難しかった。 

○２月末まで実施したため、生徒の卒業時期と重なり、十分な振り返

りやまとめができなかった。 

【次年度に向けて】 ○コロナ禍だからこそ、時事的な内容を課題研究で扱う意義や効果は

大きい。地域協働学習実施支援員の助けも借りながら、次年度も新

たな取り組みを行いたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     左上：鼓月での打ち合わせ 

                     右上：御香宮神社での打ち合わせ 

                     下 ：店頭掲示用ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑮ ３年会計科『シニア（高齢者）の日帰り旅行企画』 
【連 携 期 間】 令和２年６月～令和２年９月 

【連 携 目 的】  ２年次のファイナンスコースの学びの発展として、課題解決の提案

から企画の具現化までを目標に行う。新学科（起業創造科）の学びに

繋げるため「住みよい街づくり」に対する課題設定を行う。高齢者を

ターゲットに高齢者が健康に暮らせる生きがいとして「シニアグルー

プ日帰り旅行企画」を実施する。 

【科   目】 学校設定科目「ファイナンス」（３単位） 

【授 業 内 容】 〇「高齢者（シニア）の日帰りグループツアー企画」の提案 

〇高齢者を知る（生活習慣・趣味、趣向・特徴等） 

〇日帰り旅行について調べる（京都発着で行ける場所・高齢者に人気

の旅行先・一人旅ではないグループで楽しめる企画等） 

〇高齢者の軌跡を調べる（高齢者がどのような時代を歩んで来られたのか等） 

〇仮説を立てる（きっと高齢者の方はこんなグループ旅行に行きたい！） 

〇もう一度仮説に基づいて情報収集を行う・内容の検証 

〇企画書作成・個人のプレゼンテーション・内容をブラッシュアップ 

〇コンペ方式でプレゼンテーションを実施し、代表企画を決定 

〇連携先公益財団法人SKYセンター企画会議実施 

〇高齢者日帰りグループ旅行企画を上記センター情報誌１月号に掲載 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年９月28日（月）５・６限 

○目 的：個人企画を11名が、企画の具現化についてプレゼンテーシ

ョンを行い、クラス代表を決定する 

○講師または外部連携先：公益財団法人SKYセンター（６名） 

【成   果】 〇課題解決型授業の一連の学びの定着の位置づけとして取り組むこと

ができた。外部へ代表者が提案することでクラス全員の意識も高く

プレゼンテーションまで実施出来た。 

〇クラス代表上位４名の提案内容を具現化（今年度は情報誌１月号に

掲載）するところまで取り組むことができた。 

【課   題】 〇コロナ禍の中で、企画提案の検証として現地（旅行場所）へ行くこ

とがほとんどの生徒ができなかった。 

〇昨年度は企画案を具現化し旅行企画を実施したが、今年度は情報誌

への掲載にとどまった。 

【次年度に向けて】 〇旅行企画の現場へのフィールドワークおよび企画案の具現化をこの

コロナ禍の中でどのように実施するのかは大きな課題である。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑯ ３年会計科『起業家教育プログラム実践』 
【連 携 期 間】 令和２年10月～令和２年12月 

【連 携 目 的】  ３年ファイナンスコース卒業課題として、中小企業庁主催「起業家

教育プログラム」に参加し、起業家精神の育成を目的として実施す

る。プログラム内容は、地域を活性化させるビジネスプランの企画提

案を行い、単なるビジネスプランに終わらず「地域」「地域創生」を

テーマにしたビジネスプランを提案することで地域理解を深める。 

【科   目】 学校設定科目「ファイナンス」（３単位） 

【授 業 内 容】 〇「地域を活性化させるビジネスプラン（起業家教育プログラム）の

企画」の提案 

〇起業の意味、起業家を知る 

〇世の中の「こまりごと」ついて調べる 

（ビジネスの成功のカギ、世の中の「不」を探す、ビジネスの着眼等） 

〇グループでアイデア着眼・ターゲット設定・ビジネスモデルの作成

を行う 

〇中間プレゼンテーションを実施する（きっと地域にはこんな地域課

題があり、そしてその解決の方法はこれだ！） 

〇中間プレゼンの振り返りから、着眼深掘り・情報収集・提案内容の

検証を行う 

〇マーケティングリサーチ・競合調査・収支計画を行う 

〇企画書作成・スライド作成・プレゼン内容をブラッシュアップ 

〇最終プレゼンテーション実施 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 連携授業① 

○日 時：令和２年10月26日（月）５・６限 

○目 的：起業家とワークを行い各班が着眼しているアイデアに対し

て助言を得る 

○講師または外部連携先： 

・株式会社 N yura konko代表取締役 相川 香菜 様 

・株式会社 アン・サンテ 島田 淳子 様 

・合同会社 akari 中尾 麻里 様 

・株式会社 鈴りん探偵社 岩崎 美友紀 様、高見 啓一 様 

 

連携授業② 

○日 時：令和２年11月16日（月）５・６限 

○目 的：中間プレゼンテーションを行い、ビジネスプラン作成に向

けての助言を得る。 

○講師または外部連携先： 

地域協働学習実施支援員 三木 俊和 様 



連携授業③ 

○日 時：令和２年12月21日（月）５・６限 

○目 的：外部審査員の前で最終プレゼンテーションを行い、今まで

考えてきたビジネスプランを外部の第三者へ伝える。 

○審査員およびゲスト： 

・株式会社 N yura konko代表取締役 相川 香菜 様 

・合同会社 akari 中尾 麻里 様 

・株式会社 鈴りん探偵社 岩崎 美友紀 様、稲葉 涼夏 様 

・伏見いきいき市民活動センター長 三木 俊和 様 

・京都文教大学社会連携部フィールドリサーチオフィス  

課長 押領司 哲也 様、向井 幹昌 様 

・京都あおい税理士法人代表社員 新見 和也 様 

・京都府立大学名誉教授 一般財団法人地域公共人材開発機構 

専務理事 青山 公三 様 

・株式会社角川アスキー総合研究所起業家教育プログラムご担当者様 

・中小企業庁 ご担当者様 

【成   果】 〇今までの課題解決型授業で身につけた知識と経験を、今回の起業家

教育プログラムの中で活かすことができた。 

〇グループワークの中で、自分の役割を理解し、協働して活動するこ

とが２年次まで以上にできるようになった。 

〇多くの外部講師の先生方と関わることで社会的視野が広がると共に

多くの経験値を得ることができた。 

【課   題】 〇企画提案の検証としてターゲットの声の収集や実際の現地（商店街

等）へ行くことはほとんどの生徒ができなかった。 

【次年度に向けて】 〇企画提案の現場へのフィールドワークおよび企画案の具現化をこの

コロナ禍の中でどのように実施するのかは大きな課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑰ ３年会計科『嵯峨嵐山を京都府の方へＰＲ』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年１月 

【連 携 目 的】 協力先の方々の紹介、外国人観光客で賑わっていた嵐山が新型コロ

ナウイルスの影響でどのような状態になっているのか現状を知る。 

【科   目】 「課題研究」（グローカル連携研究）（３単位） 

【授 業 内 容】 コロナ禍で外国人観光客が激減し、通常の営業もできない状況の

中、日本の方に向けての魅力発信を高校生の視点で考えた。メディア

に取り上げられている有名なところだけではなく、高校生だからこそ

着目する魅力を発見する。また、従来からの観光名所にも高校生なら

ではの視点で深掘りし、課題解決に繋がるように取り組んだ。 

６月：Zoomで協議会の方々と交流 

６～７月：嵐山の観光名所調べ（一人につき、２箇所） 

７月：嵐山の観光名所プレゼンテーション（Zoomで協議会の方参加） 

９月：嵯峨嵐山でのフィールドワーク①（グループ） 

10月：フィールドワークの報告（グループ） 

11月：嵯峨嵐山でのフィールドワーク② 

12～１月：課題解決に向けた取り組み・発表 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年６月16日（火）５・６限 

     令和２年７月21日（火）５・６限 

○目 的：コロナ禍での現状を知り、課題を発見するとともに高校生

にできることを考え、地域を活性化させる。 

○講師または外部連携先：嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会 

【成   果】  現地でのフィールドワークを通して、コロナ禍で外国人観光客が激

減した状況やほとんどが日本の京都府外からの観光客だということを

知ることができた。その日本人観光客もコロナの状況でどうなるか分

からないということに着目し、京都府の若者（地元・地域）の方に訪

れてもらうことができないかを考えた。その結果、同じ年代の高校生

へのアンケート調査や嵐山のPR動画を作成した。 

【課   題】  コロナ禍ということもあり、観光客の方へのアンケート実施や観光

名所の深掘りができなかった。情報源を数回のフィールドワークで得

た内容やHPの情報などにとどまってしまい、地域の課題解決の糸口に

なるようなアイデアを出すことができなった。 

【次年度に向けて】  コロナの影響で今年できなかった取り組みを実施方法などを考え

て、次年度実施できたらと考えている。特には、現地で観光客向けに

アンケート調査や観光名所のコアな部分の調査を行う。これを高校生

がPRする嵐山として発信する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑱ ３年会計科『京都すばる×伏見稲荷 コロナ禍だからこそできること』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年１月 

【連 携 目 的】 連携先の方々の紹介、外国人観光客・参拝者でオーバーツーリズム

を起こしていた伏見稲荷大社周辺が新型コロナウイルスの影響でどの

ような状態に変化してしまったのか現状を知る。また、コロナ禍だか

らこそできることを探り、高校生が地域でどのような役割を担ってい

るか認識する。 

【科   目】 「課題研究」（グローカル連携研究）（３単位） 

【授 業 内 容】 コロナ禍で外国人観光客が激減し、通常の営業もできない状況の中

だからこそ、参拝者や観光客が戻ってきたときに以前のような課題が

出ないように何ができるのか考える。伏見区深草支所地域力推進室や

稲栄会会長様の御協力いただき、伏見稲荷へ向けての「がんばろう動

画」を撮影し、YouTubeにアップすることで、伏見稲荷のPRを行っ

た。また、日本人の参拝者や観光客が訪れる中で、タバコのポイ捨て

や路上喫煙が目に付くようになり、その対策に取り組んだ。 

６月：Zoomで関係先と交流 

（伏見稲荷商店街関係者、伏見区深草支所担当者、 

京都工学院高校３年生） 

７～８月：フィールドワークに向けての事前学習（グループ） 

     伏見稲荷がんばろう動画撮影（稲荷チャンネルにUP） 

９月：フィールドワーク①（グループ） 

10月：フィールドワークの報告（グループ） 

12月：フィールドワーク② 

11・12月：課題解決に向けた取組・発表 

１月：課題解決案および取組報告 

【外部講師またはフィールドワーク等の連携授業】 

 ○日 時：令和２年６月23日（火）５・６限 

     令和２年９月１日（火）５・６限 

     令和２年11月24日（火）５・６限 

     令和２年12月22日（火）５・６限 

○目 的：コロナ禍での現状を知り、課題を発見するとともに高校生

にできることを考え、地域を活性化させる。 

○講師または外部連携先：稲栄会会長 南 了仁 様（伏見稲荷商店街） 

伏見区深草支所地域力推進室 

【成   果】  一昨年までのオーバーツーリズムとは一変した状況を商店街の会長

様や関係機関の方から教えていただくことで、じぶんごと化する視点

を持つことができた。また、同じ地元の高校生（京都工学院）と交流

することで自分たちだけが問題意識を持っているのではないという現

状を知ることができた。さらに、フィールドワークを通して、教えて
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⑲ ３年会計科『地域デザイン』 
【連 携 期 間】 令和２年４月～令和３年１月 

【連 携 目 的】 この連携は第２期中長期的特色化推進事業と位置づけ、第１期より

一般社団法人京都知恵産業創造の森と連携し、次の５項目を主題とし

て授業を展開していく。 

①「高校生」という枠組みを活かした新時代への発想力を育成する。 

②社会生活で共生する力を育成する。 

③創業 100 年以上の地元企業に必要とされる人材を育成する。 

④企業や地域の方々と繋がることで郷土愛や課題解決力を育成する。 

⑤伝統継承と新しい産業を織りまぜた地域創生に寄与し、ビジネスプ

ランを提案する力を育成する。 

【科   目】 「課題研究」（地域デザイン研究）（３単位） 

【授 業 内 容】 連携授業① 

〇日 時：令和２年10月13日（火）５・６限 

〇場 所：株式会社川勝總本家 本店 

株式会社田中直染料店 京都本店 

〇内 容：・創業100年以上続く、地域に根ざした老舗企業の 

経営を学ぶ。 

     ・老舗企業の伝統産業体験実習 

連携授業② 

〇日 時：令和２年10月20日（火）５・６限 

〇場 所：京都経済センター 

〇内 容：生徒が主体で創業100年以上続く企業での事業継承と 

後継者問題を語らう会を司会、運営。 

・パネラー：株式会社川勝總本家専務取締役 川勝 隆義 様 

株式会社田中直染料店十代目 田中 崇輔 様 

・コーディネーター： 一般社団法人京都知恵産業創造の森  

企画総務部部長  梅垣 純 様 

連携授業③ 

〇日 程：令和２年11月10日（火）５・６限 

〇目 的：「ビジネスとしての伝統工芸産業の採算性及び次世代での 

可能性」を研究課題とし、生徒の「働かされる」から 

「働く」ことへの主体的に取り組む力と企業で活躍するた

めの論理的思考力を育むことを目的とする。 

〇内 容：京都市産業技術研究所 竹浪 祐介 様による講義 

『デザインガイダンス～「漆」と「人間工学」～』 

連携授業④ 

〇日 程：令和２年11月21日（土）10時～13時 

〇場 所：株式会社佐藤喜代松商店 



〇内 容：2021年で創業100年を迎える企業を見学 

「漆」の概要を知る 

連携授業⑤ 

〇日 程：令和２年11月24日（火）13時～16時 

〇場 所：地方独立行政法人  京都市産業技術研究所 

〇内 容：研究所の見学。「漆」だけでなく京都市が指定する伝統 

産業の作業状況や３Ｄプリンター等高額機器を見学 

連携授業⑥ 

〇日 程：令和２年12月１日（火）５・６限 

〇内 容：京都市産業技術研究所  竹浪祐介様による「漆」製品の 

実習指導 

連携授業⑦ 

〇日 程：令和２年12月15日（火）５・６限 

〇内 容：株式会社佐藤喜代松商店 佐藤貴彦様による「漆」 

製品の実習指導 

連携授業⑧ 

〇日 程：令和２年12月22日（火）５・６限 

〇場 所：京都経済センター 

〇内 容：「ビジネスとしての伝統工芸産業の採算性及び次世代 

での可能性」を語る 

☆パネラー：株式会社佐藤喜代松商店 代表取締役 

佐藤 貴彦 様 

      地方独立行政法人 京都市産業技術研究所 主席研究員

竹浪 祐介 様 

☆コーディネーター：一般社団法人 京都知恵産業創造の森  

企画総務部部長 梅垣 純 様 

第１部 13時45分～14時30分 生徒より取り組みの発表          

 第２部 14時45分～15時30分 ビジネスの採算性について提言 

連携授業⑨ 

〇日 時：令和２年11月17日（火）14時～15時 

〇場 所：社会福祉法人 京都社会福祉協会 城南児童館 

〇目 的：国税庁租税教育推進指定校として地域に貢献するプロジェ

クトの一環と位置づけ、地元企業や関係省庁、教育機関と

連携した活動を主体的に行うことを目的とする。 

〇内 容：『高校生が先生』小学生対象租税教室（出前授業） 

新型コロナウイルスの影響で特別定額給付金やふるさと 

納税制度の定着など「税」が身近にある今だからこそ、 

改めて「なぜ税が必要なのか」について、小学生にわかり 



やすく親近感をもった授業を本校の生徒が、手作り「税」

を主題にしたボードゲームを活用して 40 分の出前授業を

する。 

連携授業⑩ 

○日 時：令和３年１月12日（火）５・６限 

○目 的：伝統継承と新しい産業を織りまぜた地域創生に寄与し、 

ビジネスプランを提案する力を育成すると目的とする。 

〇内 容：Zoomによるビジネスプランの共同考察と提案 

・株式会社BoProject 営業企画部 木島亜紀様による「現状の北山

杉と林業について」の講義 

・株式会社BoProject 代表 香川直信様による新ビジネスプランの 

共同考察 

・各生徒による講義後の考察 

 ①講義を聴いての感想  

 ②北山杉を加工した「お箸」に漆を塗った感想  

 ③日常の生活で「お箸」を使った生活をしているか  

 ④その「漆を塗ったお箸」を売れるようにするためには、どうした

らよいか  

 ⑤「北山杉」ブランドを守るべきか  

 ⑥「木製品」のよさは？  

 ⑦高校生に「木製品」を広めるためには？  

 ⑧日本の林業を魅力化させるためにどうすべきか  

【成   果】 〇新学習指導要領に則した課題解決型授業のモデルタイプができた。 

〇課題解決型授業での成績評価規準を策定する足がかりができた。 

〇多数の地元企業と連携することで、生徒への出資や技術提供を 

受けることができた。 

〇グループワークの中で、自分にはない発想や環境、技術を知ること 

で自分の役割を理解し、協働して活動することができた。 

〇多くの地元企業と繋がりを深めたことで新規の求人を開拓すること 

ができた。 

○新型コロナウィルスの影響で新しい生活様式に伴った取り組みとし

て、また新学習指導要領に則した先行実施として位置づけ、７社の

企業や団体から出資を含めた連携や協力を締結するまでの一定の成

果をあげることができた 
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エ コンソーシアム会議の実施 

 ① コンソーシアム会議構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の事業を行う上で、高校と地域とを結び、地域課題などをリアルに生徒へ伝える

ためにコンソーシアム体制の充実とともに、学校とコンソーシアムが育てたい生徒像を設

定・共有することが大切である。そして、「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」の高

校側授業づくりと「誰と学ぶのか」「どのような環境で学ぶのか」の地域側環境づくりを

合わせたカリキュラム開発を行いたい。「地域社会が求めている人材育成」を外部の視点

で助言いただき、かつ本校の学校方針やビジネス教育について理解および協力していただ

いている方へ依頼した。 

上記一覧の通り令和２年度（２年次）コンソーシアム会議構成員が決定した。特に、

昨年度より始まった新学科設立に大きく関わっておられ、地域創生をビジネスの視点で研

究されている龍谷大学深尾昌峰教授に今年度も参画いただくことでビジネス教育と地域創

生を結びつけた地域協働事業が期待できる。そして、地域と関わる中で行政との連携が必

要不可欠であり、行政からの協力体制として、京都市伏見区役所地域力推進室川本一範企

画課長に今年度も参画いただけた。京都市伏見区役所とは昨年３月９日（月）に包括協定

を締結し、学校と行政が協働して地域人材を育成する体制ができた。 

 

氏名 機関名 役職

深尾　昌峰 龍谷大学 政策学部　教授（プロジェクトマネジメント）

三木　俊和 伏見いきいき市民活動センター センター長（地域協働活動ファシリテーター）

川本　一範 京都市伏見区役所 地域力推進室　企画課長（コミュニティ会議企画、運営）

押領司　哲也 京都文教大学 社会連携部フィールドリサーチオフィス課長（高大連携）

新見　和也 京都あおい税理士法人 代表社員（インターンシップ受け入れ、租税教室）

可児　卓馬 公益財団法人　京都地域創造基金 専務理事・事務局長（ＮＰＯ・資金調達コンサルタント）

米原　裕太郎 公益財団法人　京都市ユースサービス協会 総務担当ユースワーカー（社会貢献活動の調整、推進）

三橋　利彦 京都府立京都すばる高等学校 校長（学校全体としての組織体制整備）

村田　勝彦 京都府教育庁指導部高校教育課 課長(管理機関、本事業の総合調整)

小西　良尚 京都府教育庁指導部高校教育課 総括指導主事(管理機関、本事業の総合調整)

谷口　智史 京都府教育庁指導部高校教育課 指導主事(管理機関、本事業の総合調整)

貴島　良介 本校・副校長 総括補佐（研究内容）・渉外

北村　俊幸 本校・副校長 総括補佐（研究内容）・渉外

大槻　伊津子 本校・事務長 総括補佐（経費等）

樋口　海人 本校・事務主任 経費主担当

只川　徹 本校・主幹教諭 地域協働推進室

小寺　晶見 本校・教諭 商業科主任・全体調整担当・地域協働推進室

北川　博士 本校・教諭 地域協働推進室長

尾上　妥理 本校・教諭 教務部長・教育課程担当

難波　昌樹 本校・教諭 生徒指導部長・ボランティアクラブ担当

牧﨑　高徳 本校・教諭 進路指導部長・高大連携担当

久保　芳行 本校・教諭 専門教育部長・地域協働推進室・専門学科調整担当

新開　正規 本校・教諭 会計科学科長・総務部長・中学校広報担当

田中　利宏 本校・教諭 ビジネス探求科学科長

小川　建治 本校・教諭 企画科学科長・地域協働推進室

河野　翔太 本校・教諭 起業創造科学科長・地域協働推進室

井筒　学 本校・教諭 商業科・プロジェクトリーダー

橋井　正 本校・常勤講師 地域協働推進室補助業務・プロジェクト進行サポート



 ② 第１回コンソーシアム会議 

【日 時】 令和２年７月31日（水）15時～17時 

【出席者】 コンソーシアム会議構成員・研究推進委員会構成員 

【内 容】 ○令和元年度 事業報告 

○２年目研究開発内容（授業実施計画）について 

○コロナ禍での地域協働、地域社会の背景 

○新学科学校設定科目を活用した地域とつながる授業の実施 

○新学科生徒のロールモデル（学科の顔）づくり 

○事業評価における生徒アンケート結果の分析 

○構成員の方より 今後の事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 第２回コンソーシアム会議  

【日 時】 令和３年３月９日（火）15時30分～17時 

【出席者】 コンソーシアム会議構成員・研究推進委員会構成員 

【内 容】 ○令和２年度取り組み報告（成果と課題） 

○第２回運営指導委員会報告 

○次年度に向けて 

 

  



オ 運営指導委員会の実施 

 ① 運営指導委員会の構成員 

氏名 機関名 役職 

山本 ひとみ 京都市伏見区 区長（専門的見地からの指導、助言） 

榊田 隆之 京都信用金庫 理事長（専門的見地からの指導、助言） 

池田 武 

（委員長） 

京都府総合教育センター 教師力向上総括アドバイザー（専門的 

見地からの指導、助言） 

深尾 昌峰 龍谷大学 政策学部 教授（オブザーバー） 

  

② 第１回運営指導委員会 

【日 時】 令和２年12月７日（月）15時～17時まで 

【出席者】 運営指導委員・京都府教育委員会・校長・副校長・事務長・カリキュラム

開発等専門家・地域協働学習実施支援員・地域協働推進室担当者・学科長 

【内 容】 ○運営指導委員長（池田 武 様）の選出 

○令和元年度取り組み報告 

○地域協働学習実施支援員より事業報告 

○カリキュラム開発等専門家より事業報告 

○委員より事業実施に関する指導・助言 

○委員からの主な意見 

・高校生と地域で輝いている人、特に生徒に少しでも近い若手起業家など

たくさんの出会いの機会の創出が必要である。 

・地域で学ぶことによりたくさんの経験をして、その中での「失敗」から

の学びことが大切である。 

・じぶんごと化の次のステップとしてみんなごと化への仕掛けづくりと、

その評価をどのようにするのか？ 

・新学科がスタートしているので学科を代表するロールモデル生徒への働

きかけはどのように考えているのか？ 

・現在、京都信用金庫が求める人材像と京都すばるの学びの機会は合致し

ている。機会が合致しているので、鍛える時間をどうつくるか？ 

・伝える力は今の社会人でも苦手な分野である。この事業ではこの能力を

伸ばしてほしい。また、本事業についてももっと発信をすべきだ。 

 

 ③ 第２回運営指導委員会  

【日 時】 令和３年３月９日（火）14時～15時まで 

【出席者】 運営指導委員・京都府教育委員会・校長・副校長・事務長・カリキュラム

開発等専門家・地域協働学習実施支援員・地域協働推進室担当者・学科長 

【内 容】 ○本事業に対する指導・評価 

○次年度の事業に対する指導・助言 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

カ 地域協働学習実施支援員による地域とのコーディネートの役割 

 ① 地域協働学習実施支援員の設置（事業１年目設置） 

伏見地域で、地域課題を地域の住民の方と一緒になって解決されている京都市伏見

いきいき市民活動センター三木俊和センター長に依頼し事業初年度より参画いただい

ている。経験も豊富で地域からの信頼も厚く、教育現場での活動もされている三木様

に地域協働学習実施支援員として２年目も入っていただけた。また、同時にコンソー

シアム会議の構成員として、この高校と地域とをつなぎサポートする取り組みをコン

ソーシアム会議内で共有することや運営指導委員会での事業報告などの役割も担って

いただいている。 

 

 ② 地域協働学習実施支援員の役割 

  〇地域課題解決型授業の連携先支援など地域と高校をつなぐ 

  〇地域課題解決型授業における講演やファシリテーターとして授業の協力 

  〇地域課題解決型授業実施時の支援および授業後のサポート 

  〇連絡会議に参加し、地域協働推進室担当および各授業担当者との情報共有 

 

 ③ 地域協働学習実施支援員のコーディネート機能 

この事業の成果としてコンソーシアム体制の「地域協働学習実施支援員」によるコ

ーディネート機能の充実がある。初年度年間36回、今年度年間70回の地域協働連絡会

議を開催した。授業担当者と情報共有することで、地域とつながる授業においてテー

マに最適な地域や企業と連携ができたことは非常に大きな成果である。教員個人のつ

ながりでは難しい、地域と協働した連携が可能となった。今後、このような地域と協

働した取り組みをする学校では、この「地域協働学習実施支援員」の存在が必要不可

欠である。 

 

 

 

 

 

  

 

 



キ カリキュラム開発等専門家によるカリキュラム開発 

①カリキュラム開発等専門家構成員 

氏名 機関名 役職 

深尾 昌峰 龍谷大学 政策学部 教授 

（プロジェクトマネジメント） 

行元 沙弥 特定非営利活動法人 

グローカル人材開発センター 

代表理事 

（カリキュラム開発アドバイザー） 

 

②活動日程・活動内容 
【第１回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年７月１日（水）14時～17時 

【場所】 特定非営利活動法人グローカル人材開発センター 

【内容】 学校設定科目を活用した地域協働カリキュラム開発について・起業創

造科「起業マネジメント」を活用した授業のゴールイメージの共有 

 
【第２回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年７月28日（火）14時～17時 

【場所】 特定非営利活動法人グローカル人材開発センター 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」を活用した具体的カリキュラム内容

について 

 
【第３回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年８月17日（月）14時～17時 

【場所】 特定非営利活動法人グローカル人材開発センター 

【内容】 外部企業と連携した「企業内起業」実習の実施について 

 
【第４回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年８月26日（水）９時30分～13時30分 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」授業実施（チームビルディング） 

 
【第５回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年９月９日（水）９時30分～13時30分 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」授業（連携企業外部講師） 

 
【第６回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年９月30日（水）９時30分～13時30分 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」授業（ショートピッチ外部講師） 

 
 



【第７回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年11月12日（水）14時～17時 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」最終発表について 

 
【第８回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年11月25日（水）９時30分～13時30分 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 起業創造科「起業マネジメント」企業内起業最終発表実施（連携企業

外部講師） 

 
【第９回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和２年12月７日（水）15時～17時 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 運営指導委員会にてカリキュラム開発実施経過報告 

 
【第 10 回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和３年２月25日(水)15時～17時 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 今年度振り返りと次年度カリキュラム開発計画 

 
【第 11 回カリキュラム開発等専門家会議】 
【日時】 令和３年３月９日（水）14時～15時 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 運営指導委員会にてカリキュラム開発実施報告 

 

 ２年目の体制として本事業におけるコンソーシアム体制のカリキュラム開発等専門家に

よるカリキュラム策定体制の充実がある。特定非営利活動法人グローカル人材開発センタ

ー代表理事の行元様にカリキュラム開発アドバイザーとして参画し、学校設定科目等のカ

リキュラムの策定支援や実施体制の構築を行っていただいている。地域課題発見解決型授

業の企業連携の企画・実施支援の体制ができつつある。今後、「社会に開かれた教育課程

の実現」には教員の内部の視点以外に「外部の専門家」としての視点が必要不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ク 地域公共政策士資格養成に向けての取り組み 

地域公共政策士とは、「地域公共人材」の能力を保証する地域資格のことであり、社

会的課題を産官学民の連携のもとに解決するため、協働型社会にふさわしいアプローチで

地域の公共的活動や政策形成の主導及びコーディネートができる人材育成を目指している。

龍谷大学地域協働総合センターが代表校（2012年度文部科学省「大学間連携共同教育推進

事業」に採択された「地域資格制度による組織的な大学地域連携の構築と教育の現代化」

の事業を京都府下の大学と連携している）であり、京都の９大学で地域公共政策士に必要

な単位取得が可能である。この資格の創設大学である龍谷大学が今年度「学まち連携大学」

促進事業採択大学の認定を受けた。事業内容は「伏見をフィールドにした地域連携教育プ

ログラムの展開－まちぐるみキャンパス（学び合いのコミュニティ）の深化－」であり、

この事業の項目の１つに高校生版地域公共政策士の資格（単位の先取り）入っている。本

校と龍谷大学と機構と３者で仕組みを作る体制が整った。 

 

① 活動日程・活動内容 

【第１回検討会議】 

【日時】 令和２年８月６日（木） 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 学まち連携大学」促進事業採択、事業内容について・高校生版地域公共政策

士について 

  
【第２回検討会議（第１回「学まち連携大学」促進事業会議）】 
【日時】 令和２年９月３日（水） 

【場所】 京都すばる高校（オンライン） 

【内容】 地域公共政策士にかかわる「伏見をフィールドにした地域連携教育プログラ

ムの展開」について・高校生版地域公共政策士の認定基準作成について 

 

【第３回検討会議】 
【日時】 令和２年10月14日（水） 

【場所】 地域公共人材開発機構会議室 

【内容】 高校におけるPBL型授業の内容と認定基準について・本校PBL型授業の内容に

ついて 

 

【第４回検討会議（第２回「学まち連携大学」促進事業会議）】 
【日時】 令和２年10月22日（木） 

【場所】 京都すばる高校（オンライン） 

【内容】 伏見をフィールドにした地域連携教育プログラムの作成について① 

 

【第５回検討会議（第３回「学まち連携大学」促進事業会議）】 
【日時】 令和２年12月３日（木） 

【場所】 京都すばる高校（オンライン） 

【内容】 伏見をフィールドにした地域連携教育プログラムの作成について② 



【第６回検討会議】 
【日時】 令和２年12月21日（月） 

【場所】 京都すばる高校３年３組会計科「ファイナンス」授業・会議室 

【内容】 学校視察（高校レベルと資格認定の基準について）・３年３組「ファイナン

ス」授業見学 

 

【第７回検討会議開催】 
【日時】 令和３年３月12日（金） 

【場所】 地域公共人材開発機構会議室 

【内容】 学校視察を踏まえ認定基準作り 

 
【第８回検討会議開催】 
【日時】 令和３年３月16日（火） 

【場所】 京都すばる高校 

【内容】 地域公共政策士高校生版認定基準作り 

 
 ② 次年度に向けて 

学校設定科目「起業マネジメント」「グローバルビジネス」の内容及び資格認定科目

としての許可申請については継続して検討を進めていく。また、高校生版地域公共政策

士の具体的な内容についても同様である。機構側から学校視察に 12 月 21 日（月）に来

校いただき３年生の授業を見学された。授業内容や生徒到達レベルは、高校生認定基準

であるレベル４であるとの評価をいただいた。今後はさらに大学の資格認定プログラム

との融合を検討していく。 
 
 

 

 

 



（５）目標の進捗度、成果、評価と次年度以降の課題 

ア 高校魅力化評価システムの活用 

  高校魅力化評価システムとは、三菱UFJリサーチ＆コンサルティングが主催する「学

校、地域における生徒の教育環境」の見える化、そして「生徒の成長」の見える化を

支援し、授業・指導の改善や、地域との協働のあり方の検討に役立てていくための評

価ツールである。 

【実 施 日】 令和２年６月８日（月）～６月12日（金） 

【対象生徒】 ２年起業創造科および企画科６クラス 

【主  催】 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 

【内  容】 高校や地域の学習環境に関するアンケート75項目（４段階選択） 

【結  果】 指標は「あてはまる・どちらかといえばあてはまる 」の肯定的回答をした割合 

  

 ① 生徒の学習活動（明示的なカリキュラム） 

生徒の学習活動においては、協働性に関わる学習活動80.9％、探究性に関わる学習活

動79.2％、社会性に関わる学習活動82.2％と学習活動に関する意識は高い結果となった。

特に社会性に関わる学習活動が昨年度45.7％から大きく向上した。１年次の授業の中で地

域と関わる機会が繰り返し有り、その結果生徒の意識も向上したと考えられる。反対に、

主体性に関わる学習活動51.8％と昨年度より向上しているがこれからの大きな課題である。

地域とつながる授業のなかで地域社会への理解を深めるとともに、主体的姿勢を身につけ

させたい。 
    

項目 ２年目 １年目 
主体性に関わる学習活動 51.8% 43.7% 

1 自主的に調べものや取材を行う 57.4% 50.7% 
2 学校外のいろいろな人に話を聞きに行く 46.2% 36.6% 
協調性に関わる学習活動 80.9% 70.2% 

1 グループで協力しながら学習や調べものを行う 88.8% 82.0% 
2 活動、学習内容について生徒同士で話し合う 90.4% 82.0% 
3 活動、学習内容について大人（教員や地域の大人）と話し合う 63.5% 46.8% 
探究性に関わる学習活動 79.2% 66.1% 

1 自分の考えを文章や図表にまとめる 75.1% 56.6% 
2 話し合った内容をまとめる 85.8% 79.5% 
3 活動、学習のまとめを発表する 82.7% 68.3% 
4 生徒同士で活動、学習の振り返りを行う 73.1% 60.0% 
社会性に関わる学習活動 82.2% 45.7% 

1 地域の魅力や資源について考える 79.7% 53.2% 
2 地域の課題や解決方法について考える 86.8% 49.8% 
3 日本や世界の課題の解決方法について考える 80.2% 34.1% 

 

 



 ② 学習環境（学びの土壌：非明示的なカリキュラム） 

学習環境においては、主体性に関わる学習環境75.7％、協働性に関わる学習環境

81.3％、探究性に関わる学習環境81.9％、社会性に関わる学習環境77.7％と４項目とも昨

年度より向上し学びの土壌が整いつつあることから、これからの「探究的な学習活動」に

より生徒の成長に大いに期待できる。特に、「挑戦する人に対して、応援する雰囲気があ

る」92.9％、「自分が何かに挑戦しようと思ったとき、周りの人が手を差し伸べてくれる」

88.8％、「周りの大人は、じっくりと話を聞き、考える手助けをしてくれる」85.8％など

高い結果となっている。反面、「地域に、尊敬している・憧れている大人がいる」47.7％

と昨年同様低い結果である。昨年度の結果（48.8％）を踏まえて地域で頑張っている人を

招いての連携授業を繰り返し実施したが生徒評価の改善にはいたらなかった。その要因の

一つに、連携授業で出会う方を地域外の出会いと考え、住んでいる地域のみで回答してい

る可能性がある。今後も授業の中で、繰り返し出会える機会を用意するとともに「地域」

の概念を広げていきたい。 

    
項目 ２年目 １年目 

主体性に関わる学習環境（挑戦の連鎖を生む「安心・安全の土壌」） 75.7% 71.1% 
1 失敗してもよいという安全・安心な雰囲気がある 78.7% 72.7% 
2 挑戦する人に対して、応援する雰囲気がある 92.9% 90.7% 
3 目標や当事者意識を持って挑戦している人がいる 83.8% 75.6% 
4 地域に、尊敬している・憧れている大人がいる 47.7% 48.8% 
5 人の挑戦に関わらせてもらえる機会がある 62.4% 51.7% 

6 自分が何かに挑戦しようと思ったとき、周りは手を差し伸べて
くれる 88.8% 86.8% 

協働性に関わる学習環境（協働を生む「多様性の土壌」） 81.3% 72.8% 
1 人と違うことが尊重される雰囲気がある 80.2% 74.1% 
2 ありのままの自分が尊重される雰囲気がある 79.7% 76.6% 
3 自分と異なる立場や役割を持つ人との関わりがある 90.4% 74.6% 
4 立場や役割を超えて協働する機会がある 75.1% 65.9% 
探究性に関わる学習環境（問う・問われる「対話の土壌」） 81.9% 76.1% 

1 本音を気兼ねなく発言できる雰囲気がある 80.7% 79.5% 
2 将来のことや実現したいことを話し合える大人がいる 85.8% 76.1% 

3 周りの大人は、じっくりと話を聞き、考える手助けをしてくれ
る 85.8% 81.5% 

4 お互いに問いかけあう機会がある 75.1% 67.3% 
社会性に関わる学習環境（地域や社会に「開かれた土壌」） 77.7% 63.3% 

1 地域から大切にされている雰囲気を感じる 82.7% 77.1% 

2 興味を持ったことに対してすぐに橋渡しをしてくれる大人がい
る 77.7% 62.4% 

3 地域の人や課題などにじかに触れる機会がある 75.6% 60.0% 
4 自分の暮らす地域を、外からの視点で考える機会がある 74.6% 53.7% 

 

 



③ 生徒の自己認識（資質・能力の主眼的認識） 

生徒の自己認識においては、協働性に関わる自己認識76.1％、特に相手の意見を丁寧

に聞くことができる対話力91.9％、自分とは異なる意見や価値を尊重することができる受

容力91.4％と昨年度に引き続き高い結果となっている。しかし、主体性に関わる自己認識

63.1％、探究性に関わる自己認識57.8％、社会性に関わる自己認識61.4％と昨年度より向

上なしているが、まだまだ改善していく必要がある。自己能力認識を高めるため、各授業

で事前の目標設定や事後の振り返りを大切にすることが今まで以上に大切となる。 

    
項目 ２年目 １年目 

主体性に関わる自己認識 63.1% 54.3% 
  【自己肯定感・自己有用感】 53.8% 50.7% 

1 自分にはよいところがあると思う 69.5% 66.3% 
2 私は、自分自身に満足している 38.1% 35.1% 

  【課題設定力】 67.5% 53.2% 
1 現状分析し、目的や課題を明らかにすることができる 67.5% 53.2% 

  【行動力】 56.9% 47.3% 
1 目標を設定し、確実に行動することができる 56.3% 45.4% 
2 自分で計画を立てて活動することができる 57.4% 49.3% 

  【粘り強さ】 74.4% 66.1% 
1 うまくいくか分からないことにも意欲的に取り組む 75.6% 73.7% 
2 忍耐強く物事に取り組むことができる 73.6% 58.5% 
協働性に関わる自己認識 76.1% 72.1% 
  【受容力】 91.4% 86.3% 

1 自分とは異なる意見や価値を尊重することができる 91.4% 86.3% 
  【対話力】 91.9% 91.2% 

1 相手の意見を丁寧に聞くことができる 91.9% 91.2% 
  【表現力】 54.6% 49.8% 

1 自分の考えをはっきり相手に伝えることができる 61.4% 56.6% 
2 友達の前で自分の意見を発表することは得意だ 47.7% 42.9% 

  【共創力】 66.5% 61.0% 
1 共同作業だと、自分の力が発揮できる 66.5% 61.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 



    
項目 ２年目 １年目 

探究性に関わる自己認識 57.8% 50.5% 
  【学びの意欲】 68.2% 62.0% 

1 家や寮で、誰かに言われなくても自分から勉強する 59.9% 49.8% 
2 地域を対象とした PBL に熱心に取り組んでいる 64.5% 61.0% 
3 学習を通じて、自分がしたいことが増えている 80.2% 75.1% 

  【情報活用能力】 61.7% 52.2% 
1 情報を、勉強したことと関連づけて理解できる 73.1% 58.5% 
2 勉強したものを実際に応用してみる 50.3% 45.9% 

  【批判的思考力】 31.5% 20.0% 
1 複雑な問題を順序立てて考えることが得意だ 31.5% 20.0% 

  【省察力】 70.1％ 67.8% 
1 自分を客観的に理解することができる 70.1% 67.8% 
社会性に関わる自己認識 61.4% 53.2% 
  【地域貢献意識】 57.1% 49.4% 

1 国や地域の担い手として、政策決定に関わりたい 39.6% 25.4% 
2 地域をよりよくするため、地域の問題に関わりたい 62.4% 59.0% 
3 将来、自分の住んでいる地域に役に立ちたい 70.1% 63.9% 

  【社会参画意識】 63.1% 52.4% 
1 私が関わることで、社会状況が変えられると思う 47.7% 33.2% 
2 地域や社会での問題やできごとに関心がある 74.1% 65.9% 
3 18 歳選挙権を取得したら、選挙に行くと思う 67.5% 58.0% 

  【グローカル意識】 63.1% 52.2% 
1 地域の課題と世界での課題は関連していると思う 79.7% 56.1% 
2 将来、見知らぬ土地でチャレンジしてみたい 62.2% 62.4% 
3 将来、自分のいま住んでいる地域で働きたいと思う 47.2% 38.0% 

  【持続可能意識】 61.9% 58.8% 
1 地域文化や暮らしを、自らの手で未来に伝えたい 56.9% 46.3% 
2 自分の将来について明るい希望を持っている 67.0% 71.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 生徒の行動実績（資質・能力の発揮） 

生徒の行動実績においては、主体性に関わる行動60.2％、協働性に関わる行動67.5％、

探究性に関わる行動50.0％と昨年度より向上しているが、探究性に関わる行動50.0％など

自己認識にもとづいた実際の行動には繋がっていない。特に、探究的行動において、「な

ぜそうなるのか」と疑問を持って考えたり調べたりすることや、その根拠を自分で調べた

りすることは探究的学習を行う上で大切な要素になってくる。引き続き学校設定科目や課

題研究の時間を活用して行動に繋がる習慣づけをしていきたい。社会性に関わる行動が

38.6％と昨年度より下がったのは、コロナ禍で地域の行事やボランティア等が中止となっ

たことが要因であると考えられる。 
    

項目 ２年目 １年目 
主体性に関わる行動 60.2% 49.0% 

1 授業で分からないことを、自分から質問したり、分かる人
に聞いた 74.1% 67.3% 

2 授業で興味・関心を持った内容について、自主的に調べ物
を行った 46.2% 30.7% 

協働性に関わる行動 67.5% 60.7% 

1 自分の考えについて、様々な人に意見やアドバイスを求め
た 65.5% 58.5% 

2 友人などから、意見やアドバイスを求められた 69.5% 62.9% 
探究性に関わる行動 50.0% 37.8% 

1 授業で「なぜそうなるのか」と疑問を持って、考えたり調
べたりした 53.3% 37.1% 

2 公式やきまりを習う時、その根拠を自分で考えたり調べた
りした 46.7% 38.5% 

社会性に関わる行動 38.6% 42.6% 
1 いま住んでいる地域の行事に参加した 32.5% 40.0% 
2 地域社会などでボランティア活動に参加した 22.8% 22.0% 

3 先生、保護者以外の地域の大人と、なにげない会話を交わ
した 60.4% 65.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ キャリアノートによるアンケート集計結果の活用 

【調査日時】 第１回（入学時）：2019年４月  

第２回（１年終了時）：2020年６月※ 

※当初、第２回は2019年度３月実施予定だったが休校措置により延期） 

第３回（２年終了時）：2021年２月 

【対象生徒】 起業創造科２年生・企画科２年生 

（第１回207名、第２回200名、第３回195名） 

【内  容】 本プロジェクトで育成する力【当事者意識・論理的思考力・探究力・協

働力】を言い換えたものとして、主体性、実行力、発信力、傾聴力、地

域への関心・愛着心、「じぶんごと化」「みんなごと化」プロジェクト

について調査した。 

【結  果】 回答は「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」「どちらかと言えば

そう思わない」「そう思わない」の４つから選択する形式。前者２項目

を「はい」、後者２項目を「いいえ」として集計した。 

【入学時】 

（１年４月） 

学習面からの視点では、授業を聞く傾聴力（92.8％）が身につき、物事

を創造的にとらえることができる生徒（82.6％）が入学している事が分

かる。しかし、発信力 39.6％、自主性 54.6％、実行力 56.5％と低く、

今後の授業の中で身につけていくべき力が明確となった。自主活動から

の視点では、傾聴力 97.1％、創造力 91.3％と高く、学習面では低かっ

た自主性 80.2％、実行力 81.6％は高く、中学校時代自主活動に積極的

に関わり、その中で成長実感がある生徒であることがうかがえる。 

 

【１年終了時】 

（２年６月） 

第１回、第２回ともに、「はい」が最も高い割合を示したのは自主活動

における「傾聴力」であった。最も低いのは学習面の「発信力」であ

る。また、１年間で高い伸び率を示したのは学習面の「主体性」（＋

18.4％）、「実行力」（＋18.0％）、「発信力」（＋12.9％）、「地域

への関心（積極性）」（＋12.7％）であった。いっぽう、自主活動にお

ける「創造力」は減少している。（－8.3％） 

アンケートの結果から、１年間の授業によって、主体性や実行力、地域

への関心を高めていったことが分かる。今後は、もともと低いが伸び率

が高い「発信力」をさらに伸ばしながら、授業で培った創造力を自主活

動や日常生活にも応用できるよう工夫することが求められる。 

１年終了時アンケートで新たに追加した「８ じぶんごと化」の項目に

ついては、本事業のキーワード「みんなごと化」の基礎となるものであ

る。２年終了時に再度同じ質問をして変化を確認するとともに、「みん

なごと化」に関する質問も追加して変化を確認する。 

 

 

 

 



【２年終了時】  

（２年２月） 

３回のアンケート結果すべて「はい」が最も高い割合を示したのは

「傾聴力」である。（学習面 第１回 92.8％、第２回 96.0％、第３回

94.6％・自主活動 第１回 97.1％、第２回 97.0％、第３回 94.9％）、最

も低いのは学習面の「発信力」であり３回とも同じである。（第１回

39.6％、第２回 52.5％ 、第３回 53.3％）また、主体性（学習面）、課

題発見・解決力（学習面）、発信力（学習面）に関して２年間で着実に

伸びている。 

いっぽう、創造力（学習面）、実行力（学習面・自主活動）は減少し

ている。アンケートの結果から、傾聴力を持って入学した生徒たちが、

１年間の授業によって、主体性、課題発見・解決力、発信力を高めてい

ったことが分かる。今後は、もともと低い「発信力」をさらに伸ばしな

がら、授業で培った主体性を自主活動や日常生活にも応用できるよう工

夫することが求められる。 

 

＊数字（％）は「はい」と回答した割合 

項目 第３回 第２回 第１回 

1．主体性 : 指示を待つだけでなく、物事に進んで取り組むことができる。 

1 学習面 75.4％ 73.0％ 54.6％ 
２ 自主活動（部活動・委員会活動等） 81.5％ 84.8％ 80.2％ 

２．実行力 : 自ら目標を設定し、目標の達成のために行動することができた。 

１ 学習面 68.5％ 74.5％ 56.5％ 
２ 自主活動（部活動・委員会活動等） 79.0％ 81.0％ 81.6％ 

３．課題発見・解決力 : 課題を見つけて分析し、その原因を掘り下げて解決方法を考えるこ
とができた。 

１ 学習面 67.2％ 66.0％ 56.0％ 
２ 自主活動（部活動・委員会活動等） 75.9％ 80.0％ 77.3％ 

４．創造力 : 日常生活の中で、既存の商品やサービスについて新しい使い方や仕組みを考え
ることが楽しい。 

1 学習面 69.7％ 86.6％ 82.6％ 
2 自主活動（部活動・委員会活動等） 86.7％ 80.0％ 77.3％ 

５．発信力 : 自分の考えや意見をわかりやすく伝えることができた。 

1 学習面 53.3％ 52.5％ 39.6％ 
2 自主活動（部活動・委員会活動等） 67.2％ 57.0％ 56.0％ 

６．傾聴力 : 先生の話や友達の意見を最後まで聞くことができた。 

1 学習面 94.9％ 96.0％ 92.8％ 
2 自主活動（部活動・委員会活動等） 94.9％ 97.0％ 97.1％ 



 

 

項目 第３回 第２回 第１回 

７．地域への関心・愛着心 

１年間の商業の授業（入学時は「中学校の総合学
習」）で、自分が住んでいる地域の特徴について、
関心がわいた。 

85.6％ 87.0％ 84.4％ 

１年間の商業の授業（入学時は「中学校の総合学
習」）で、外部との連携授業等を通じて、地域につ
いての学びに積極的に取り組んだ。 

85.1％ 90.5％ 77.8％ 

8．「じぶんごと化」プロジェクト 

「じぶんごと化」プロジェクト：１年間の学習成果
として、時事問題や社会課題に対して、１年次に
比べ、興味・関心が持てるようになった。 

85.1％ 90.5％ 77.8％ 

その問題に関して、当事者意識を持って、自分のこ
ととして考えられるようになった。 

81.0％ 81.5％ ― 

さらにその問題に関して、クラスの仲間を巻き込ん
で情報共有や意見を出し合い、解決のためにチーム
で協働して行動できるようになった。 

66.7％ ― ― 
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５ 今回の学びの成果と課題（記述式） 

・今回の取り組みでは、チームで協働することでよりよいビジネスプランにできたと

思う。チームとして助け合いながら前に進めたシーンやお互いの意見がぶつかり合い

全くまとまらないシーンもあったけれどそのおかげで最高のプレゼンができた。 

・今までは、誰かの悩みやこまりごとをただ単に解決するための提案をするだけだっ

たけれども今回はターゲットを徹底的に考え、その人の利用シーンや本当にニーズが

あるのか、利用してもらいやすくするにはどうすれば良いのかまで考えた。その甲斐

あって全員が納得できるビジネスプランになった。改善としてはもっとターゲットの

立場たって考えたり、直接その人の話を聞いたりすることが必要だったと思う。 

考察：当事者意識・協働力・探究力ともに「はい」示した割合は 60％を超えた。特

に、協働力が最も高い 89％を示したのは３年間何度もグループワークを行うことで協

働することの大切さが身につきつつあると考えられる。半面、論理的思考力の「は

い」を示した割合が 50％台にとどまったのは今後の課題である。次年度以降の取り組

みの探究活動において３年間で身につけさせていきたい資質である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 新学科学校設定科目および課題研究活用による３年目の展開 

  次年度新学科完成年度として学校設定科目（３年次）および課題研究がスタートする。

特に課題研究は各学科９ゼミ展開を実施し、このゼミ形式の探究型授業を軸に「地域との

協働による高等学校教育改革推進事業」の３年目の特色ある取り組みを実施していきたい。 



科目・ 

コース 
起業マネジメント 

学

科 
起業創造科 

学

年 
２年 

単

位

数 

３単位 

科目の概要 

課題解決のため創造的な思考や行動ができる起業家精神を身に付け、３領域によるプロジェク

ト別学習やダイバーシティーを想定した課題解決型の学習で新たな価値を創造できる人材を

育成します。 

学習の目標 
地域社会のビジネスに関わる課題を見つけ、マネジメントの重要性を理解させるとともに、起

業家精神を持ち、地域産業の共通価値の創造を展開できる能力と態度を育てます。 

使用教材 
教科書：独自教材 
副教材：ENAGEED vol.２新しい仕事のつくりかた -社会に「感情」を生む力-（エナジード） 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 
○起業家精神分野-基礎 

・目標設定 

・日本の企業 

・社会を変える起業家 

・環境の変化 

（人口、SDGs、CSV） 

・地域経済分析システム 

 

○マネジメント分野Ⅰ 

・マネジメントとは 

・マネジメントの役割 

・ビジネスとマネジメント 

 

○非営利組織分野 

・NPO とは 

・NPO とボランティア 

 

 

○プロジェクト別学習Ⅰ 

・各プロジェクトの理解 

・課題を探る 

（フィールドワーク） 

・プラン作成 

 

 ①企業内起業領域 

・つながり 

・福祉、環境 

・お金 

 

 ②地域ビジネス領域 

 ・まちづくり 

 

 ③会計マネジメント領域 

 ・支える会計人 

 ・金融 

 

★プロジェクト別企業等連携 

○キャリアデザイン 

・ENAGEED 

・自己マネジメント 

 

★高大連携プログラム 

評価の観点 

・方法 
定期考査の他、毎時間の授業での取り組みなど、総合的に判断します。 

学習方法 

共通分野においては、講義→調査→対話→提案発表のサイクルで授業を進めます。 
プロジェクト別学習では、課題の調査→仮説→検証（小さな成功）を繰り返しホンモノにして

いきます。地域のステークホルダー等との連携授業もあるので主体的に取り組みましょう。 

留意事項 
地域には多くの課題が山積しています。日頃からその課題に対して関心を持ち、じぶんごとと

して捉え、授業に主体的に参加することを求めます。 

 



科目・ 

コース 
起業マネジメント 

学

科 
起業創造科 

学

年 
３年 

単

位

数 

３単位 

科目の概要 

課題解決のため創造的な思考や行動ができる起業家精神を身に付け、３領域によるプロジェク

ト別学習やダイバーシティーを想定した課題解決型の学習で新たな価値を創造できる人材を

育成します。 

学習の目標 
地域社会のビジネスに関わる課題を見つけ、マネジメントの重要性を理解させるとともに、起

業家精神を持ち、地域産業の共通価値の創造を展開できる能力と態度を育てます。 

使用教材 
教科書：独自教材 
副教材：ENAGEED vol.２新しい仕事のつくりかた -社会に「感情」を生む力-（エナジード） 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 

○起業家精神分野-応用 

・目標設定 

・ビジネスモデル 

・ビジネスフレームワーク 

・ファシリテーション 

 

○マネジメント分野Ⅱ 

・組織のマネジメント 

・経営資源のマネジメント 

 

 

 

 

○プロジェクト別学習Ⅱ 

・ビジネスの創造 

 

★プロジェクト別企業等連携 

 

○卒業課題「起業家精神」とは 

評価の観点 

・方法 
定期考査の他、毎時間の授業での取り組みなど、総合的に判断します。 

学習方法 
講義→調査→対話→提案発表のサイクルで授業を進めます。 
地域のステークホルダー等との連携授業もあるので主体的に取り組みましょう。 

留意事項 
地域には多くの課題が山積しています。日頃からその課題に対して関心を持ち、じぶんごとと

して捉え、授業に主体的に参加することを求めます。 

 



科目・ 

コース 
課題研究 

学

科 
起業創造科 

学

年 
３年 

単

位

数 

３単位 

科目の概要 学科の学びの集大成として、９つのゼミに分かれ、各分野の専門性を伸ばし探究する科目。 

学習の目標 

１．ソーシャルアントレゼミ：ソーシャルアントレプレナーについて探究する。 

２．ローカルキャリアゼミ：地域ビジネスや未来の働き方について探究する。 

３．ベンチャービジネスゼミ：ベンチャービジネスについて探究する。 

４．会計活用ゼミ：企業会計について探究する。 

５．みらい創造ゼミ：未来の起創生を生むためのプロモーションを探究する。 

６．小中連携ゼミ：小中学生にビジネス講座を行い、ビジネス教育について探究する。 

７．高大連携ゼミ：高校や大学と連携し、共同（協働）研究を行う。 

８．イノベーションゼミ：これまでの学びを生かし、じぶんのキャリアをデザインする。 

９．コンテストチャレンジゼミ：これまでの学びを生かし、様々なコンテストに応募する。 

使用教材 独自教材 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 
各ゼミ独自の探究活動 

（創造、研究、実践、企業・行

政・教育機関との連携、外部

講師招聘等） 

 

各ゼミ独自の探究活動 

（創造、研究、実践、企業・行

政・教育機関との連携、外部

講師招聘等） 

 

各ゼミ独自の探究活動 

まとめ（成果発表会） 

評価の観点 

・方法 

観点：「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」の観点別に 

評価する。 

方法：ルーブリック・探究活動の成果物・小テスト・提出物・グループ活動への貢献度等により 

評価する。 

学習方法 課題の発見から解決まで、生徒主体の学習活動を行う。 

留意事項 
生徒たち自身で創っていく授業である。 

「じぶんごと」「みんなごと」を常に心がけ、主体的・積極的に取り組むこと。 

 



科目・ 

コース 
グローバルビジネス 

学

科 
企画科 

学

年 
２年 

単

位

数 

２単位 

科目の概要 

観光学を土台に、京都の観光ビジネスについて考えるとともに、観光英語やグローバルビジ

ネスの事例を学ぶ。あわせて、開発途上国の課題をビジネスの視点から探究する企画実習を

行う。企画実習は、チームでの作業が中心となる。 

学習の目標 

・観光学や観光英語の基礎を身に付ける。 
・京都が持つ「資源」を観光ビジネスと関連づけて考えられるようになる。 
・京都に本社を置くグローバル企業について、その取り組み事例を学ぶ。 
・JICA（国際協力機構）等と連携し、途上国の人々や経済の現状を知り、「じぶんごと」にする。 
・チーム作業を通じて、協働して成果を出す力や、課題を「みんなごと」にする力をつける。 

使用教材 

教科書：観光学基礎（JTB総合研究所） 
副教材：ENAGEED vol.6 可能性を世界に広げる（エナジード） 

その他、観光英語に関する視聴覚教材を適宜使用する。 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 
・観光学の基礎① 
（観光産業の構成） 
 
・京都の観光ビジネス① 
 
・京都のグローバル企業① 
 
・観光英語① 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス① 
※JICAと連携 
 
★ENAGEED Lesson 1 

・観光学の基礎② 
（旅行業・宿泊業・交通運輸業） 
 
・京都の観光ビジネス② 
 
・京都のグローバル企業② 
 
・観光英語② 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス② 
※JICAと連携 
※「商品開発」等、他科目と連携 
 
★ENAGEED Lesson 2 

・観光学の基礎③ 
（様々な観光ビジネス） 
 
・観光英語③ 
 
・ポートフォリオ作成 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス③ 
※JICAと連携 
→次年度も継続 

評価の観点 

・方法 

観点：「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」の観点別に総合評

価する。 

方法：ルーブリック、定期考査、提出物、グループワークの相互評価 等 

学習方法 

新聞（特に経済面、国際面）を読んだり、ニュースを見たりするなど、社会の出来事、経済の動

きに関心を持つことにより、授業の内容がより深く理解できるようになる。また、学んだ内容を

日常生活や他の商業科目にも生かすこと。 

留意事項  

 



科目・ 

コース 
グローバルビジネス 

学

科 
企画科 

学

年 
３年 

単

位

数 

２単位 

科目の概要 

２年次「グローバルビジネス」から継続して、観光学を土台に、京都の観光ビジネスについ

て考えるとともに、観光英語やグローバルビジネスの事例を学ぶ。あわせて、開発途上国の

課題をビジネスの視点から探究する企画実習を行う。企画実習は、チームでの作業が中心と

なる。 

学習の目標 

・観光学や観光英語の基礎を身に付ける。 
・京都が持つ「資源」を観光ビジネスと関連づけて考えられるようになる。 
・京都に本社を置くグローバル企業について、その取り組み事例を学ぶ。 
・JICA（国際協力機構）等と連携し、途上国の人々や経済の現状を知り、「じぶんごと」にする。 
・チーム作業を通じて、協働して成果を出す力や、課題を「みんなごと」にする力をつける。 

使用教材 

教科書：観光学基礎（JTB総合研究所） 
副教材：ENAGEED vol.6 可能性を世界に広げる（エナジード） 

その他、観光英語に関する視聴覚教材を適宜使用する。 ※すべて２年次より継続 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 
・観光学の基礎④ 
（観光と情報、 
観光政策と観光行政） 

・京都の観光ビジネス③ 
・京都のグローバル企業③ 
・観光英語④ 
・ポートフォリオ作成 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス④ 
※JICAと連携 
 
★ENAGEED Lesson 3 

・観光学の基礎⑤ 
（観光マーケティング、 
これからの観光） 

・京都の観光ビジネス④ 
・京都のグローバル企業④ 
・観光英語⑤ 
・ポートフォリオ作成 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス⑤ 
※JICAと連携 
 
★ENAGEED Lesson 4 

・2年間のまとめ 
 
【企画実習】 
★京都と世界をつなぐビジネス⑥ 
※JICAと連携 
 

評価の観点 

・方法 

観点：「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」の観点別に総合評

価する。 

方法：ルーブリック、定期考査、提出物、グループワークの相互評価 等 

学習方法 

新聞（特に経済面、国際面）を読んだり、ニュースを見たりするなど、社会の出来事、経済の動

きに関心を持つことにより、授業の内容がより深く理解できるようになる。また、学んだ内容を

日常生活や他の商業科目にも生かすこと。 

留意事項  

 



科目・ 

コース 
課題研究 

学

科 
企画科 

学

年 
３年 

単

位

数 

４単位 

科目の概要 学科の学びの集大成として、９つのゼミに分かれ、各分野の専門性を伸ばし探究する科目。 

学習の目標 

１．グローバルビジネスゼミ：グローバルビジネスについて探究する。 

２．観光ビジネスゼミ：観光ビジネスについて探究する。 

３．商品開発ゼミ：商品開発の一連の流れについて探究する。 

４．スポーツ・健康ビジネスゼミ：スポーツビジネスについて探究する。 

５．動画プロモーションゼミ：プロモーションの手段としての動画コンテンツについて探究する。 

６．デザインゼミ：ビジネスに関わる様々なデザインを探究する。 

７．小中連携ゼミ：小中学生にビジネス講座を行い、ビジネス教育について探究する。 

８．高大連携ゼミ：高校や大学と連携し、共同（協働）研究を行う。 

９．コンテストチャレンジゼミ：これまでの学びを生かし、様々なコンテストに応募する。 

使用教材 独自教材 

内容・進度 

・形態 

１学期   ２学期      ３学期 
各ゼミ独自の探究活動 

（企画、研究、商品開発、企業・

行政・学校との連携、作品制

作、外部講師招聘等） 

各ゼミ独自の探究活動 

（企画、研究、商品開発、企業・

中学校・大学との連携、作品

制作、外部講師招聘等） 

各ゼミ独自の探究活動 

まとめ（成果発表会） 

評価の観点 

・方法 

観点：「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」の観点別に 

評価する。 

方法：ルーブリック・探究活動の成果物・小テスト・提出物・グループ活動への貢献度等により 

評価する。 

学習方法 課題の発見から解決まで、生徒主体の学習活動を行う。 

留意事項 
生徒たち自身で創っていく授業である。 

「じぶんごと」「みんなごと」を常に心がけ、主体的・積極的に取り組むこと。 

 



５ 地域協働応援団よりメッセージ 

 

（１）地域協働学習実施支援員 

学びを止めない京都すばる高校 地域連携への挑戦 

 

有限責任事業組合 まちとしごと総合研究所  

三木 俊和  

 

 

（２）コンソーシアム会議構成員の方々 

 

「京都すばる高校 みんなごと化プロジェクト」によせて 

京都あおい税理士法人 代表社員  

新見 和也  

 

「京都すばる高校 みんなごと化プロジェクト」によせて 

 

京都文教大学･短期大学  

社会連携部 フィールドリサーチオフィス課長  

押領司 哲也  

 



５ 地域協働応援団よりメッセージ 

（１）地域協働学習実施支援員 

学びを止めない京都すばる高校 地域連携への挑戦 

有限責任事業組合 まちとしごと総合研究所  

三木 俊和  

 

 平成31年度（令和元年度）から地域協働学習実施支援員として、高校と地域の連携の

サポートに協力をさせて頂き、2年目を迎えました。 

 当組織は京都の市民社会づくりに寄与してきた、NPO法人きょうとNPOセンターを前

身とし、地域づくり・仕事づくりをテーマに民間・市民による地域のためのシンクタンク

です。京都市伏見区においては、京都市が設置する「京都市伏見いきいき市民活動センタ

ー（以下伏見いきセン）」を運営し、豊かな地域社会づくりのための市民の活動拠点とな

っています。伏見いきセンは多くの地域の方にイベントや会議などの活動でご利用頂いて

いることはもとより、現在の活動についての悩みや課題を共に解決するための相談対応

や、協働で課題解決につなげる取り組みを行っています。特色としては地域課題と向き合

い解決のための知恵や行動をつなぐ、若者と地域相互の学びあいの循環を「コミュニテ

ィ・ラーニング」と捉え、コンセプトに据えています。一例として平成23年より龍谷大

学政策学部と連携協定を結び、地域の課題解決と人材育成を結びつけていくRyu-SEI 

GAP（龍谷大学政策学部 グローカル・アクション・プログラム）を展開し、プログラム

を運営しています。京都すばる高校の地域協働事業に、伏見いきセンも地域とのつなぎ手

として、また地域協働学習実施支援員として、関わらせていただき、高校生と地域による

コミュニティ・ラーニングを応援しています。 

 

 さて、今年度は新型コロナウィルスが、世界的に大きな影響を及ぼしています。飲食店

をはじめとした地域の産業にとって、突如「これまで」積み上げてきたやり方が通用しな

くなってしまうことから、転換を余儀なくされた方々も多くおられます。伏見のまちで

も、地域コミュニティではお祭りや行事の中止や延期、多くの方が集うイベントはこれま

でどおりの集まり方が難しく、活動に大きな影響がありました。市民活動団体にとっても

飲食を伴うイベントの開催には、かなり慎重にならざるを得ない状況もみられています。

これまで実施されていたやり方や、地域にとって大事な機会であった「集まる」というこ

とが制限される中で、イベントが開催できないこと以上の影響がみられます。 

 しかし、伏見のまちのみなさんはこのような危機に対して、「これまで」を見つめ直

し、「これから」の工夫をされています。BARを経営されていた方は、緊急事態宣言期

間中に、近隣の複数の飲食店がはじめたテイクアウト弁当を一箇所に集め、購入できる場

所を店舗の前にオープンさせ、話題となりました。オンライン会議ツールを活用し、集ま

れない中でもつながることを諦めない工夫をしている地域もあります。このように地域

は、コロナ禍をきっかけに危機を超えるため挑戦していく「しなやかさ」があるというこ

とも今回改めて感じています。 



  

 京都すばる高校も、これまで実施してきた地域協働の学習において転換が必要なプロジ

ェクトもありました。特にオーバーツーリズム問題が盛んに議論されていた伏見稲荷大社

周辺地域は状況が一変し、今年度生徒のみなさんは新たな地域の課題に取り組んでおられ

ます。商業を学ぶ生徒のみなさんにも、外部環境の変化で市場が一変してしまう状況が肌

で感じられたのではないかと思います。新たな課題や、新たな価値創造は厳しい状況であ

るがゆえにたくさん生まれています。地域のしなやかさにあわせて、生徒のみなさんも地

域から学び、地域も生徒のみなさんのアイデアや活力を新たな展開につなげていくような

連携を引き続き模索していきたいと思います。 

 

 地域協働学習実施支援員としては、今年度は週２回程度の先生との打ち合わせや、授業

のサポート、地域とのマッチングなどに伺わせて頂きました。地域との協働学習をさらに

発展させていくために3つの点を意識したいと思っています。 

 １つは、生徒のみなさんへ、地域の素敵な大人との出会いやマッチングをさらに進めて

いくことです。生徒のみなさんが外部講師の話を聞く機会は多々あると思います。先生の

授業の進捗やイメージをよくお聞きしながら、授業のゴールイメージにあわせて的確なマ

ッチングにつなげることで、生徒の皆さんの腑に落ちる感覚につなげたいと思います。 

２つ目に、機会の提供から、プロジェクトとしての質へつなげていくことへ寄与した

いと考えています。京都すばる高校は、それぞれの先生が意欲的にプロジェクトを授業で

展開されることから、多くの「機会」や「刺激」が提供されています。それらの刺激や機

会を受けてきた学年がいよいよ次年度は3年生となります。プロジェクト実践の機会がさ

らに増えていくカリキュラム体系の中で、生徒のみなさんが生み出す展開を、学びにつな

げることはもちろん、どうプロジェクトをホンモノ化していくのかということ。実践から

学ぶ循環のため、プロジェクトとしての質を高めることでさらに学びに貢献できればと思

っています。 

３つ目に、最終年度に向けて、高校を応援する地域の体制をさらに模索していきたい

と考えています。地域には、ワカモノを応援したい方々や組織が私達以外にもたくさんお

られます。今回生まれている協働学習の支援体制を、どう持続的なものにできるかを支援

員の立場からも引き続き模索していきたいと思います。 

 

 コロナ禍の中でも学びを止めないために、先生方も様々な工夫をされておられました。

コロナに対応することにとどまらず、次の学びへのステップへつなげていく京都すばる高

校をさらに応援していけるよう取り組みを進めていきたいと考えています。 

 



「京都すばる高校 みんなごと化プロジェクト」によせて 

京都あおい税理士法人 

代表社員 新見 和也 

実社会に「規範」はあるが、社会活動に「正解」はない。府立京都すばる高校の「地域と

の協働による高等学校教育改革推進事業」は、高等学校教育カリキュラムで身に付ける必須

の知識を実社会に活用を目指す優れた事業であると考える。 

 

「１年生の税連携、新しい税金の提案」は、財政概念（プライマリーバランス）を事例か

ら感じ取り、社会合意としての税制を考える良い事業である。 

この授業で私自身が驚いたのは、消費税の逆進性（所得が低い者には重税である）という

点を生徒達が班での話し合いの中で指摘し、かつ解決策としてコロナ禍でも議論にあった

給付付き税額控除ひいてはベーシックインカムに近い発想をも議論していたことである。 

単純な事例を用いての税金を考える授業の中で、生徒たちは本能的に「公平な社会」とは

という命題をもって徴収する側が考える「課税の公平性」と政府の役割としての「公平な社

会生活の実現」の両者を同時に考えながら「税」を考えていた。 

 私が期待した今までにない税目を応益説・応能説のどちらかに立脚した新税を考えると

いう単純なものではなく、社会全体とらまえて「財政の役割」という観点から税を考えると

いう期待以上の議論があったことには驚かされた。 

 

 また、「３年生の地域社会が抱える問題点を『みんなごと』として捉えたビジネスプラン」

は、生徒達の視点で京都市・伏見区が抱える地域社会の問題点を、地域振興策として解決す

るビジネスプラン作りを行う事業で、各班の発表は、本当に「おもしろい」ものであった。 

この事業の優れたところは、実社会である地域を観察する視点と、抱える問題解決方法を

創造性する能力を養うもので、高校生の視点で、ゼロから１を作りだす能力を磨く若い創造

性と、地域社会との同調性を同時に満たす「ビジネスプラン作り」というものである。 

地域社会が抱える問題点は、日本社会が抱える問題点の縮図である。その着眼点は、彼ら

が本能的に気付いた高齢者社会・過疎・地域間格差等々様々であるが、特筆すべきは問題点

の解決方法に「負と負を足してプラスにする」発想をビジネスとして解決するプラン作りを

行っていたことである。私が「おもしろい」と表現したのは、この発想であり、ビジネスと

して成り立つ可能性を感じさせるほど秀逸なものがあったことである。 

 

本事業の目的に「地域振興の核としての高等学校の機能強化を図る」がある。コロナ禍で

落ち込んだ地域経済の活性化に向けて、高校生の視点で解決を目指す京都すばる高校の本

事業への取り組みは、大いに期待している。 



（２）コンソーシアム会議構成員の方々 

「京都すばる高校 みんなごと化プロジェクト」によせて 

京都文教大学･短期大学 

社会連携部フィールドリサーチオフィス課長  

押領司 哲也 

１年以上に及ぶコロナ禍により、大学と学生、地域の関係は、新たな局面に入りつつある

と感じています。 

キャンパスが学生や地域の方々で溢れかえるという以前の日常は、2020 年度に限っては

1 日もなく、オンラインやオンデマンドの授業、オンラインでの会議や打ち合わせが日常に

なってきました。「ともいき（共生）フェスティバル」や「親子で楽しむ宇治茶の日スタン

プラリー」のように、参加者が数千人に及ぶ大規模イベントについては、中止にせざるを得

ませんでした。一方、貴校の生徒と本学の学生、京都中小企業家同友会伏見支部との「高･

大･産学連携」例会のように、数十人規模の取組であれば、感染予防を徹底することで実施

できた事例、学生の課外活動イベントも同様に実施したことはいくつかあります。 

授業については、秋学期以降に一部の科目で対面授業を再開しました。授業やフィールド

ワークでは、学外のゲスト講師にオンラインで講義、討論に参加いただく、京丹後の移住支

援団体やエフエム放送局を中継で繋ぐ、学生の実習報告会をリアルとオンラインで並行実

施し、役所の方々に視聴いただくなど、対面授業ではできなかった取組に挑戦してきました。

また、「地域インターンシップ」においても、オンラインでの事前訪問、PBL 型も含めたプ

ログラム実施など、受入先のみなさまにも柔軟に対応いただき、学生を受け入れていただい

ています。授業以外でも、学生が地元企業をオンラインで見学させていただき、その後、実

際にリアルで訪問する「オンライン企業見学会」や地元の中小企業と学生が交流する「オン

ライン地域交流会」、他大学の学生との交流会もオンラインで実施しました。 

このように、オンラインの利点を活かすことで、大学のキャンパスや教室と地域を繋ぐ手

段、選択肢が増え、授業内容の充実が図れるようになりました。また、時間的、空間的な負

担を軽減することで、地域の方（時には海外の方）にも大学や学生教育に関わっていただき

やすくなったように感じています。 

 

いよいよ、「京都すばる高校みんなごと化プロジェクト」も 3 年目を迎えます。3 年目は

新しい学科の完成年度、事業の仕上げの年であると同時に、事業期間終了後に自走していく

ための準備の 1 年にもなります。この 2 年間に培ってきた地域との関係性をどのように継

続し、持続を図っていくのか、これまでの地域との関係性の中で、あらたに組み合わせるこ

とができる「コト」や「モノ」、「新しい掛け算」の可能性はあるのか等、乗り越えていかな

ければならない課題はたくさんあると思います。それでも、新年度の 3 年生が、1 年生、2

年生の間に実施してきた地域における取組をブラッシュアップすること、実績をコツコツ



と１つずつ積み上げて地域との信用、信頼関係を築き続けること、オンラインの活用も含め、

少しでも多くの地域の方々に、この事業に関わっていただくことで、高校と地域の双方が育

っていく取組に繋がっていくのではないかと考えています。 

最後になりますが、地域づくりの考え方として「域内経済循環」「地域内再投資力」とい

う考え方があります。紙面の都合上、詳細は省きますが、この「域内経済循環」「地域内再

投資力」で「カネ」や「モノ」を循環させていくのは、結局のところ、「ヒト」です。この

「ヒト」の意識変革、行動変容が伴わない限り、域内の「カネ」や「モノ」は環流していか

ないのではないかと考えています。地域の高校、大学、地元企業が連携、協働して、「域内

ヒト循環」を促すことで、域内の「ヒト」が世代を超えて、域内の若者を育むことに繋がる

と思います。 

京都すばる高校の生徒のみなさんが、このプロジェクトを通じて、「じぶんごと」が「み

んなごと」であり、「みんなごと」も「じぶんごと」であることを体感し、自分が生活して

いる地域への関心、愛着に繋げ、地域との協働が育んだ「人財」として、世の中で活躍する

日がくることを楽しみにしています。 

 



６ 地域協働事業資料集 

① ２年 起業創造科「起業マネジメント」 

・向島駅前賑わいづくりプロジェクト 

・ニトリ等と商店会をつなぐプロジェクト 

・企業内起業プロジェクト 

 

② ２年 企画科「グローバルビジネス」 

 

③ ３年 会計科「起業家教育プログラム」 



 起業マネジメント０-① 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

１）創造実習ミッション準備！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1年次には、大手筋商店街で商いリ

サーチの実施や、地域の金融機関に訪問し、ダイアログを通して地域の未来を考えま

した。2 学期からは、地域を代表する企業と一緒になって未来を創造していきます。

みなさんの自由な発想で輝く地域の未来を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？（１組は講座展開となりますが、次回まで共通で行います） 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：「農（第一次産業）」を活用し持続可能な賑わいを創る 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

３）私が創る・地域の未来（地域の未来を創るのは誰だ！） 

 京都の未来、京都の輝く地域社会、そして私たちが住んでいる地域の未来を創るの

は？それは、どこかの偉い人（すごい偉人家）でも、大企業の社長でも、政治家でも

ありません。 

地域の未来を創るのは        です。 

（１）こんな地域社会には絶対にしたくない。（５つ） 

①                               

②                               

③                               

④                               

⑤                               

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

（２）等身大の地域こまりごと（５０cmの社会的課題） 

 高校生の私たち自身が、身近に感じる（実際に不便や不満、困った経験がある事）

地域課題を挙げましょう 

 等身大のこまりごと こまりごとを経験したシーン 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

（３）地域の大きなこまりごと（ニュースや新聞等で目にする社会的課題） 

 大きなこまりごと 身近でない理由 その課題を身近に（じぶ

んごと）にするには？ 

① 

 

 

 

  

② 

 

 

 

  

③ 

 

 

 

  

（６）上記６つのこまりごとの中から１つだけ解決できるとしたら？ 

どのこまりごとを解決しますか？ 

等身大のこまりごと 

大きなこまりごと （○をつけましょう） 
そのこまりごとを選んだ理由 

 

 

 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～向島駅前賑わいづくりプロジェクト～ 



 起業マネジメント０-② 創造実習「ミッション・スタート準備！」共通最終回 

４）創造実習ミッションを身近に！（パブリックスペースと賑わいの理解） 

 何となく難しそうなミッションで、テンションが上がらない人や、何をして良いの

か分からない人もいるのでは？そこで、もう少し、ミッションを身近にしましょう。 

 

 

 

 

（１）ミッションのミニ掘り下げ 

 ○向島駅→近畿日本鉄道京都線の駅→つまり、公共の空間 

  １年以上通う向島のイメージは？ 

→○良いこと（ところ）、悪いこと（ところ）知っていること（ところ）など 

×学校や田んぼしか知らないや何もないは× 

 

 

 

 ○賑わいとは？ 

 

 

 

     

https://project.nikkeibp.co.jp/atclppp/122100007/010900033/ 

2年１組（  ）番 名前（               ） 

（２）公共空間の利活用 

 ①皆さんの地域で“もったいない”場所（空間）は？ 

場所（空間） 

 

 

なぜ“もったいない”のか？ 

 

 

 ②ソトノバ 

  「ソトを居場所に、イイバショに！」をコンセプトにソトやパブリックスペース

を豊かにしていくことを目指すメディアプラットフォーム。 

https://sotonoba.place/ 

  ソトノバが描く”未来” 

◆居場所：パブリックスペースを身近にし、人の居場所にする。 

◆楽しい：パブリックスペースを楽しく、面白くする。 

◆アクティビティ：パブリックスペースをアクションやアクティビティが溢れるものにする。 

https://sotonoba.place/about 

 ③事例を見てみよう！ 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～向島駅前賑わいづくりプロジェクト～ 

 



 起業マネジメント０-③ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

５）キックオフ講義を終えて… 

 先日は、向島まちづくりビジョンの概要や特産物（農業）についてお話しいただき

ました。現状（課題含む）を踏まえ、特徴を生かした公共空間（向島駅前）の利活用

（賑わいづくり）が今回の創造実習のミッションです。 

 さて１学期の最後には90秒プレゼンを行います。 

 

６）自分の想いを人に伝えられることって「かっこいい」！ 

 テレビ番組で「いったいこと人は何が言いたいの？」「原稿棒読みで感情ゼロ」「よ

くそんな専門用語のオンパレードで聞いている人が理解出来るはずがないよ」と解説

者やキャスターが話しておられるシーンを見たことがないですか？どこかの一流大学

の先生や政治家など。反対に、心にしみいるように話しをされる人やその内容の想い

が伝わる話し方をされる人は？２つのシーンの違いは何なのでしょうか？ 

 以前、NHK『クローズアップ現代』を見てもらいました。 

 

  

  

https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4375/index.html 

 

 

2年１組（  ）番 名前（               ） 

（１）伝わらないシーン。なぜ、伝わらないのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

（２）伝わるシーン。なぜ、伝わるのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

（３）伝わる話し方をされる人は？髙田明さん？池上彰さん？ 

名前 理由 

  

 

 

（４）今の私は？自己分析 

人前で話すことの経験値 （少ない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（多い） 

人前で話すことの得意度 （苦 手）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（得意） 

話す内容伝えられる度 ↓ （伝わらない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（伝わる） 

伝えられる度の内容を具体的に分析（現状、出来ていることと、出来ていないこと） 

 

 

（５）みなさんのゴールイメージ。なりたい理想の自分像は？ 

 

 

 

 



 起業マネジメント０-④ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

７）90秒で自分の想いをプレゼンしよう！ 

 今回のプレゼンテーマは、「皆さんの住む地域の公共空間の利活用ビジネス」につい

てです。ビジネスとありますが、“完成形”を示す必要はありません。今じぶんが関心

を寄せる“もったいない”場所（空間）について、90 秒の中で“伝わる”プレゼン

を心がけてください。原稿は見ません。つかみや間の取り方を工夫したプレゼンに挑

戦しましょう！ 

（１）プレゼン構成（90秒のプレゼンの構成を考える） 

（導入） 

 

（展開） 

 

 

（まとめ） 

 

 

（２）原稿（600字～650字）※１行15字 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 



 起業マネジメント０-⑤ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

８）このミッションで身に付けたい力（社会で必要となる力）！  

 起業創造科では、学科の学びを通して、「起業家精神」を持った「創造力」豊かな人

になって欲しいと思っています。今回のミッション（地域と繋がる事業）では、もう

少し具体的に４つの資質（プラス１）について身に付けることが目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（構想）」ファシリテーショングラフィカー（三宅氏作）より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、みなさんには、様々なミッションを通して、「身の周りの課題」を傍観者と

してではなく、「じぶんごと化」できる人になって欲しいと考えています。そして、そ

の一人一人が集まることによりクラス全体で意識が共有できる「みんなごと化」にな

ることを願っています。そしてさらに、、、、！（みなさんのイメージを描いてください） 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

９）４つの資質をみなさんの言葉で表現、説明してみよう！ 

（１）当事者意識とは？ 

 

 

（２）協働力 

 

 

（３）探究力 

 

 

（４）論理的思考（力） 

 

 

（５）私の自慢の力は?（◎◎力）    その力を簡単に説明してください。 

力  

力  

力  

（６）私が身に付けたい力は？     身に付けたい理由を説明してください 

力  

力  

力  

（７）現時点でもっとも苦手な力は？   苦手な理由を説明してください。 

力  

（力） 



 起業マネジメント０-⑥ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

10）4つに資質を理解！  

（１）当事者意識 

・自分がその事柄に直接関係すると理解していること 

・自分がその事柄の関係者であるという自覚があること 

・「当事者」の対義語＝「傍観者」 

・社会的課題、地域課題などを世の中の困り事ととらえられ、その「こまりごと」

の感度が高い、良いかどうかのこと 

①私の現在の当事者意識度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が当事者意識を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（２）協働力 

・「立場の違い」をこえて、１つの目標に向かって協力する、行動する力のこと 

＝立場（考え方、価値観、国、文化、歴史、習慣等） 

＝違い（温度差・経験値の差・能力差） 

  ・同じ目的のために、対等の立場で協力してともに働く力のこと 

①私の現在の協働力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が協働力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

（３）探究力 

  ・様々な事に深い知識を得ようとすることや、原因を解明しようとする力のこと 

  ・こまりごとを、自分で発見、設定し、解決に向けて情報を収集、整理、分析す

る力のこと 

①私の現在の探究力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が探究力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（４）論理的思考（力） 

・物事を筋道立てて考える力（ロジカルシンキング）のこと 

・因果（原因と結果の）関係を整理し、順序立てて考える力のこと 

・「論理的」の対義語＝「直感的」「心情的」 

・論理的思考力がない＝支離滅裂（何が言いたいのかよく分からない） 

①私の現在の論理的思考（力）度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が論理的思考（力）を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

（５）上記４つから、私がこれからのミッションでチームのために発揮できる力は？ 

（１）当事者意識 （２）協働力 （３）探究力 （４）論理的思考力 

1番 （  ）         2番 （  ）         



 起業マネジメント０-⑥ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

10）4つに資質を理解！（再配付） 

（１）当事者意識 

・自分がその事柄に直接関係すると理解していること 

・自分がその事柄の関係者であるという自覚があること 

・「当事者」の対義語＝「傍観者」 

・社会的課題、地域課題などを世の中の困り事ととらえられ、その「こまりごと」

の感度が高い、良いかどうかのこと 

①私の現在の当事者意識度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が当事者意識を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（２）協働力 

・「立場の違い」をこえて、１つの目標に向かって協力する、行動する力のこと 

＝立場（考え方、価値観、国、文化、歴史、習慣等） 

＝違い（温度差・経験値の差・能力差） 

  ・同じ目的のために、対等の立場で協力してともに働く力のこと 

①私の現在の協働力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が協働力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

（３）探究力 

  ・様々な事に深い知識を得ようとすることや、原因を解明しようとする力のこと 

  ・こまりごとを、自分で発見、設定し、解決に向けて情報を収集、整理、分析す

る力のこと 

①私の現在の探究力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が探究力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（４）論理的思考（力） 

・物事を筋道立てて考える力（ロジカルシンキング）のこと 

・因果（原因と結果の）関係を整理し、順序立てて考える力のこと 

・「論理的」の対義語＝「直感的」「心情的」 

・論理的思考力がない＝支離滅裂（何が言いたいのかよく分からない） 

①私の現在の論理的思考（力）度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が論理的思考（力）を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

（５）上記４つから、私がこれからのミッションでチームのために発揮できる力は？ 

（１）当事者意識 （２）協働力 （３）探究力 （４）論理的思考力 

1番 （  ）         2番 （  ）         



起業マネジメント０ ⑦ 創造実習「ミッション・スタート準備！」

これから行うミッションでは、４つの力（当事者意識・協働力・探究力・論理的

思考力）をもとにして、チーム分けを行います。

）チームで創造力を高める（練習）～ブレストゲーム～

コロナ禍の中で、チームで行う学習方法がやりにくくなっています。しかしながら、

皆さんが選択する進路では、必ず「チーム」で取り組むことが出てきますし、一度も

経験しないということはありません。今回のミッションでは、「チーム」でのマネジメ

ント力の向上という観点もあります。

（１）夏休み課題の共有

夏期休業中の課題より（向島（駅前）の概要）

（２）ブレインストーミング （通称：ブレスト）とは

複数人で行うアイデア出しの会議のことをいいます。

☆アイデアの質より（ ）を重視

☆他人のアイデアに（ ）

（３）面白法人カヤック（株式会社カヤック）とは

今回は、チームで創造力を高めるためにブレストカードを利用します。

会社にも人格がある

会社もひとりの人であり、ひとつの人格を持っている。カヤックをつくるときに、会社というものに

ついて調べていて知ったことです。であれば、どんな人格の会社にしようか。よしっ！面白い人にし

よう。

こうして、 年の創業時から、自らを「面白法人」と称することになりました。カヤックをカヤ

ックたらしめているもの。それがこの「面白法人」という言葉です。

面白法人に込められた 段階の思い

直感だけで紡ぎ出した「面白法人」という言葉でしたが、その後、何度となく考えてみたところ、

段階の思いが込められていることに気付くことになります。

まずは、自分たちが面白がろう。

つぎに、周囲からも面白い人と言われよう。

そして、誰かの人生を面白くしよう。

面白法人に込めた思いより

年１組（ ）番 名前（ ）

◆事業内容

（４）ブレストカードとは

3

ブレストゲーム

◆ルール◆
発想カードを１枚ずつ引き、自
分が引いたカードに描かれたイ
ラストとテーマを掛け合わせて

グループ内で発表する

発想カードを１枚ずつ引き、自

4

ブレストゲーム

◆ルール◆
ポジティブな反応
あいづちを打つ
反応は大げさに

 

今日のお題⓪：夏休み課題の共有 ※ブレストカードは使用しない

お題①：架空の夢

お題②：新しい（ ）

お題③：新しい（ ）

お題④：新しい（ ）

それぞれ制限時間を３～５分にして回していきます！



■起業マネジメント■ 編 年 月 日（ ） 限 ２年 組 番 名前 № RE-

☆地域経済分析システム
（１） とは

（「 」の
略）は、地方創生のデータ利用の「人口」として、地域経済に関する官民の
様々なデータを、地図やグラフ等で分かりやすく「見える化」しているシス
テムです。

各地域が、自らの強み・弱みや課題を分析し、その解決策を検討すること
を後押しツールになります。

最新情報より

（ ：地域の ：経済 ：社会 ：解析）

■使い方
・使用ブラウザ： を利用する（推奨）

※Internet Explorerでも
①タスクバーのを をクリックする。

②検索バーで「 」と入れ検索する。

③一番上に表示されるサイトにアクセスする。

④ ホーム画面は次のとおり。（ 年８月 日現在）

現在は、このようなマップが用意されており、随時アップデートも繰り返さ
れています。
・人口マップ ・地域経済循環マップ ・産業構造マップ
・企業活動マップ ・観光マップ ・まちづくりマップ
・雇用／医療・福祉マップ・地方財政マップ

（２） とは
新型コロナウイルス感染症 が、

地域経済に与える影響の把握及び地域再活性化
施策の検討におけるデータの活用を目的とした
見える化を行っているサイトです。

地方創生の様々な取組を情報面から支援する
ために、内閣府地方創生推進室と内閣官房まち・
ひと・しごと創生本部事務局が提供しています。

1



■起業マネジメント■ 編 年 月 日（ ） 限 ２年 組 番 名前 № RE-

（３） とは？
地域の課題解決プランでは、現地に訪れて自分の目で見聞きし、また自治

体のホームページ調べ、プランの理由（根拠）にしていきます。その中で
データに基づくツールとして があります。勘や経験や思い込みではな
い確かな裏付けとして もうまく活用していきましょう。

① 様々なマップから、データから見える地域の特徴をつかんでみよう。

【 】３つの「カン」に注目！
「時 間 （じかん） 」：過去と現在を比べてみて…
「空 間 （くうかん）」：他の地域と比べてみて…
「違和感 （いわかん）」：データが大きかったり、小さかったり…

② 考え方の例

【方法例１】連想

【方法例２】比較

№ 地域特徴 該当マップ

１

２

３

2

京都市 大阪市

少子高齢化

子育て

過疎

耕作放棄地

ふるさと



 起業マネジメント１-① 創造実習「ミッション理解！」 

１）創造実習ミッション開始！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1 年次に地域の金融機関に訪問し、

ダイアログを通して地域の未来を考えました。今回はその内容を、地域を代表する企

業と一緒になって未来を創造していきます。みなさんの自由な発想で輝く地域の未来

を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？ 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：「農（第一次産業）」を活用し持続可能な賑わいを創る 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

        ⇒ミッション・イメージは沸きましたか？沸いていますか？ 

夏期休業中の課題より（向島（駅前）の概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒共有しましょう！（３～４人1チーム） 

３）このミッションでも私の目標（ミッション後の成長した私） 

 このミッションには、正解はありません。教科書や問題集にも答えは載っていませ

ん。京都の地域社会が抱える「こまりごと」をリアルに感じ、そしてチームとして1

つの提案を行います。その過程で、たくさんの気づきが生まれることを期待していま

す。たくさんコミュニケーションを取って、１つの目標に向かって進みましょう。 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

私がこのミッションでチームに貢献したい資質は（      ）です。 

○ 私がこのミッションで上記資質（4つの資質）を発揮できるシーンをイメージしてください。 

 

 

 

（１）コロナ禍における地域社会の現状とこまりごとを考えてみましょう。 

  （現状）           ⇒（こまりごと） 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

（２）地域社会の笑顔・Happyなシーンをイメージしましょう。 

１ 

２ 

３ 

４）こんな笑顔あふれる地域社会にしたい。このような京都にしたい。 

「私の地域社会創造宣言」 

 

 

 

 

 

 

イメージ図 

 

  ＊２年１組３５（21）個の宣言があります。 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～向島駅前賑わいづくりプロジェクト～ 

 



 起業マネジメント１-② 創造実習「ミッション理解！」 

５）公共空間（向島駅前）の利活用（賑わいづくり）とは？（０－②共通最終回再掲） 

向島駅→近畿日本鉄道京都線の駅→つまり、公共の空間を身近にし、人の居場所に

したり、楽しく面白くアクティビティが溢れたりする持続可能な場所の提案を目指し

ます。 

 

６）そもそも地域課題って何？（地域協働学習実施支援員三木俊和様の資料より） 

（１）何を考えようとしているのか理解する。～ビジネスの根本は？～ 

 

 

 

 

（２）持っている資源を考える。～じぶんは何を？～ 

 

 

 

 

（３）わけて考えてみる。～どこまでじぶんごと？どこがじぶんごと？～ 

自分→家族→隣近所→町内→（学校・会社・コミュニティ）→市→府→国→世界→宇宙 

←―――――――――――地域―――――――――――――――→ 

 

 

 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

（４）ふみこんで考える。～困りごとと認識している人は少ない？～ 

 

 

 

 

（５）置き換えて考えてみる。 

 

 

 

  

（６）本質に迫って掛け合わせて考えてみる。～課題×資源～ 

 

 

 

７）同世代の本気を感じる～日本テレビ『マツコ会議』～ 

 この番組は、今話題のディープな場所と中継を結び、知られざる場所を深掘り。総

合演出マツコが会議を開き、さらに掘ってみたいことをVTRにする番組です。 

「マツコ 地方で活躍の中高生起業家を応援「上京せず活躍できるチャンスある」」 

（2020年８月１日放送） 

◆ オリガミ（Oligami Ltd.）～湯沢市で起業した高校生～ 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント２-① 創造実習「ミッション着眼！」 

１）今回のミッションは？ 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：「農（第一次産業）」を活用し持続可能な賑わいを創る 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

 

２）キックオフ講義や夏休み課題から 

 戸田様の資料や皆さんの課題から、現状分析を行いましょう。 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

３）現状分析 

（１）向島駅前 

マップに落とし込もう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）農業 

マップに落とし込もう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～向島駅前賑わいづくりプロジェクト～ 

 

向島駅前 

農業 



 起業マネジメント２-② 創造実習「ミッション着眼！」 

４）チームで現状分析  

（１）今ある資源は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今ある資源 



 起業マネジメント２-③ 創造実習「ミッション着眼！」 

５）アイディア着眼！  

アイディア① 

課題 

× 

向島駅前や農業の

資源 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能な賑わい（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

アイディア② 

課題 

× 

向島駅前や農業の

資源 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能な賑わい（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

  2年１組（  ）番 名前（               ） 

 

アイディア③ 

課題 

× 

向島駅前や農業の

資源 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能な賑わい（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

アイディア④ 

課題 

× 

向島駅前や農業の

資源 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能な賑わい（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 



起業マネジメント３ 創造実習「企画書」 ２年 １組 番 名前

☆企画書

タイトル

目的（どのようなこまりごと（現状）を解決する？）

概要（提案内容の概要）

発想の背景（理由）

期待できる効果（アイデアによって見込まれる効果、地域へのインパクト）

SDGs（持続可能な開発目標）との関係性



起業マネジメント４ 創造実習「向島フィールドワーク」 ２年 １組 番 名前

～観察の視点～
①近鉄京都線向島駅（すばる街道ではなく、バスのロータリーがある東側）を中心に、どのような人が利用しているか年齢、性別、職業等の特性を観察しな
さい。
②「駅前の賑わいづくり」というテーマのもと、チームで現在考えている提案内容の実現性や課題等についても検討しなさい。

☆フィールドワークメモ



 起業マネジメント５-① 創造実習「ショートピッチ」 

前半：ショートピッチ 

 着眼したアイデアを第３者（講師）に発表することで、企画内容を見える化する。

その過程で気付く課題を整理し、最終発表に向けての企画書の作成に入る。 

  

 

１班：「ONLINE向島作物販売」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２班：「向島農業の良さを「SNS」で発信プロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

３班：「Rice Flour Cafe」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （  ）班 2年１組（  ）番 名前（               ） 

 

特に、単なるビジネスプランの作成ではない、今回のミッションである「向島の資

源を使った駅前の賑わいという課題解決」についてのプランであることを再度認識さ

せる。 

 

４班：「オンラインリデュース販売」 

 

 

 

 

 

 

 

 

５班：「特産品と町おこし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

６班：「野菜自販機で叶える笑顔を咲かせよう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント５-② 創造実習「ショートピッチ」 

 後半：振り返り及びフィードバック講師の方との交流 

 前半に発表したプレゼンより各班振り返り、成果と課題を整理する。時間が少ない

中で見える化したことで気付く内容についてシートで整理させる。そして、講師の先

生とワークする中で、着眼からビジネスプランへ変えていくためのアドバイスを頂く。 

 

【Part１】ショートピッチ振り返り 

（１）提案概要（もう一度内容を整理しましょう） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）良い点 

 

 

 

 

 

 

 

（３）課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （  ）班 2年１組（  ）番 名前（               ） 

【Part２】講師の方との交流 

（４）講師の方からの講評及び質問 

 

 

 

 

 

 

 

（５）講師の方への質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ワークを振り返って 

○ ワークの参加度 

 

 

 

○ 提案内容の完成度 

 

 

 

○ 企画書作成・最終プレゼンに向けて 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント０-① 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

１）創造実習ミッション準備！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1年次には、大手筋商店街で商いリ

サーチの実施や、地域の金融機関に訪問し、ダイアログを通して地域の未来を考えま

した。2 学期からは、地域を代表する企業と一緒になって未来を創造していきます。

みなさんの自由な発想で輝く地域の未来を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？（詳細はまた説明します） 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：新規出店企業から商店会をつなぐ 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

３）私が創る・地域の未来（地域の未来を創るのは誰だ！） 

 京都の未来、京都の輝く地域社会、そして私たちが住んでいる地域の未来を創るの

は？それは、どこかの偉い人（すごい偉人家）でも、大企業の社長でも、政治家でも

ありません。 

地域の未来を創るのは        です。 

（１）こんな地域社会には絶対にしたくない。（５つ） 

①                               

②                               

③                               

④                               

⑤                               

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

（２）等身大の地域こまりごと（５０cmの社会的課題） 

 高校生の私たち自身が、身近に感じる（実際に不便や不満、困った経験がある事）

地域課題を挙げましょう 

 等身大のこまりごと こまりごとを経験したシーン 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

（３）地域の大きなこまりごと（ニュースや新聞等で目にする社会的課題） 

 大きなこまりごと 身近でない理由 その課題を身近に（じぶ

んごと）にするには？ 

① 

 

 

 

  

② 

 

 

 

  

③ 

 

 

 

  

（４）上記６つのこまりごとの中から１つだけ解決できるとしたら？ 

どのこまりごとを解決しますか？ 

等身大のこまりごと 

大きなこまりごと （○をつけましょう） 
そのこまりごとを選んだ理由 

 

 

 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～ニトリ等と商店会をつなぐプロジェクト～ 



 起業マネジメント０-② 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

２）自分の想いを人に伝えられることって「かっこいい」！  

 テレビ番組で「いったいこと人は何が言いたいの？」「原稿棒読みで感情ゼロ」「よ

くそんな専門用語のオンパレードで聞いている人が理解出来るはずがないよ」と解説

者やキャスターが話しておられるシーンを見たことがないですか？どこかの一流大学

の先生や政治家など。反対に、心にしみいるように話しをされる人やその内容の想い

が伝わる話し方をされる人は？２つのシーンの違いは何なのでしょうか？ 

（１）伝わらないシーン。なぜ、伝わらないのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

（２）伝わるシーン。なぜ、伝わるのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

（３）伝わる話し方をされる人は？池上彰さん？ 

名前 理由 

  

 

  

 

  

 

 

2年２組（  ）番 名前（               ） 

（４）今の私は？自己分析 

人前で話すことの経験値 （少ない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（多い） 

人前で話すことの得意度 （苦 手）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（得意） 

話す内容伝えられる度 ↓ （伝わらない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（伝わる） 

伝えられる度の内容を具体的に分析（現状、出来ていることと、出来ていないこと） 

 

 

 

（５）みなさんのゴールイメージ。なりたい理想の自分像は？ 

 

 

 

 

 

 

３）90秒で自分の想いをプレゼンしよう！ 

（１）プレゼンイメージ（自由に） 

 

 

 

 

 

（２）プレゼンで絶対に伝えたこと（３つ） 

 

 

 

 



 起業マネジメント０-③ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

（３）伝わるプレゼンにするための工夫（内容理解・聞き手の記憶に残る） 

 

 

 

（４）プレゼン構成（90秒のプレゼンの構成を考える） 

（導入） 

 

（展開） 

 

 

 

（まとめ） 

 

 

（５）原稿（600字～650字）※１行15字 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               



 起業マネジメント０-④ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

４）創造実習ミッションを身近に！  

 何となく難しそうなミッションで、テンションが上がらない人や、何をして良いの

か分からない人もいるのでは？そこで、もう少し、ミッションを身近にしましょう。 

 

 

 

 

（１）ミッションのミニ掘り下げ 

 ○１年以上通う向島のイメージは？ 

→○良いこと（ところ）、悪いこと（ところ）知っていること（ところ）など 

×学校や田んぼしか知らないや何もないは× 

 

 

 

【資料】教科書『ビジネス基礎』P79 

 

2年２組（  ）番 名前（               ） 

（２）メジャー店舗と商店会をつなぐとは？ 

 ①大型店舗（ショッピングモール等）はありますか？ 

ある  ・ない  ※どちらかに○ 

ある（どのような地域（場所）にあるか？客層はどうか？） 

ない（自分の住む地域に出店されない理由は何か？出店して欲しいか？ 

 

 

 

 

 ②ニトリ等と商店会をつなぐ→つまり、大型店舗と商店会の関係性を創ること 

ニトリについて調べよう 

 

ドトール農園について調べよう 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～ニトリ等と商店会をつなぐプロジェクト～ 

 



 起業マネジメント０-⑤ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

５）このミッションで身に付けたい力（社会で必要となる力）！  

 起業創造科では、学科の学びを通して、「起業家精神」を持った「創造力」豊かな人

になって欲しいと思っています。今回のミッション（地域と繋がる事業）では、もう

少し具体的に４つの資質（プラス１）について身に付けることが目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（構想）」ファシリテーショングラフィカー（三宅氏作）より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、みなさんには、様々なミッションを通して、「身の周りの課題」を傍観者と

してではなく、「じぶんごと化」できる人になって欲しいと考えています。そして、そ

の一人一人が集まることによりクラス全体で意識が共有できる「みんなごと化」にな

ることを願っています。そしてさらに、、、、！（みなさんのイメージを描いてください） 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

６）４つの資質をみなさんの言葉で表現、説明してみよう！ 

（１）当事者意識とは？ 

 

 

（２）協働力 

 

 

（３）探究力 

 

 

（４）論理的思考（力） 

 

 

（５）私の自慢の力は?（◎◎力）    その力を簡単に説明してください。 

力  

力  

力  

（６）私が身に付けたい力は？     身に付けたい理由を説明してください 

力  

力  

力  

（７）現時点でもっとも苦手な力は？   苦手な理由を説明してください。 

力  

（力） 



 起業マネジメント０-⑥ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

７）4つに資質を理解！  

（１）当事者意識 

・自分がその事柄に直接関係すると理解していること 

・自分がその事柄の関係者であるという自覚があること 

・「当事者」の対義語＝「傍観者」 

・社会的課題、地域課題などを世の中の困り事ととらえられ、その「こまりごと」

の感度が高い、良いかどうかのこと 

①私の現在の当事者意識度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が当事者意識を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（２）協働力 

・「立場の違い」をこえて、１つの目標に向かって協力する、行動する力のこと 

＝立場（考え方、価値観、国、文化、歴史、習慣等） 

＝違い（温度差・経験値の差・能力差） 

  ・同じ目的のために、対等の立場で協力してともに働く力のこと 

①私の現在の協働力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が協働力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

（３）探究力 

  ・様々な事に深い知識を得ようとすることや、原因を解明しようとする力のこと 

  ・こまりごとを、自分で発見、設定し、解決に向けて情報を収集、整理、分析す

る力のこと 

①私の現在の探究力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が探究力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（４）論理的思考（力） 

・物事を筋道立てて考える力（ロジカルシンキング）のこと 

・因果（原因と結果の）関係を整理し、順序立てて考える力のこと 

・「論理的」の対義語＝「直感的」「心情的」 

・論理的思考力がない＝支離滅裂（何が言いたいのかよく分からない） 

①私の現在の論理的思考（力）度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が論理的思考（力）を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

（５）上記４つから、私がこれからのミッションでチームのために発揮できる力は？ 

（１）当事者意識 （２）協働力 （３）探究力 （４）論理的思考力 

1番 （  ）         2番 （  ）         



起業マネジメント０ ⑦ 創造実習「ミッション・スタート準備！」

これから行うミッションでは、４つの力（当事者意識・協働力・探究力・論理的

思考力）をもとにして、チーム分けを行います。

８）チームで創造力を高める（練習）～ブレストゲーム～

コロナ禍の中で、チームで行う学習方法がやりにくくなっています。しかしながら、

皆さんが選択する進路では、必ず「チーム」で取り組むことが出てきますし、一度も

経験しないということはありません。今回のミッションでは、「チーム」でのマネジメ

ント力の向上という観点もあります。

（１）夏休み課題の共有

夏期休業中の課題より（向島（ニュータウン商店会やニトリ、ドトール）の概要）

（２）ブレインストーミング （通称：ブレスト）とは

複数人で行うアイデア出しの会議のことをいいます。

☆アイデアの質より（ ）を重視

☆他人のアイデアに（ ）

（３）面白法人カヤック（株式会社カヤック）とは

今回は、チームで創造力を高めるためにブレストカードを利用します。

会社にも人格がある

会社もひとりの人であり、ひとつの人格を持っている。カヤックをつくるときに、会社というものに

ついて調べていて知ったことです。であれば、どんな人格の会社にしようか。よしっ！面白い人にし

よう。

こうして、 年の創業時から、自らを「面白法人」と称することになりました。カヤックをカヤ

ックたらしめているもの。それがこの「面白法人」という言葉です。

面白法人に込められた 段階の思い

直感だけで紡ぎ出した「面白法人」という言葉でしたが、その後、何度となく考えてみたところ、

段階の思いが込められていることに気付くことになります。

まずは、自分たちが面白がろう。

つぎに、周囲からも面白い人と言われよう。

そして、誰かの人生を面白くしよう。

面白法人に込めた思いより

年２組（ ）番 名前（ ）

◆事業内容

（４）ブレストカードとは

3

ブレストゲーム

◆ルール◆
発想カードを１枚ずつ引き、自
分が引いたカードに描かれたイ
ラストとテーマを掛け合わせて

グループ内で発表する

発想カードを１枚ずつ引き、自

4

ブレストゲーム

◆ルール◆
ポジティブな反応
あいづちを打つ
反応は大げさに

 

今日のお題⓪：夏休み課題の共有 ※ブレストカードは使用しない

お題①：架空の夢

お題②：新しい（ ）

お題③：新しい（ ）

お題④：新しい（ ）

それぞれ制限時間を３～５分にして回していきます！



 起業マネジメント１-① 創造実習「ミッション理解！」 

１）創造実習ミッション開始！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1 年次に地域の金融機関に訪問し、

ダイアログを通して地域の未来を考えました。今回はその内容を、地域を代表する企

業と一緒になって未来を創造していきます。みなさんの自由な発想で輝く地域の未来

を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？ 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：新規出店企業から商店会をつなぐ 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

        ⇒ミッション・イメージは沸きましたか？沸いていますか？ 

夏期休業中の課題より（向島（ニュータウン商店会やニトリ、ドトール）の概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒共有しましょう！（３～４人1チーム） 

３）このミッションでも私の目標（ミッション後の成長した私） 

 このミッションには、正解はありません。教科書や問題集にも答えは載っていませ

ん。京都の地域社会が抱える「こまりごと」をリアルに感じ、そしてチームとして1

つの提案を行います。その過程で、たくさんの気づきが生まれることを期待していま

す。たくさんコミュニケーションを取って、１つの目標に向かって進みましょう。 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

私がこのミッションでチームに貢献したい資質は（      ）です。 

○ 私がこのミッションで上記資質（4つの資質）を発揮できるシーンをイメージしてください。 

 

 

 

（１）コロナ禍における地域社会の現状とこまりごとを考えてみましょう。 

  （現状）           ⇒（こまりごと） 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

（２）地域社会の笑顔・Happyなシーンをイメージしましょう。 

１ 

２ 

３ 

４）こんな笑顔あふれる地域社会にしたい。このような京都にしたい。 

「私の地域社会創造宣言」 

 

 

 

 

 

 

イメージ図 

 

  ＊２年２組３５個の宣言があります。 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～ニトリ等と商店会をつなぐプロジェクト～ 

 



 起業マネジメント１-② 創造実習「ミッション理解！」 

５）メジャー店舗と商店会をつなぐとはとは？（０－④再掲） 

ニトリ等と商店会をつなぐ→つまり、大型店舗と商店会の関係性を創る（例えば、

楽しく面白く、年齢関係なく人が溢れたりする持続可能な仕組みの提案を目指します。 

 

６）そもそも地域課題って何？（地域協働学習実施支援員三木俊和様の資料より） 

（１）何を考えようとしているのか理解する。～ビジネスの根本は？～ 

 

 

 

 

（２）持っている資源を考える。～じぶんは何を？～ 

 

 

 

 

（３）わけて考えてみる。～どこまでじぶんごと？どこがじぶんごと？～ 

自分→家族→隣近所→町内→（学校・会社・コミュニティ）→市→府→国→世界→宇宙 

←―――――――――――地域―――――――――――――――→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

（４）ふみこんで考える。～困りごとと認識している人は少ない？～ 

 

 

 

 

（５）置き換えて考えてみる。 

 

 

 

  

（６）本質に迫って掛け合わせて考えてみる。～課題×資源～ 

 

 

 

７）同世代の本気を感じる～日本テレビ『マツコ会議』～ 

 この番組は、今話題のディープな場所と中継を結び、知られざる場所を深掘り。総

合演出マツコが会議を開き、さらに掘ってみたいことをVTRにする番組です。 

「マツコ 地方で活躍の中高生起業家を応援「上京せず活躍できるチャンスある」」 

（2020年８月１日放送） 

◆ オリガミ（Oligami Ltd.）～湯沢市で起業した高校生～ 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント２-① 創造実習「ミッション着眼！」 

１）今回のミッションは？ 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは向島にある学校に通う地域の一員です。 

・ 何を？：新規出店企業から商店会をつなぐ 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：京都（向島）の資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

 

２）キックオフ講義や夏休み課題から 

 戸田様の資料や皆さんの課題から、現状分析を行いましょう。 

 

 

 

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

３）現状分析 

（１）ニュータウンや商店会 

マップに落とし込もう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）企業 

マップに落とし込もう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～ニトリ等と商店会をつなぐプロジェクト～ 

 

商店会 

企業 



 起業マネジメント２-② 創造実習「ミッション着眼！」 

４）チームで現状分析  

（１）今ある資源は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今ある資源 



 起業マネジメント２-③ 創造実習「ミッション着眼！」 

５）アイディア着眼！  

アイディア① 

課題 

× 

企業 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能なつながり（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

アイディア② 

課題 

× 

企業 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能なつながり（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2年２組（  ）番 名前（               ） 

 

アイディア③ 

課題 

× 

企業 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能なつながり（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

アイディア④ 

課題 

× 

企業 

＝ 

高校生アイディア 

   

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい持続可能なつながり（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 



起業マネジメント３ 創造実習「企画書」 ２年 ２組 番 名前

☆企画書

タイトル

目的（どのようなこまりごと（現状）を解決する？）

概要（提案内容の概要）

発想の背景（理由）

期待できる効果（アイデアによって見込まれる効果、地域へのインパクト）

SDGs（持続可能な開発目標）との関係性



起業マネジメント４ 創造実習「向島フィールドワーク」 ２年 ２組 番 名前

～観察の視点～
①京都市住宅供給公社と京都市が大型商業施設と交流機能のある店舗を誘致した理由（講話10分程度）
②向島ニュータウンセンター商店会を中心に、どのような人が利用しているか年齢、性別、職業等の特性を観察しなさい。
③ニトリやドトール珈琲農園とのつながりを現場で検討しなさい。
④「ニトリ等と商店会をつなぐ」というテーマのもと、チームで現在考えている提案内容の実現性や課題等についても検討しなさい。

☆フィールドワークメモ



 起業マネジメント５-① 創造実習「ショートピッチ」 

前半：ショートピッチ 

 着眼したアイデアを第３者（講師）に発表することで、企画内容を見える化する。

その過程で気付く課題を整理し、最終発表に向けての企画書の作成に入る。 

 特に、単なるビジネスプランの作成ではない、今回のミッションである「新規出店

企業から商店会をつなぐという課題解決」についてのプランであることを再度認識さ

せる。 

 

１班：「MUKAIZIMANEWTOWN」 

 

 

 

 

２班：「すばる商店街」 

 

 

 

 

３班：「向島ニュータウン、商店街にキラメキを」 

 

 

 

 

４班：「向島をこえてみんなとつながる」 

 

 

 

 

５班：「パン屋改革」 

 

 

 

 

 

 

  （  ）班 2年２組（  ）番 名前（               ） 

 

６班：「環境と向島にやさしい街づくり」 

 

 

 

 

７班：「商店街デザイン化＆職業体験」 

 

 

 

 

８班：「ゆったり家具探し」 

 

 

 

 

９班：「老人向けのカフェ（商店街から繋ぐ地域作り）」 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント５-② 創造実習「ショートピッチ」 

 後半：振り返り及びフィードバック講師の方との交流 

 前半に発表したプレゼンより各班振り返り、成果と課題を整理する。時間が少ない

中で見える化したことで気付く内容についてシートで整理させる。そして、講師の先

生とワークする中で、着眼からビジネスプランへ変えていくためのアドバイスを頂く。 

 

【Part１】ショートピッチ振り返り 

（１）提案概要（もう一度内容を整理しましょう） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）良い点 

 

 

 

 

 

 

 

（３）課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （  ）班 2年２組（  ）番 名前（               ） 

【Part２】講師の方との交流 

（４）講師の方からの講評及び質問 

 

 

 

 

 

 

 

（５）講師の方への質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ワークを振り返って 

○ ワークの参加度 

 

 

 

○ 提案内容の完成度 

 

 

 

○ 企画書作成・最終プレゼンに向けて 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント０-① 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

１）創造実習ミッション準備！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1年次には、大手筋商店街で商いリ

サーチの実施や、地域の金融機関に訪問し、ダイアログを通して地域の未来を考えま

した。2 学期からは、地域を代表する企業と一緒になって未来を創造していきます。

みなさんの自由な発想で輝く地域の未来を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？（詳細はまた説明します） 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは連携先企業の高校生社員です。 

・ 何を？：その企業で新規事業部門を設立する（社内起業する） 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：その企業の企業資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

３）私が創る・地域の未来（地域の未来を創るのは誰だ！） 

 京都の未来、京都の輝く地域社会、そして私たちが住んでいる地域の未来を創るの

は？それは、どこかの偉い人（すごい偉人家）でも、大企業の社長でも、政治家でも

ありません。 

地域の未来を創るのは        です。 

（１）こんな地域社会には絶対にしたくない。（５つ） 

①                               

②                               

③                               

④                               

⑤                               

 

  2 年3 組（  ）番 名前（               ） 

（２）等身大の地域こまりごと（５０cmの社会的課題） 

 高校生の私たち自身が、身近に感じる（実際に不便や不満、困った経験がある事）

地域課題を挙げましょう 

 等身大のこまりごと こまりごとを経験したシーン 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

（３）地域の大きなこまりごと（ニュースや新聞等で目にする社会的課題） 

 大きなこまりごと 身近でない理由or身近にとら

えられている人はその理由 

その課題を身近に（じぶ

んごと）にするには？ 

① 

 

 

 

  

② 

 

 

 

  

③ 

 

 

 

  

（６）上記６つのこまりごとの中から１つだけ解決できるとしたら？ 

どのこまりごとを解決しますか？ 

等身大のこまりごと 

大きなこまりごと （○をつけましょう） 
そのこまりごとを選んだ理由 

 

 

 

 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～輝く地域社会のために新規事業部門（社内起業）の設立～ 



 起業マネジメント０-② 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

２）創造実習ミッションを身近に！ 

 何となく難しそうなミッションで、テンションが上がらない人や、何をして良いの

か分からない人もいるのでは？そこで、もう少し、ミッションを身近にしましょう。 

 

 

 

 

（１）もし、制限無く自由な発想で新規事業部門（社内起業）が設立できるとしたら？ 

 ①どのような事業部門を設立しますか？（できる限り詳しく）また、その理由は？ 

（設立） 

 

 

 

（理由） 

 

 ②それはどこの企業（会社）に設立しますか？また、その会社である理由は？ 

（企業） 

 

 

（理由） 

 

 ③その新規事業の利用者（商品を購入する人やサービスを利用する人）は誰です？ 

 

 

 

2 年3 組（  ）番 名前（               ） 

 ④その新規事業を行うのに必要なモノ（人、モノ、お金、情報・サービス、技術等）

は何ですか？人は具体的に誰ですか？お金はいくら？技術はどのような技術が？ 

（必要なお金） 

 

（人） 

 

（技術等その他） 

 

 

 ⑤あなたがそれを実行するにあたり応援してくれる人は誰ですか？また、誰に応援

して欲しいですか？ 

 

 

 

 ⑥その新規事業を一番喜ぶ人は誰ですか？ 

 

 

 

⑦誰のどのような笑顔が生まれますか？ 

 

 

 

⑧ビジネスとして成立しそうですか？ 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～輝く地域社会のために新規事業部門（社内起業）の設立～ 



 起業マネジメント０-③ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

３）自分の想いを人に伝えられることって「かっこいい」！  

 テレビ番組で「いったいこと人は何が言いたいの？」「原稿棒読みで感情ゼロ」「よ

くそんな専門用語のオンパレードで聞いている人が理解出来るはずがないよ」と解説

者やキャスターが話しておられるシーンを見たことがないですか？どこかの一流大学

の先生や政治家など。反対に、心にしみいるように話しをされる人やその内容の想い

が伝わる話し方をされる人は？２つのシーンの違いは何なのでしょうか？ 

（１）伝わらないシーン。なぜ、伝わらないのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

（２）伝わるシーン。なぜ、伝わるのでしょうか？理由を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

（３）伝わる話し方をされる人は？池上彰さん？ 

名前 理由 

  

 

  

 

  

 

 

2 年3 組（  ）番 名前（               ） 

（４）今の私は？自己分析 

人前で話すことの経験値 （少ない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（多い） 

人前で話すことの得意度 （苦 手）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（得意） 

話す内容伝えられる度 ↓ （伝わらない）１ ・ ２ ・ ３ ・ ４（伝わる） 

伝えられる度の内容を具体的に分析（現状、出来ていることと、出来ていないこと） 

 

 

 

（５）みなさんのゴールイメージ。なりたい理想の自分像は？ 

 

 

 

 

 

 

４）90秒で自分の想いをプレゼンしよう！ 

（１）プレゼンイメージ（自由に） 

 

 

 

 

 

（２）プレゼンで絶対に伝えたこと（３つ） 

 

 

 

 



 起業マネジメント０-④ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

（３）伝わるプレゼンにするための工夫（内容理解・聞き手の記憶に残る） 

 

 

 

（４）プレゼン構成（90秒のプレゼンの構成を考える） 

（導入） 

 

（展開） 

 

 

 

（まとめ） 

 

 

（５）原稿（600字～６５0字） 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 



 起業Ȟネジȡント Ც-İ 創ᡯ実፼「ȟッǷȧンȷスタートแͳ！」 

Ჯ）このȟッǷȧンで៲に˄けたい力（ᅈ˟で必要となる力）！  

 起業創ᡯᅹでは、ܖᅹのܖƼをᡫして、「起業家ችᅕ」をਤった「創ᡯ力」ᝅかなʴ

になってഒしいと思っています。今回のȟッǷȧン（ע؏とጟがるʙ業）では、もう

少しφ˳的にᲮつのឋ（プラス１）について៲に˄けることがႸです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 より引ဇ（˺൞ܡɤ）ȕǡǷリȆーǷȧングラȕィǫー「ો᪃ਖ਼ᡶʙ業（ನे）ఄܖとのңによる高ሁ؏ע」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして、みなさんには、ಮŷなȟッǷȧンをᡫして、「៲のԗりのᛢ᫆」をͯᚇᎍと

してではなく、「じƿんƝと҄」できるʴになってഒしいと考えています。そして、そ

の一ʴ一ʴがᨼまることによりǯラスμ˳でॖᜤがσஊできる「みんなƝと҄」にな

ることをᫍっています。そしてさらに、、、、！（みなさんのイȡージを੨いてくƩさい） 

2年 3ኵ （  ）ဪ Ӹ前（                 ） 

Ჰ）Ხつのឋをみなさんの言ᓶでᘙ現、説ଢしてみよう！ 

 ？ʙᎍॖᜤとは࢘（１）

 

 

（Წ）ң力 

 

 

（３）探ᆮ力 

 

 

（Ხ）ᛯ理的思考（力） 

 

 

（Ჯ）私の自ॸの力は?（ũũ力）    その力をቇҥに説ଢしてくƩさい。 

力  

力  

力  

（Ჰ）私が៲に˄けたい力は？     ៲に˄けたい理由を説ଢしてくƩさい 

力  

力  

力  

（Ჱ）現時点でもっともᒊ手な力は？   ᒊ手な理由を説ଢしてくƩさい。 

力  

（力） 



 起業マネジメント０-⑥ 創造実習「ミッション・スタート準備！」 

７）4つに資質を理解！  

（１）当事者意識 

・自分がその事柄に直接関係すると理解していること 

・自分がその事柄の関係者であるという自覚があること 

・「当事者」の対義語＝「傍観者」 

・社会的課題、地域課題などを世の中の困り事ととらえられ、その「こまりごと」

の感度が高い、良いかどうかのこと 

①私の現在の当事者意識度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が当事者意識を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（２）協働力 

・「立場の違い」をこえて、１つの目標に向かって協力する、行動する力のこと 

＝立場（考え方、価値観、国、文化、歴史、習慣等） 

＝違い（温度差・経験値の差・能力差） 

  ・同じ目的のために、対等の立場で協力してともに働く力のこと 

①私の現在の協働力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が協働力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

2年 3組 （  ）番 名前（                 ） 

（３）探究力 

  ・様々な事に深い知識を得ようとすることや、原因を解明しようとする力のこと 

  ・こまりごとを、自分で発見、設定し、解決に向けて情報を収集、整理、分析す

る力のこと 

①私の現在の探究力度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が探究力を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

 

（４）論理的思考（力） 

・物事を筋道立てて考える力（ロジカルシンキング）のこと 

・因果（原因と結果の）関係を整理し、順序立てて考える力のこと 

・「論理的」の対義語＝「直感的」「心情的」 

・論理的思考力がない＝支離滅裂（何が言いたいのかよく分からない） 

①私の現在の論理的思考（力）度は 

（低い）＜１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６＜ （高い） 

②私が論理的思考（力）を発揮できたシーン（今のレベルの中で発揮したことでよい） 

 

 

 

（５）上記４つから、私がこれからのミッションでチームのために発揮できる力は？ 

（１）当事者意識 （２）協働力 （３）探究力 （４）論理的思考力 

1 番 （  ）         2 番 （  ）         

 



 起業マネジメント１-① 創造実習「ミッション理解！」 

１）創造実習ミッション開始！  

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。1 年次に地域の金融機関に訪問し、

ダイアログを通して地域の未来を考えました。今回はその内容を、地域を代表する企

業と一緒になって未来を創造していきます。みなさんの自由な発想で輝く地域の未来

を創造しましょう！ 

２）今回のミッションは？ 

 

 

 

 

 

・ 誰が？：みなさんは連携先企業の高校生社員です。 

・ 何を？：その企業で新規事業部門を設立する（社内起業する） 

  ・ 目的？：地域課題の解決のため・地域社会の活性化のため 

  ・ どのように？：その企業の企業資源を活用する・強みを活かす 

  ・ なぜ？：京都で生活する人々の輝く未来社会の実現のため 

        ⇒ミッション・イメージは沸きましたか？ 

夏期休業中の課題より（企業内起業の事例）＝会社名             

○起業の概要＝ 

 

 

 

○どんな「こまりごと」＝ 

 

○だれの笑顔＝ 

 

⇒企業内起業の事例を共有しましょう！（4人1 チーム） 

３）このミッションでも私の目標（ミッション後の成長した私） 

 このミッションには、正解はありません。教科書や問題集にも答えは載っていませ

ん。京都の地域社会が抱える「こまりごと」をリアルに感じ、そしてチームとして1

つの提案を行います。その過程で、たくさんの気づきが生まれることを期待していま

す。たくさんコミュニケーションを取って、１つの目標に向かって進みましょう。 

 

私がこのミッションでチームに貢献したい資質は（      ）です。 

○今回のミッションのチーム発表。私のチームは（   ）班。 

  

  

○チームで自己紹介とこのチームで貢献したいことを共有しましょう。 

 

 

 

（１）チームでコロナ禍における地域社会の現状とこまりごとを考えてみましょう。 

  （現状）           ⇒（こまりごと） 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

（２）チームで地域社会の笑顔・Happy なシーンをイメージしましょう。 

１ 

２ 

３ 

４）こんな笑顔あふれる地域社会にしたい。このような京都にしたい。 

「私の地域社会創造宣言」 

 

 

 

 

 

 

イメージ図 

 

「 京都の未来のために起業創造せよ 」 

～輝く地域社会のために新規事業部門（社内起業）の設立～ 



 起業マネジメント１-② 創造実習「ミッション理解！」 

５）社内起業とは？（社内ベンチャー・企業内起業）  

社内起業とは、企業内にて新たなビジネスチャンスを探すために新しい事業部門や

組織を設立することです。今回のミッションで言えば、「新たなビジネスチャンスを

探すため⇒輝く地域の未来社会を構築するため」に新しい事業部門を立ち上げると読

み替えることが出来ます。この社内起業は、会社の経営資源を活用出来るメリットが

あります。起業の条件として、「社内の経営資源を活用すること」とします。 

【 起 業 の 条 件 】 

１ 社会的意義があること（地域課題の解決・社会貢献的内容） 

２ 会社の経営資源を活用すること（人・モノ・サービス・ネットワーク等） 

３ ３年以内に黒字化すること（黒字化までの収支計画書） 

４ 初年度の会社からの予算額は          円 

６）世の中には凄い高校生がいる！（高校生起業家） 

   ⇒マツコデラックス8 月1日放送より 

https://www.excite.co.jp/news/article/Mdpr_news2165240/ 

７）世の中にはもっと凄い小学生がいる！（小学生起業家） 

   ⇒小１起業家 〜900円借金して、コーヒー屋を家庭内起業〜 

   https://note.com/sato_nezi/n/n7b911aadd691 

８）では？私たちは何から始めれば良いのでしょうか？（キーワードはリアル） 

（１）こまりごとをリアルに（こまりごとをイメージからリアルに変えましょう） 

 

 

 

  

 

 

 

地域の「リアル」な 

こまりごと 

 

 

 

 

  

 

（２）地域の「 リ ア ル 」こまりごと探し 

地域にはこんなこまりごとが

ありそうだ！（リアルな推測） 
そのこまりごとの根拠（実際）詳細に調べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.excite.co.jp/news/article/Mdpr_news2165240/
https://note.com/sato_nezi/n/n7b911aadd691


 起業マネジメント１-③ 創造実習「ミッション理解！」 

８）では？私たちは何から始めれば良いのでしょうか？  

（３）地域のこまりごと探し（家族インタービュー） 

こまりごとインタービュー！ 

（こんなこまりごとがある） 
そのこまりごとの原因・理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域のこまりごと探し（リアルなこまりごと：地域のこまりごとを解決している人から聞く） 

伏見いきいき活動センター センター長 三木 俊和様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント１-④ 創造実習「ミッション理解！」 

８）では？私たちは何から始めれば良いのでしょうか？  

（４）地域のこまりごと探し（リアルなこまりごと：地域のこまりごとを解決している人から聞く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 

 



 起業マネジメント２-① 創造実習「企業理解！」 

１）連携企業調べ！ 設定時間2時間 

 起業創造科では、教室を飛び出して、地域の企業や地域社会で活躍されている方と

地域の未来について考える取り組みを行います。私たちの創造実習に協力して頂ける

企業を徹底的に調べましょう。その企業のことを知らずして「企業内起業」なんて出

来ません。徹底的に調べましょう。その企業の商品やサービスだけではなく、経営理

念や経営計画、社会貢献活動など多面的にその企業を理解しましょう。 

私たちのチームの連携先企業は 

会社名 

 

（１）企業概要 

 

（２）仕事の内容 

 

（３）経営理念・社長メッセージ 

 

（４）企業の特徴 

 

（５）社会貢献・地域貢献 

 

（６）企業の経営資源（人・モノ・サービス・ネットワーク・技術等） 

 

 

２）連携先企業情報共有 

 上記調べた内容をチームで共有します。（毎時間共有します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）企業調査深掘り 

 調査して知り得なかった内容や疑問点についての質問を考えてみましょう。ただし、

WEB ページや会社パンフレットを見れば分かることは各班で調べてください。直接

お話を聞かなければ分からない内容や、企業調べをして出た疑問など。質問事項を考

えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）企業講演 

 学校での講演会または ZOOM による講演。DVD メッセージなど。現状で出来る

ことを検討する。上記３）での質問にも答えていただければ。 

 また、今回のミッションでのポイントや企業側の望むことや注意点など解説をいた

だきたい。（ミッション深掘り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント３-① 創造実習「ミッション着眼！」 

１）ミッション着眼！  

 いよいよ起業に向けて着眼を開始します。しかしその前にもう一度、地域の現状や

地域のこまりごとを振り返ります。特に、今回は、みなさんも知っての通り、「コロナ

ウイルス感染症」により学校も 4 月 5 月の休校となり、また、国民に対して不要不

急の外出自粛要請や多くのお店が閉まるなど、社会全体で大きな変化が起こっていま

す。そのことにより地域における要望や課題（こまりごと）も新しい視点が必要な部

分もあります。もう一度、地域の現状やこまりごとから考えていきましょう。（プリン

ト１ ミッション理解より） 

（１）私の理想とする地域社会（もう一度、イメージしましょう！） 

 

 

（２）理想に向かうための地域のこまりごと（整理しましょう） 

 

 

（３）コロナの影響から地域の変化を考える 

① コロナによる生活の変化 

 

 

 

② コロナによる経済活動の変化 

 

 

 

③コロナによる地域社会（京都）の変化 

 

 

 

 

④ コロナ前から存在する地域課題 （比較） コロナ後に新たに生じた地域課題 

  

 

 

 

 

 

 

（４）連携企業の調査結果まとめ 

① 会社概要（会社を知る） 

 

 

 

② 経営理念（社長さんメッセージ等） 

 

 

 

③ 仕事内容（仕事をする） 

 

 

 

④ 経営資源（会社の強みや特徴） 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント３-② 創造実習「ミッション着眼！」 

１）アイディア着眼！  

（１）個人でイメージ（着眼）を広げましょう！（マップ？）（付箋？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

会社名 

 



 起業マネジメント３-③ 創造実習「ミッション着眼！」 

１）アイディア着眼！  

（２）チームでブレスト（メモ）＝付箋と模造紙で自由にアイディアを拡散します 

メモ（ブレストの内容をまとめましょう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）起業アイディアの着眼（ブレストで広がったイメージから個人で着眼） 

アイディア① 

私が着眼する地域のこまりごと 

× 

起業イメージ 

× 

企業の経営資源 

   

 

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい理想の地域社会（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

アイディア② 

私が着眼する地域のこまりごと 

× 

起業イメージ 

× 

企業の経営資源 

   

 

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい理想の地域社会（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント３-④ 創造実習「ミッション着眼！」 

１）アイディア着眼！  

（４）１分（９０秒）プレゼン（ショート・ピッチ） 

起業アイディアの着眼をチーム内でプレゼンします。そしてみなさんのアイディア

に共感してくれるメンバーを募りましょう。90 秒でチームの仲間の心をどのように

してつかむのか？みなさんのアイディアをチームへ伝えましょう。 

①（    ）さんのアイディア 

 

 

 

 

アイディアを褒めましょう！（アイディアの良いとこ探し） 

 

 

 

②（    ）さんのアイディア 

 

 

 

 

アイディアを褒めましょう！（アイディアの良いとこ探し） 

 

 

 

③（    ）さんのアイディア 

 

 

 

 

アイディアを褒めましょう！（アイディアの良いとこ探し） 

 

 

 

 

（５）チームで起業アイディア着眼（別紙 アイディア着眼シート作成および原稿作成） 

   ⇒チームで出し合ったアイディアからチームとして１つにまとめます！ 

着眼する地域のこまりごと 

× 

共感する経営理念 

× 

企業の経営資源 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起業イメージ（起業概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアイディアにより創りたい理想の地域社会（ゴールイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント４-① 創造実習「着眼チーム深掘り！」 

１）チームアイディア（着眼）深掘り！～最強のチームを目指して～ 

 前回の授業でチームとして考えたアイディアについて深掘りします。ありふれたア

イディアからの脱却し、魅力的なアイディアにするためは？今一度、みなさんの着眼

を深掘りしていきます。また、チームとしても全員が協力し合える最強のチーム作り

を目指してください。ゴール目標を１つにして頑張りましょう！ 

（１）私たちのチームの特徴（ここだけは他のチームに負けない！チームの強み） 

 

 

（２）私が考える「最悪のチーム」とは？ 

 

 

（３）私が考える「チームワーク」とは？ 

 

 

（４）私が考える「最強のチーム」とは？ 

 

 

（６）私たちのチームは？こんなチームにしたい！ 

 

 

（７）そんな最強のチームになるためにメンバーへ 

 

 

 

 

２）チームアイディア（着眼）深掘り！～魅力的なアイディアにするために～ 

（1）アイディアをビジネスに変える（検証しましょう） 

 今回のミッションの条件：会社の経営資源を活用すること（人・モノ・サービス・

ネットワーク等）および会社の経営理念（経営者メッセージ）に沿ったアイディアな

のか？もう一度、確認すること。そして、その会社をさらに深く知る事です。 

私たちのアイディアに必要なモノ・サービス  それを実現させるための会社の経営資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 起業マネジメント４-② 創造実習「着眼チーム深掘り！」 

２）チームアイディア（着眼）深掘り！～魅力的なアイディアにするために～ 

（2）企業の経営資源（アイディアを実現させるために必要な資源）を調べ直しましょう 

具体的・詳細に調べます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）チームアイディア（着眼）深掘り！～ターゲット設定～ 

 ここでは、みなさんが考えているアイディアの利用者（消費者）を明確にしていき

ます。ここで、ターゲットが「ブレる」と、「みんなに愛されたい（売りたい・利用さ

れたい）」が結局、誰にも振り向いてもらえないことになります。「この人に愛された

い（売りたい・利用されたい）」とターゲットを明確にしていきましょう。 

ターゲット① ⇒（             ） 

ターゲット詳細説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットのこまりごと⇒（             ） 

ターゲットがこまりごとに直面し、困っているシーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎なぜターゲットを細分化する必要があるのでしょうか？ 

 カルビー株式会社が販売しているスナック菓子「ジャガビー」を見てみましょう。 

   
スナック菓子は「ターゲットを明確にしない」で開発することが少なくありません。

多くのお菓子は、最大公約数的に「みんなに愛されたい（売りたい）」お菓子を作り、

幅広い層に販売する戦略を取っています。しかし、この商品は、「20～30 代の独身

女性」という層にターゲットを絞り込んだ開発をしたのです。 

設定したターゲットは「27 歳」、「独身女性」、「文京区に暮らしている」、

「ヨガとスポーツに凝っている」です。その結果、生産が追い付かず一時販売停

止となるほどのヒット商品になりました。たった一人のために作りこむことで、多く

の人が買いたくなる商品設計です。（カルビーwebページより引用） 



 起業マネジメント４-③ 創造実習「着眼チーム深掘り！」 

４）アイディア（着眼）深掘り！～アイディアの目玉・売り～ 

 今あるアイディアを魅力的なものにするために、アイディアの目玉・売り（ポイン

ト）を３つ挙げましょう 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

５）アイディア（着眼）深掘り！～既存のビジネスとの差別化～ 

 他に似ているビジネスが無いか探してみましょう。知らないだけで、同じビジネス

があるかもしれません。既存のビジネスとの差別化が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）アイディア（着眼）深掘り！～プロトタイプの作成～ 

 ここでは、みなさんが考えているアイディアをプロトタイプとして具体化すること

で、チーム内のアイディアに対する認識を一致させることができます。また、アイデ

ィアを「見える化」することにより、曖昧になっている部分が明確となり、アイディ

アの改善を行うことが出来ます。 

（１）プロトタイプとは？ 

 プロトタイプとは何のことなのでしょうか？直訳すると試作品のことです。しかし、

私たちがプロトタイプを作成する目的は、「創る過程で気づく」「チームでアイディア

を共有する」ことです。現状考えているアイディアについても、頭で考えていたこと

と実際はビジネスプランかするときに違和感が生じます。頭で考えるよりも多くの気

づきが「創る」過程で生まれます。考え通りに行かないことで、むしろ新たな方法（追

加や修正）を思いつくことがあります。そのような見える化を行います。 

（２）プロトタイプの作成 

 私たちは具体的に何を作成する必要があるのでしょうか？試作品といっても試作ロ

ボットを創るわけではありません。では？私たちが、上記の目的を達成するために創

るものは？ここでは３つのプロトタイプモデルを作成します。 

①パワーポイントを作成して全体像の見える化とアイディアイメージの共有 

②アイディア（ビジネスモデル）の概要レイアウト図の作成 

③利用者ストーリーの作成（ここでは私たちが提供する商品、サービスの利用シーン 

を描いてください：４コマ漫画 例えば利用者A さんの場合 B さんの場合など） 

（３）プロトタイプ作成開始 

① パワーポイントを作成して全体像の見える化とアイディアイメージの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



起業マネジメント４―④ 創造実習「着眼チーム深掘り！」 

（３）プロトタイプ作成開始 

② アイディア（ビジネスモデル）の概要レイアウト図の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用者ストーリーの作成（ここでは私たちが起業する会社の提供する商品、サ

ービスの利用シーンを描いてください） 

４コマ漫画 例えば利用者Aさんの場合 Bさんの場合など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



起業マネジメント４―⑤ 創造実習「着眼チーム深掘り！ 起業家とワーク」 

3限目振り返り：着眼プレゼンを終えて 

（１）提案概要（もう一度内容を整理しましょう） 

 

 

 

 

 

 

（２）良い点 

 

 

 

 

 

 

（３）課題の整理 

 

 

 

 

 

 

（４）講師（起業家）の方からの質問内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業名（      ）（  ）班 ２年3組（  ）番 名前（        ） 

４限目ワーク：起業家の方との交流 

（１）起業家の方からの講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）起業家の方への質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）前半のワークを振り返って 

○ ワークの参加度 

 

 

 

○ 起業案の完成度 

 

 

 

○ 企画書作成・最終プレゼンに向けて 

 

 

 



 起業マネジメント 「企業内起業企画書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２年 ３組（  ）番 名前（  ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
新規設置部署名・新規設立企業名 

 

 

 

発想のきっかけ 

 

 

 

 

起業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

儲けの仕組み 

 

 
 
 
 
 
 
 

企画のタイトル 

 

 

 

 

 
解決したい「こまりごと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起業によるゴールイメージ（高校生の私たちが理想とする未来社会） 

 

 

 

 

 

ターゲット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用する企業の経営資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差別化・優位性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



GBⅠ-01 

【休校課題①】 

Л画̾ ２年 Global BusinessⅠ 休校中の課題① 
（4⇛10（ӎ）～14（̈́）用） 

 

いよいよ Global Business（൨ު：GB）がڑまります。この授業は、「学校設定̾」といい、日本中で、Ҍੂすばる高校Л画̾にしかない̾です。 

２年生でܳ２ۀ間「GBⅠ」、３年生でܳ２ۀ間「GBⅡ」を学びます。 

 

下のデᷙインᷚートは、この̾の２年間の流れや内容を表現したものです。よく見て、考えて、以下の問いに੨えましょう。 

 

１．デᷙインᷚートの中で、あなたがটした部分（ըള）を１つ଼き出しなさい。（ඟ「開発途上国の課題」） 

 

                                     

２．１でᶍれをࢠんᶐのはなᶌか。 

   

３．１でࢠんᶐ部分（ըള）について、あなたがすでに知っていることや、今後考えてみたいこと、ৄべたいこと、身につᶁたい力などを書きなさい。 

 

                                                                    

                             

                             

                             

２年   組     番 名前                              

提出日：4 月 15 日（ࠟ）L⇴⇾  小川 ※電算にいます：（担当۴ह表）ࢀクḌス内の̾別提出ପ  問い合ᶿせ：ࢀ提出  ۀ

 



GBⅠ-01 

【休校課題①】 

 



学ఐঝشঈজॵॡْ੫ఐٓ 
 

・ऒの評価表म、ফ২もしऎमউট४ख़クॺの৫ৎधીവৎに、示しହする؛উট४ख़クॺরにর評価をষうৃ়ऩनも、ாに示する؛ 

・「৾ఐ৯ఏ」म、৾ఐঝーブリॵクの「੫ఐを෮するध、୦がदऌるेうにऩるऊ」धৌૢしている؛ 

 
੬ॕ度

த̵の観ਮ・צ ḏ᷼ル１ ḏ᷼ル２ ḏ᷼ル３ ḏ᷼ル４ ḏ᷼ル５ 

１ 

【関߮・

意ഽ・ 

प度】 

教̾ஞ 学̾ஞ த̵צ 

ビジネスのݲ活動

に関するݲ課題に

ついて関߮をも

ち、ᶍのͲࢧ・向

上をښして主体

的に取り組もうと

するとともに、実

的なप度を身に࢟

付ᶁている 

世界のݲ課題

に関߮を持ち

「じぶんᶄと

化」「みんな

ᶄと化」でき

る 

世界のݲ課題を

「じぶんᶄと

化」できる 

世界のݲ課題に

вᶕいていない 

世界のݲ課題に

вᶕいている 

世界のݲ課題に

вᶕき、ᶍれを

解決することに

関߮を持ってい

る 

世界のݲ課題に

関߮を持ち、ᶍ

の解決をښし

て取り組もうと

する 

世界のݲ課題に

関߮を持ち、ᶍ

の解決をښし

てӝ体的なЛ画

ができる 

世界のݲ課題を

ビジネスの視ਮ

から「みんなᶄ

と化」できる 

世界のݲ課題と

ビジネスの関ᶿ

りにвᶕいてい

ない 

世界のݲ課題が

ビジネスの視ਮ

から解決できる

ことにвᶕいて

いる 

世界のݲ課題を

ビジネスの視ਮ

から解決するこ

とに関߮を持っ

ている 

ḏ᷼ル３に̷

え、ᶍれをܞʇ

の人とҒに取り

組もうとする 

ḏ᷼ル４に̷

え、ᶍれにओく

の人をϜきᶰ

ίᶁを考えるڇ

ことができる 

２ 
 ・考ڙ】

ॹ・ 

表現】 

ビジネスのݲ活動

に関するݲ課題の

解決をښしてڙ

考を深め、基礎

的・基本的な知ۑ

とщݏを基に、ビ

ジネスのݲ活動に

Ԓᶿる۴としてਚ

にॹし、表現ࡲ

するࣸࣅ的な૧力

を身に付ᶁている 

ʓなる意見や

̵ॿ観をऎ݃

しながら「誰

かのために」

考え、ך動で

きる 

ʓなる意見や̵

ॿ観をऎ݃しな

がらෝし合い、

協できる 

やʤ方的な

意見の主ᶐᶁ

で、ෝし合いが

できない 

ෝし合いはでき

ているが、ʓな

る意見や̵ॿ観

をऎ݃できない 

ʓなる意見や̵

ॿ観をऎ݃しな

がらෝし合いが

できる 

ḏ᷼ル３に̷

え、記録や要

・説明がਚࡲ

にできる 

ḏ᷼ル４に̷

え、ᷤームで方

向ࡅをき出し

たり、ʤ定の成

果をҁᶂたりで

きる 

「誰かのため

に」考え、ᶍれ

を表現したりך

動したりできる 

自分本ʄの考

え・表現・ך動

がओい 

授業中など、ʤ

定のϴҙで「誰

かのために」考

えることができ

る 

「誰かのため

に」考え、ᶍれ

を文章で表現・

説明できる 

授業内容をもと

に、「誰かのた

めに」考え、ᶍ

れを文章やЛ画

書੧で表現・説

明できる 

授業内容をもと

に、常に「誰か

のために」考

え、ᶍれをך動

にʔすことがで

きる 

 

授業名：GBⅠ த̵日：      年     月     日 

Global BusinessⅠ 

02【GD∯த̵】 



学科ルーブリック【企画科】 
到達度 

評価の観点・項目 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

３ 
【技能】 

教科目標 学科目標 評価項目 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な技術を身に付

け、ビジネスの諸

活動を合理的に計

画し、その技術を

適切に活用してい

る 

「伝わる企画

書」を作成

し、説得力の

ある提案やプ

レゼンテーシ

ョンができる 

授業内容を活用

し、「伝わる企

画書」やプレゼ

ンテーション資

料を作成できる 

企画書やプレゼ

ン資料が作れな

い 

フォーマットを

もとに企画書や

プレゼン資料が

作成できる 

フォーマットを

もとに授業内容

を活用した企画

書やプレゼン資

料を作成できる 

授業内容を活用

し、自分なりに

工夫を加えた企

画書やプレゼン

資料を作成でき

る 

授業内容を活用

し、相手目線の

デザインで、分

かりやすい企画

書やプレゼン資

料を作成できる 

授業内容を活用

し、説得力のあ

る提案や「伝わ

るプレゼンテー

ション」ができ

る 

プレゼンができ

ない（前に出ら

れない、話せな

い） 

原稿（台本）を

もとに、プレゼ

ンができる 

原稿を見ずに、

プレゼンができ

る 

原稿を見ずに授

業内容を活用し

たプレゼンがで

きる 

原稿を見ずに授

業内容を活用し

たプレゼンがで

き、聴衆の心を

動かすことがで

きる 

４ 
【知識・ 

理解】 

商業の各分野に関

する基礎的・基本

的な知識を身に付

け、ビジネスの意

義や役割を理解し

ている 

マーケティン

グやビジネス

情報に関する

知識を身に付

け、それらを

適切に活用で

きる 

マーケティング

分野に関する知

識を身に付け、

それらを適切に

活用できる 

マーケティング

分野に関する知

識が身に付いて

いない 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を 5 割

程度身に付けて

いる 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を７割

程度身に付けて

いる 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）に関

する知識を身に

付け、他の３分

野の知識が相互

に関連すること

を理解している 

マーケティング

分野（特に観光

ビジネス）を軸

に、他の３分野

の知識を関連付

けて活用できる 

ビジネス情報分

野に関する知識

を身に付け、そ

れらを適切に活

用できる 

ビジネス情報分

野に関する知識

が身に付いてい

ない 

ビジネス情報分

野に関する知識

を５割程度身に

付けている 

ビジネス情報分

野に関する知識

を７割程度身に

付けている 

ビジネス情報分

野に関する知識

を身に付け、他

の３分野の知識

が相互に関連す

ることを理解し

ている 

ビジネス情報分

野を軸に、他の

３分野の知識を

関連付けて活用

できる 

 

２年    組     番 名前                          



じぶんルーブリック【Global BusinessⅠ】 
 

GBⅠで自分が 

つけたい力 

（評価項目） 

 

例「～できる」 

「～している」 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  月  日の自己評価      

  月  日の自己評価      

  月  日の自己評価      

 

 

２年    組     番 名前                               



Global Business Ⅰ 

04【観光学】 

 

 観光ビジネスは、不要不急Ჩ 

 
ᴳ．ルーブリック 

ஞ（த̵צ） ḏ᷼ル 1 ḏ᷼ル 2 ḏ᷼ル 3 ḏ᷼ル 4 ḏ᷼ル 5 

観光産業（観光ビジ

ネス）の意яやೲζ

を൛解する 

ᶍもᶍも観光産

業がどんなもの

かが分からない 

観光が人間にも

たらす効果を൛

解している 

ḏ᷼ル2に̷え、

ҥя・ֳяの観

光産業の内容を

൛解している 

ḏ᷼ル3に̷え、

ᶍの意яやೲζ

を説明できる 

ḏ᷼ル4に̷え、

観光産業の݃要

について自分ࡅ

の意見が書ᶁる 

 

１．観光が人間にもたらす効果 

効果を５つあᶂよう。（教̾書 p.⇣∯8）※休校課題②の習 

 

・                                           

 

・                                           

 

・                                           

 

・                                           

 

・                                           

 

２．観光産業（観光ビジネス）とは 

ҥя・ֳяを合ᶿせると、観光産業にはどのようなものがあるか。（教̾書 p.⇣2） 

※p.⇣2 の「ٲ角ԋの図」をあえてڊᶿず、しかもҥяとֳяのʛいが分かる図にしよう。 

※休校課題⑤の習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Global Business Ⅰ 

04【観光学】 

 

３．観光産業は「不要不急」か 

 

休校課題では、観光学について以下の内容を学習した。 

課題番 教̾書᷽ージ 内容 

② 2-20 観光を学ぶ意яと観光のഫ々な効果 

④ 23-28 観光に関ᶿるըള 

⑤ 68-⇣2 
観光産業の׃成とએষ 

Ȓ ⇣3-89 

 

課題の学習を通じて、観光・観光産業の݃要ࡅ

が分かったこととڙう。 

ʤ方で、新ԉコロナウイルスϦΚऻによるӇ

急事पࢃըにおいて、「不要不急」の外出・ʔ動の

自が要࡙され、観光産業はͩೇ的なछԬをܕᶁ

た。日外国人もԭբし、એに 3 月は前年୮マイ

ナス 99.9⇑となった。（ʼグḌフޤٴ） 

 

 あなたは、観光産業が「不要不急」ᶐとڙうか。 

休校課題で学習したことをᶥまえ、あなたの意見

とᶍのؐҀをݐべなさい。 

 

観光産業は᳃ （いずれかに） 

 

不要不急ᶐ  不要不急ではない  ᶍの他 

 

 

ؐҀ： 

※「教̾書 p.に「～～」とあり、ᶍれをڦはとࣾえたので、ᶐと考える」など、ॹの

ؐҀとなった教̾書の᷽ージを必ずۈし、ᶍれにतする自分の解܁を書くこと。 

 

                                             

 

                                             

 

                                             

 

                                             

 

                                             

 

                                             

 
 

  ２年   組    番 名前                        



GBⅠ-06 

【休校課題Ȓ】 

Л画̾ ２年 Global BusinessⅠ 

休校中の課題Ȓ 
（5⇛23 配信） 

 

 ाと␂␢␖し⏷！（⏢⏵らく）͑ߨのଅ֍ث

⊊⊍⊓⊔⌽⏷⏜ݯͧࢦ ⑆ン⑄ト⌾の下ݯ⏥は、ܘҴتͽ֍、ݧثのܘҴ⏿ਃݎし⏾くだ⏭⏜⌋ 

（ाಾ⌎ಾࢦをݺ⏜⏾ ≻≶⊀≺≺  （ʂમ⏿すڼ

؇ͧは、⌽Ё֟ΪРࢹ⌾のキ⑄トと、⌽≾≺  ⌊⏿すݞの⏷␙の⑃⑄ン⑄ト⌾のࠇ̣

␖⏷、ෙとし⏾、؇ͧもࡐۢךʉʯに␠るン⑴ンプ⑸⑃トのκもـ⏳⏾⏜␖す⌋ 

 
 

 

 

 

 

 

 

᳹解੨はḏポート用紙に記入してくᶐさい。用紙のऻきさは A４版がౠましいですが、どうしても

՝になᶁれば܊ B5 版やルーᷝリーフでもよいです。 

 

⍁⑷⑨ートയڨのݯ⏥⏣⏷⍂  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日：授業ت開後、最ݧの GB の授業 

※課題②～⑤もあᶿせて提出 

問い合ᶿせࢀ（担当۴ह表）：小川 ※電算にいます 

Global Business Ⅰ 課題Ȓ

２年 ᳺ組 ᳺ番 名前          

1.（番ᶐᶁ書き、ӡ） 

2. ①એষ１：（自分の解੨を記入） 

   એষ２：᳃以下、એষ 5 までഫ 

  ② 

③ 

④ 

⑤ 

 

 （んᶐ国名ࢠ）「   」 .3

① 

  ② 

  ③ 

  ᳃以下、⋐までഫ 

  

௧ಉにる

場合は、 

 上を০じる



GBⅠ-06 

【休校課題Ȓ】 

 

観光学基礎
 

１．「観光学基礎」（ࠟߡのキ⑄ト）の़ ≿ ޫの 2⌽Ё֟ټҴ⌎Ё֟⑃⑄のએষ⌾（⊻.⊁≽〈8⊃）をક

⏿、ऻࡲだとڙ⏻⏷とこ␥、⏠⏾⏢⏥⏷⏜とこ␥、؇֍߶くৄ␑⏾␗⏷⏜とڙ⏻⏷とこ␥に、をʲこ⏞⌋ 

 

2⌍≻ をもとに、下の⏜の੨⏠をートにݯこ⏞⌋ ≲ाは ⊻.⊃≺ の ⊝⊰⊷⊱ ⊍⊳⊰⊮⊶ と␓␔ʤ⏿す） 

ȍЁ֟ټҴ⌎Ё֟⑃⑄のએষを ≾ ⏼ҁ⏪⏾、⏵のમതをϺॣにࡺೀし␂⏭⏜⌋（ୗʇࢪढをדٴに） 

Ȏ⑀ー⑄の␗ࢾ⏳（ンドリン）ނரに⏼⏜⏾ӝढඟをҁ⏪⏾ࡺೀし␂⏭⏜⌋（⊻.⊁≾） 

ȏऻঁߎԹとފঁߎԹに␠るґࣞඋのഃධを、ӝढඟをҁ⏪⏾ࡺೀし␂⏭⏜⌋（⊻.⊁⊀≷⊁⊁） 

Ȑܛവక␐のत̔ٚとし⏾、⏚␂⏷のӍݨのਧ␜ࡷڞ⌎ˮ␂␁⏿ך␤⏾⏜るӝढඟをҁ⏪␂⏭⏜⌋ 

  （⊻.⊁⊃≷82） 

ȑ⌽⑊ート⌎⑪⑄⌾とは̳⏣、ӝढඟをҁ⏪⏾ࡺೀし␂⏭⏜⌋（⊻.8≺≷82） 

 

 

「40 億人のためのビジネスアイデアコンテスト」 ݞ 
 

３．授業ت開後、観光学や観光ビジネス英語とఆךして、２つのコンテストに̔ఫします。ɡ とつは

前回下書きをした、JICA「国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト」、もうᶢとつがこの「40

億人のためのビジネスアイデアコンテスト」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
∔ttps⇦⇛⇛∣∣∣.i∏net.∏o.∖p⇛fourb-bi∦∏on⇛ 

 

 このコンテストは、世界（એに開発途上国）の社会課題をビジネスで解決するためのアイデアをఫ

集するもので、「н業部೧（ʤ部೧）」と「高校生部೧」があります。 

 このコンテストのએষは「本в」であること。ඟえば、最ഃܦЛ画には、ڳ本ӎとして 100 ಞ˵

がڛѹされ、実際に現ঁでの事業化に向ᶁてך動してもらうことになります。（高校生部೧も！） 

ᶫかにも、࣑׃ॼ;から現ঁとオンḌインでつないᶐߌషܝ集ができたり、Л業からのアイデア

上ᶂていくこڇりながら「本物のビジネスプḌン」にۺᶁられたりと、ഫ々な人の力をܕが˽ڛ出ࣅ

とができます。 

 

 本Μ的に取り組ᶰのは授業ت開後になりますが、今回はЛ画のためのݞをします。 



GBⅠ-06 

【休校課題Ȓ】 

 

課題：以下の国から１つࢠび、ᶍの国のポジテ᷆ブなߌషを 10 լ集める 
 

ポジテ᷆ブなߌషとはᲩ 

→インターネットで見つかる開発途上国のߌషは、「வ؈」「内戦」「م」など、マイナスのもの、

ネ᷏テ᷆ブなものがओい。これらのߌషを見ると、ともすると「日本の方がഃれている」「日本でよ

かった」とڙいがち。でも、本当にᶍうでしょうか。 

ᶍの国にはᶍの国のಥ力が、άしさが、実はあります。 

実際にךったことがなくても、体՛ॾ・൵᷏ךイᷬ・新聞の小さな記事などから、前向きな、άしい

 。షを集めてみようߌうڙష、「この国、すᶄいやん！」とߌ

 

問題番は「３」にして、まずࢠんᶐ国名を書き、①からȖまで、10 լ書きましょう。 

 

（ඟ：Ḃクロネᷚア（ḇップ）のポジテ᷆ブなߌష） 

 のおӎが今でも̵ॿを持っているࡨ①

②ᷳナナの類が 20  類以上ある（ᶄはんになる「クッキングᷳナナ」など）

③じᶵうの人がᶫᶬ知り合い 

④③のため、スーᷴーで̳をったかすᶀにӍݨの人にᷳḏる（ീ日にはऐじᶵうが知っている） 

 な࣫は、「アロハᷚḆᷧにジーンᷝ、サンᷣル」ېࡍ⑤

Ȓᶫᶬಊ日、5 分くらいऻˁが降る（スコール）。でも誰もٳを持っていない 

ȓ本とൡのը語がʛう上に、学校の授業は英語なので、みんな小さいときからᷳイリン᷏ル 

Ȕ年にʤ度「ḇップデー」というおػりがあり、ਯ੫のഷりが୬හされる 

ȕȔでは「ココナッᷧࣗᶰきґࣞ」「এいかᶐ作りґࣞ」「お܊Ҹґࣞ」などもある 

Ȗ日本ࢂඊۀहにਯᶿった日本語が残っている。「᷎エル」「デンワ」「デンᷤ」「᷵コーキ」など 

 

国名リスト ※この中からࢠんでくᶐさい。（あえて英語名にしています！） 

Afganistan Niger Boli∢ia 

Bangla∐es∔ ⇾∣an∐a Ca∙eroon 

B∔utan ⇿enegal Congo 

Bur∗ina ⇲aso ⇿ierra Leone G∔ana 

Ca∙bo∐ia ⇿olo∙on Islan∐s Guate∙ala 

C∔a∐ ⇿o∙alia ⇴on∐uras 

Et∔iopia ⇿out∔ ⇿u∐an ⇷en∥a 

⇴aiti ⇿u∐an ⇷oso∢o 

⇷iribati ∀an∦ania ⇷∥rg∥stan 

⇹a∐agas∏ar ∀u∢alu ⇹i∏ronesia

⇹ala∣i ∁gan∐a Ni∏aragua 

⇹ali Vanuatu Pa∗istan 

⇹o∦a∙bi∝ue ∅e∙en Papua Ne∣ Guinea 

⇹∥an∙ar ∆a∙bia P∔ilippines 

Nepal ∆i∙babu∣e ⇿ri Lan∗a 
⇻ECD（経済協力開発Я׃）発表「⇻DA（ࡇூ開発˽ݳ）ܕ取国リスト 2018-2020」 

 

 課題はここまでです。次᷽ージは、生実ךʉ員の活動షです。 



GBⅠ-06 

【休校課題Ȓ】 

 

 

生実ךʉ員 オンḌインプロジ᷊クトךࠄ中！ 
 

 現在、Л画̾の生実ךʉ員は、分担して以下の活動に取り組んでいます。 

 

①オンḌイン合生実ךʉ員会（н業᳴̾ࣸࣅЛ画̾） 

→前回、∁⇾L がなかったのでتԑします。メッセージ動画はت生回 5⇣8 回！（5⇛24 9⇦00  （ਮۀ

合学̾通信：∔ttp⇦⇛⇛∣∣∣.∗∥oto-be.ne.∖p⇛subaru-∔s⇛∙t⇛s∏∔ool⇛2020⇛05⇛post.∔t∙l 

メッセージ動画： 

∔ttp⇦⇛⇛∣∣∣.∗∥oto-be.ne.∖p⇛subaru-∔s⇛∙t⇛s∏∔ool∋life⇛2020⇛05⇛post-683.∔t∙l 

 

②ऺ෫の高校生（ऺ౮ږڐඏ高ѷނ業ߠ業学校）とのオンḌイン֚流 

→5⇛22 に１回のオンḌイン֚流をךいました。後日学校 ⇴P にـせますので、おάしみに！ 

 

③じぶんᶄと化プロジ᷊クトⅡ 

（あしながʡ英会さんやアフリ᷎のޅ学生とオンḌインで会ђをし、ٖ年度のЛ画をࠄ化させる） 

 →5⇛19 にあしながʡ英会さんとオンḌインЛ画会ђをしました。 

 ٖ年度お世ෝになった、ḗ᷆アḏさん・小ٟさんもتਾ場！ 

 ᶍしてコートジ᷿アールから、ジḊᷟフさんがݧਾ場！ 

しくは学校  ⇴P でᾈ 

 ∔ttp⇦⇛⇛∣∣∣.∗∥oto-be.ne.∖p⇛subaru-∔s⇛∙t⇛s∏∔ool∋life⇛2020⇛05⇛post-685.∔t∙l 

 

④ワックジḆᷴンプロジ᷊クト 

（Ҍੂの日外国人向ᶁᷧアー会社「ワックジḆᷴン」に現状をインタビḈーし、高校生にできるこ

とをЛ画） 

 →5⇛30 にワックジḆᷴンさんにオンḌインインタビḈーをします。 
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「40 億人ビジコン」振り返り・次回に向ᶁて 
 

１．振り返り 

（１）қࡁ発࣑法 

 →ʤ見関Ԃのないものと、қࡁ的に組み合ᶿせてアイデアを出す（発ڙٸ考のᶢとつ） 

 →自分以外の人に、自分のアイデア出しをしてもらう 

 ※アイデア出しは「発ٸ」→「ࣿܝ」がਢࣻ 

 

（２）アイデアが出ないときには᳃ 

 →組み合ᶿせるものの「Я૧」「要ࢽ」を取り出す 

 （ךЯの要ࢽはᲩ：ぶ、運ぶ、݂ࣖڐ、CA、ਢのかたまり᳃） 

 →「Я૧」「要ࢽ」をあえてछちޟす 

 （ךЯの要ࢽをछちޟす：ばない、運ばない、ࣖ ݂しない、CA がいない、ܾ らかい᳃） 

（３）いかに「࣑」できるか。࣑がうまい人は、コḂḈᷮᷔーᷚḊンもうまい 

 

２．１分プḏᷟンに向ᶁて 
（１）実施日（オンḌインのഛ定） 

クḌス 2 年４組 2 年 5 組 2 年 6 組 

日11 ۀ 月 4 日（ࠟ）3 ժ 11 月 5 日（）1 ժ 11 月 6 日（ӎ）3 ժ 

 

（２）プḏᷟンの内容 （؇ͧは、⏚⏠⏾原稿をݯ⏣ず、キーワードを⏼␂⏪るඹܪをし␖す） 

（10・࣑の൛ڦ①  ன） 

 

                                                                                         

 

 ②誰に、どんな̵ॿをછᶁたいか（20 ன） 

 

                                                                                         

 

 ③ᶍれをॕ成するための、ӝ体的なアイデア（30 ன） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年   組     番 名前                   
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32【40 億人 1 分プḏᷟン】 

 

「40 億人ビジコン」1 分プḏᷟンに向ᶁて 
 

１．１分プḏᷟンに向ᶁて 
（１）実施日 

クḌス 2 年４組 2 年 5 組 2 年 6 組 

日11 ۀ 月 4 日（ࠟ）3 ժ 11 月 5 日（）1 ժ 11 月 6 日（ӎ）3 ժ 

場ߌ ݨషࣣ合実習ۜ プログḌḂング実習ۜ ߌషࣣ合実習ۜ 

 

・当日はオンḌインで実施する。 

・発表۴は、各教ۜのඕۜに設ঈされている PC でプḏᷟンをךう。 

 （షはऻきくߌ文字）。するۈҷ的に提ࡩ料やイḌスト、実物੧をڳ・

・࣠ևத̵を実施する。 

 

（２）プḏᷟンの内容 （プリント No.28 もしくはこの下に記入） 

  ※原稿は作らず、キーワードだけを記入すること！ 

 

（10・࣑の൛ڦ①  ன） 

 

                                                                                         

 

 ②誰に、どんな̵ॿをછᶁたいか（20 ன） 

 

                                                                                        

 

 ③ᶍれをॕ成するための、ӝ体的なアイデア（30 ன） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 分を過した場合は、ᶍの文のܨᶿり（。）でܨ൷する。

 

 

２年   組     番 名前                   
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プḏᷟン振り返り・事業計画書作成① 
 

１．１分プḏᷟンの振り返り 
（１）ルーブリックによる自ղத̵ 

 上のצ：プリント No.28・32 や当日の提ڳۈ料について、あてはまるḏ᷼ルに 

 下のצ：当日のプḏᷟン内容について、あてはまるḏ᷼ルに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）文章による自ղத̵ 

 ①うまくいったਮ 

 

                                             

 

                                             

 

 ②Ͳࢧਮ 

 

                                             

 

                                             

 

 ③他の人のプḏᷟンから学んᶐਮ 

 

                                             

 

                                             

 

 

２．今後の流れ 
内容 ４組 ５組 ６組 

1 分プḏᷟン振り返り、事業計画書作成① 11⇛9⇔月⇕ 11⇛11⇔ࠟ⇕ 11⇛9⇔月⇕ 
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内容 ４組 ５組 ６組

分ᶁ発表、事業計画書作成②、 

「じぶんルーブリック」中間த̵ 
11⇛11⇔ࠟ⇕ 11⇛1⇣⇔̈́⇕ 11⇛13⇔ӎ⇕

 ݞඏ（ऺ෫）֚流ڐ
と合ᶿせて「ர開発ނ」※ 3～4  間ۀ

11⇛16⇔月⇕ 11⇛19⇔⇕ 11⇛16⇔月⇕ 

事業計画書作成③、ڐඏ֚流ݞ（ഛ） 11⇛18⇔ࠟ⇕ 11⇛24⇔̈́⇕ 11⇛20⇔ӎ⇕ 

事業計画書作成④、Ьಘテストോ 11⇛25⇔ࠟ⇕ 11⇛26⇔⇕ 11⇛2⇣⇔ӎ⇕ 

事業計画書作成⑤（Ϡ成）※ٵ中さん来校 11⇛30⇔月⇕ 12⇛1⇔̈́⇕ 11⇛30⇔月⇕ 

 

 ※次回以降の授業は実習ۜでךいます。ഩ日・クḌスによって教ۜがʓなるので、⇴⇾ 教ۜのۀ

間ζ表でよく確認し、ࡔをίᶁ合ってࣗめにʔ動すること。 

 

 

３．事業計画書の作成 
（１）内容 

 

１．ビジネスアイデアの概要 

（１）ḂッᷚḊンステートメント 

（２）社会課題 

 ர・サービスの内容ࡕ（３）

 モデル˭ܝ（４）

 定される国・ঁʠ࣑（５）

 定されるマーᷔット࣑（６）

 

２．今後のਦ開について 

（１）現状と最ܨԋ 

（２）ँりないڳ源とत̔するアクᷚḊン 

 

 

（２）作業の流れ 

 ①（本日）自分のЛ画で事業計画書を書いてみる（܊書き・݇題） 

 ②分ᶁ後、の事業計画書を全員でҒഋし、各צに˾って深くӫり下ᶂる 

  次回（③）までにৄべてくること・書いてくることを分担する（݇題） 

 ③݇題をҒഋし、計画書全体の流れが確認できたら、צᶄとに分担して入力 

  途中出てきたэ問やアイデアはすᶀに内でҒഋし、計画書にେ˝する 

 ④入力後、１ಉの計画書にまとめて印٢し、内᷊ᷤック→Ͳࢧ→を˱えて᷊ᷤック→Ͳࢧ 
 ࢧᶁる→Ͳܕ中さんに見ていたᶐき、アᷬᷳイスをٵ⑤ 

 

 

 

２年   組     番 名前                   



出席
番号

発表者名 発表内容メモ
革新性
(新規性)
※5点満点

表現
※5点満点

合計点
※10点満点

予選通過者
※自分以外で、
革新性が高い順に
3名〇をつける

評価者：２年４組　　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「40億人のためのビジネスアイデアコンテスト」１分プレゼン評価表（2年4組用）
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「40 億人のためのビジネスアイデアコンテスト」 

事業計画書 １次ࢠ考 
 
 

２年   組    番 名前                        

 
・自分のクḌス以外の２クḌスの事業計画書を؞ࡒし、各クḌスで最もഃれた計画書をࢠぶ 

 

 【ݞ基؞߭】

①新кࡅ・Ω新５：ࡅਮಠਮ 

（これまでにない新しいアイデアや、ܼ来のものとは視ਮをకえたアイデアがあるか） 

 ５ਮಠਮ：ࡅ計画・ࡅ算ز②

（ビジネスとしてൖ˭が出る（おӎが回る）ڇ組みができているか、計画にವ൛やಷݠがないか） 

 

組   
（各クḌス１つ） 

த̵ 
（あてはまるਮに） 

 

A  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

B  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

C  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

D  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

 

A  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

B  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

C  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

D  
新кࡅ・Ω新５  ４  ３  ２  １   ࡅ 

 ５  ４  ３  ２  １   ࡅ計画・ࡅ算ز

 

 

   ２年   組   番 名前                         
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40【春休み課題（ポートフォリオ）】 

 

 

 

春休み課題  
 

GBⅠ ポートフォリオの作成 
 

１．ポートフォリオ（portfolio）とは 
語源：portafoglio（イタリア語：札入れ財布） ※porta：持ち運ぶ foglio：紙幣 

ここから「持ち運び用の書類入れ」の意味になり、さらに現在では主に３つの分野で別々の意味を持つ

ようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
（図は WEB サイト「マイナビ クリエイター」より引用、説明文は小川） 

 

ポートフォリオを作ることで、学習の過程や成果を振り返り、可視化（見える化）することができます。

また、作ったポートフォリオを誰かに見てもらったり、自分自身で読み返したりすることによって、学

びが客観化され、今後の課題や向かうべき方角が見えてきます。 

（文章力がつく、という副産物もありますね！）

 

 

２．GBⅠ ポートフォリオ作成の流れ 
 

① 2 月後半の GB 授業（本日）：説明 

 

② 本日以降～2 月 28 日：材料集め、内容メモの作成、Classi ログイン状況の確認 

 

③ 3 月 1 日～3 月 31 日：Classi「ポートフォリオ」に入力 

 

④ 4 月 1 日～：担当教員が入力内容を確認 

 

⑤ GBⅡ（３年次）：このポートフォリオを活用した授業を実施 

 

 

 

投資家がリスク管理（分散）のため、 
保有する金融商品を示した「一覧表」 

テストでは測れない、学習の過程やついた力を
記載し、進路選択に役立てる「成長記録」

クリエイターの就職・転職活動において、自らの 
実績や力量を評価してもらうための「作品集」 

金融分野 教育分野 

クリエイティブ分野 
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40【春休み課題（ポートフォリオ）】 

 

 

３．Classi「ポートフォリオ」入力方法 
 

３月１日以降、以下のどちらかの方法で入力する 

①各自のスマートフォンで入力 

②学校（実習棟 PC）で入力する ※入力する前に、必ず電算の小川へ申し出る 

 

いずれの場合も、Classi のホーム画面から「ポートフォリオ」→活動記録（授業）→「【GBⅠ】ポート

フォリオ」から入力 

 

 

４．内容メモ  
 

以下の設問が 3 月 1 日に配信されます。２月中に、内容メモを箇条書きで作成しておき、効率的に（か

つ深い内容を）入力できるようにしましょう。 ※このメモは提出不要 

 

設問１【観光学】 
テキスト「観光学基礎」p2～28・p68～109、グループワーク「観光は不要不急か」 

①テキストの概要（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

設問２【観光ビジネス英語】 
ゲストハウス経営や接客に関する英語表現（DVD を活用） 

①ストーリーの概要（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

設問３【40 億人のためのビジネスアイデアコンテスト】 
開発途上国の社会課題を解決するためのビジネスアイデアを考え、事業計画書を作成 

①取り組みの概要／いつ頃どんなことをしたか（300 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（150 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（150 字程度） 
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40【春休み課題（ポートフォリオ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問４【青年海外協力隊員による講演会】 
①概要／講演日・講師名・講演内容（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

設問５【阪部すみとさん講演会】 
①概要／講演日・講演タイトル・講演内容（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問６【日経新聞】 
「日本経済新聞」高校生版（年２回） 

①最も印象に残った記事の内容（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 



Global Business Ⅰ 

40【春休み課題（ポートフォリオ）】 

 

 

 

設問７【JICA エッセイコンテスト】 
JICA 国際中学生・高校生エッセイコンテスト（夏休み課題） 

①自分が書いた内容のあらすじ（200 字程度） 

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問８【ENAGEED】 

「ENAGEED Vol.4 -世界の未来をつくる-」Lesson1、2 
①最も印象に残った部分の内容（200 字程度）

②新たに知ったことや考えたこと、他の授業や日常生活とつながったこと（100 字程度） 

③今後（次年度～卒業後）探究したいことや取り組みたいこと（100 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問９【まとめ】 

１年間の GB の授業全体を通して身に付いた力や今後伸ばしたい力、3 年次の「GBⅡ」で挑戦したいことな

ど（300 字程度） 

※GBⅠの授業内で各自設定した「じぶんルーブリック」ともリンクさせて書くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２年   組    番 名前                       



 「起業家教育プログラム企画書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（  ）班 名前（ ）・（ ）・（ ）・（ ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
企画の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画のタイトルとキャッチコピー 

 

 

 

 

 

 

企画の強み・セールスポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収支計画（売上・売上原価・その他の費用・利益） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画の具現化に向けた取り組み（協力者・連携先・巻き込む相手等） 

 

企画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決したい「こまりごと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こまりごと」の根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン・ターゲット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットの利用シーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットの声（マーケティング・リサーチより） 

 

 

 

 

 

 



京都すばる高等学校 「起業家教育プログラム授業計画」 

１）１０月・１１月の日程確認 

授業日 内容  備考 

10月２日（金） 準備（プログラムの説明・ゴールイメージ）   

10 月5 日（月） キックオフ（12/21ゴールイメージ共有） 

１）起業とは 

（オンラインでキックオフホイッスル？） 

①  

 

オンライン 

〃 ３）アイディア出し ②  

12 日（月） ３）アイディア出し １）起業とは ③ DVD 

〃 ３）アイディア出し（グループワーク） ④ チーム化 

16 日（金） ４）アイディア深掘り ⑤  

19 日（月） ４）アイディア深掘り ⑥  

〃 ５）アイディアの実現性と魅力 ⑦  

23 日（金） ５）アイディアの実現性と魅力 ⑧  

26 日（月） ６）起業家とワーク（アイディアの卵を

ぶつける・講演・心で繋がる） 

8 チーム（2チーム⇔講師1名）×４ 

⑨ 外部講師 

4名 

〃 ６）起業家とワーク ⑩  

30 日（金） 振り返り 

７）アイディアの整理（卵を温める） 

⑪  

11 月2 日（月） ８）ダーゲット設定 ⑫  

〃 ９）ビジネスモデルの作成 ⑬  

6 日（金） ９）ビジネスモデルの作成 ⑭  

９日（月） 10）プロトタイプの作成 ⑮  

 〃 10）プロトタイプの作成 

中間発表プレゼン準備 

⑯  

 

 

２）11月・12月の日程確認 

授業日 内容  備考 

13 日（金） 中間発表プレゼン準備 ⑰  

16 日（月） 13）中間発表（4チーム×２）2会場 ⑱ 外部講師 

 〃 プレゼン3分・質疑応答5分・講評2分 ⑲  

20 日（金） 振り返り・アディアに活かす 

1１）マーケティングリサーチ 

⑳  

27 日（金） 12）リサーチ結果評価と改善 ㉑  

30 日（月） 14）競合調査 ㉒  

〃 16）収支計画書 ㉓  

12 月2 日（月） 15）ビジネスモデルブラッシュアップ 

最終発表準備（PP作成） 

㉔  

14 日（月） 最終発表準備（PP作成・原稿） ㉕  

〃 最終発表準備（プレゼン原稿、練習） ㉖  

18 日（金） 最終発表準備（プレゼン練習） ㉗  

21 日（月） プレゼン本番 ㉘ 外部講師 

 〃  ㉙  

 



起業家教育プログラム１-① 「起業とは 起業家精神とは？」 

 １）起業家教育プログラムとは？  

 京都すばる高校「みんなごと化プロジェクト」より 

キーワード「当事者意識（⇒傍観者） じぶんごと⇒みんなごと⇒社会を変える大きな力」 

社会問題の中で、当事者意識を持って捉えられていることはありますか？ 

【社会問題】 

 

【理 由】 

 

２）私が創る未来（未来を創るのは誰だ！） 

 世界の未来、日本の未来、京都の未来、そして私たちが住んでいる地域の未来を創

るのは？それは、どこかの偉い人（すごい偉人家）でも、大企業の社長でも、政治家

でもありません。 

未来を創るのは                    です。 

  こんな未来にしたい。このような日本に、京都にしたい。 

「私の未来創造宣言」 

 

 

 

  ＊３年３組３１個の未来創造宣言があります。 

３） 今回のミッションのゴールイメージ 

⇒上記の未来を創る起業プランの提案をすること！ 

これからの社会に必要なビジネスは？どのようなビジネスが必要でしょう？ 

【ビジネスの例】 

 

 

 

 

【理 由】 

 

 

私たちは京都の未来を創造する起業プランを提案します。（ゴール） 

 

 

４）起業とは？ 

（1）マンダラ図でイメージを膨らませましょう 

   

 起業（起業家）  

   

 

 起業するのに必要なモノは？（会社を設立するのに何が必要でしょうか？） 

 

 

 

 

 

 

＊動画を見ましょう 

廃校水族館の紹介動画 https://www.youtube.com/watch?v=tlrcrhlvVTA 

ロボットレストランの紹介動画  

https://www.youtube.com/watch?v=uQ456uEcQ5A&feature=emb_logo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://getnews.jp/archives/2078450  https://www.travel.co.jp/guide/article/36416/より引用 

感想 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=tlrcrhlvVTA
https://www.youtube.com/watch?v=uQ456uEcQ5A&feature=emb_logo
https://getnews.jp/archives/2078450
https://www.travel.co.jp/guide/article/36416/
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1587523989/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cudHJhdmVsLmNvLmpwL2d1aWRlL2FydGljbGUvMzY0MTYv/RS=^ADB63M_mb.Bpv5dFBqYULmwrpgujTY-;_ylt=A2RiolsVYJ5eymsAEgaU3uV7�


起業家教育プログラム2 「起業家講演」 

 １）かっこいい大人とは？ 

（1）前回の復習（思い出しましょう） 

  「新しい価値の創造」  出来るだけたくさん書き出しましょう！ 

私たちの身の周りで（便利になったモノ・サービス 不便や不満が解消された！） 

（例）携帯電話（どのような新しい価値が？どのような不便が？） 

 

 

 

 

 

 

 

（2）私たちが理想とする大人は？ 

「かっこいい大人って？」 

 

 

 

 

 

そんなかっこいい大人になるためには？どうすればなれる？何が必要？ 

 

 

 

 

（3）私たちにとって働くとは？ 

①  

②  

③  

④  

⑤  

 

2）起業家の方との交流 

 

 



起業家教育プログラム3-① 「ビジネスプランアイディア出し」 

１）プランアイディア出し 

 今日からビジネスプランの作成に入ります。まずは、アイディア出し（アイディア

着眼）です。みなさんの若い柔らか頭を使って自由に考えていきます。ただし（ごめ

んなさい。教員はすぐに注意をしたくなります）単なる思いつきのアイディアになら

ないようにしたいと思います。 

 

2）「ビジネス」とは？ 

 ビジネス成功のカギ（着眼の卵）⇒「不」の解消（不〇・不△・不▽等） 

「もっと○○だったらいいのに」「どうして△▽をしてくれないのだろう」 

不 便   

 「 不 」  

   

 今、世の中にある商品・サービスはこの「不」を解消するために生まれた。 

（例）今は当たり前にある「洗濯機」・「携帯電話」・「電子レンジ」・「冷蔵庫」等 

①「カーブス」：女性専用フィットネスクラブ「カーブス」は、創業者が従来型のフィッ

トネス事業を手がけていた時にフィットネスクラブに不満をもつ中高年女性の声をヒント

に始めた事業 

②「クロネコヤマト」： 宅急便の時間指定サービス。核家族化が進行し、共稼ぎ世帯や

未婚の独身世帯が増える中で、「受け取りたい時間に荷物を受け取れない！」というユーザ

ーの不便さを解消したサービス。 

今ある「モノ」「サービス」 こんな「不」の解消のために生まれた 

洗濯機 
 

携帯電話・スマートフォン 
 

冷蔵庫 
 

3）「不」を探しましょう！：世の中たくさんの「不」で溢れかえっている！ 

 ということは？ビジネスチャンスが？プランの着眼の卵か？ありそう？ 

（１）「もっと○○だったらいいのに」の○○に言葉を入れて文書を完成させましょう 

 

「もっと○○だったらいいのに」（不探し） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

（２）私たち（高校生・こどもなど）の「不」：「身近な不」（ストレスの源？） 

どんな「不」「不〇」 

① ⑥ 

② ⑦ 

③ ⑧ 

④ ⑨ 

⑤ ⑩ 

（３）20代の若者（若手社会人・大学生など）の「不」（予測・きっとこんな不が） 

どんな「不」「不〇」 

① ④ 

② ⑤ 

③ ⑥ 

（４）お父さん・お母さん世代の「不」（予測・きっとこんな不が） 

どんな「不」「不〇」 

① ④ 

② ⑤ 

③ ⑥ 

 



起業家教育プログラム4-① 「ビジネスプラン事例調査・アイディア深掘り」 

１）アイディア深掘り班（2人） 

 前回の授業で見つけ出した私たちのグループの「不」を徹底的に調べます。その「不」

は何なのか？なぜ発生するのか？それは誰（ターゲット）で、どのような時に生まれ、

どのくらい深刻なのか？また、その「不」は生まれる背景、例えば社会的な問題とな

っているのかなどなど。「不」を多面的に、客観的に見てみましょう。これがこの班の

ミッションです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）アイディア事例調査（2人） 

 この「不」を解消する（和らげる）ビジネスがきっと既存にあると思います。全く

同じものでなくても近いものであれば良いです。また、これからビジネスプランを作

成する上で、「既存の商品・サービス」との差別化は最も大切なプラン内容の 1 つで

もあります。私たちのグループの「不」がどのように解消されているのか調査してみ

ましょう。これがこの班のミッションです。（最後にお互い報告し合います） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3）2チームの報告より 

（1）気づいたこと（班でまとめましょう） 

 

 

 

 

 

 

 

（2）まだ調べ足りない内容（例えば「不」の背景・既存のサービス内容等）を出し

ましょう！（次回までの各自持ち帰り課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）チームで解決案（仮説）を出してみましょう 

 今後、ビジネスプランを進める上で、仮説を立て、そのための情報収集や、その仮

説を検証するための調査をすることが大切です。まだ、企画段階ではありませんが、

仮説を立ててみましょう（次回の授業のこの仮説の現実性と魅力を高める作業になり

ます。そのためにも一旦、仮説を立ててみましょう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 



起業家教育プログラム5-① 「アイディアの実現性と魅力を高める」 

１）アイディアの実現性を探る 

 前回の授業で考えたアイディア（仮説）について深掘りします。まずは、「実現性」

の視点です。極端な例ですが、薬1錠ですべての病気が治る。そんな薬があれば良い

ですが、それを今回のビジネスプランにするには無理があります。もしかすると 10

年後、20 年後に今ない新薬が誕生し、私たちが現時点では知らない技術開発で出来

るかもしれません。線引きが難しいですが「実現性」について考えてみましょう。リ

アルなビジネスプランにするための第1歩です。 

（1）プランをビジネスに変える（検証しましょう） 

私たちの仮説（プラン）に必要な技術 それを実現させる技術（詳細は後日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊現在の日本（世界）の技術力で実現させることが可能（可能と判断）なチームは（4）

へ行きましょう。技術的に無理、または、少し軌道修正が必要なチームは（2）へ行

き、少し時間をかけてプランを練りましょう！ 

（2）上記（1）において、「プランを実現させる技術がない」になったチームは！ 

私たちの仮説（プラン）は？ その仮説（プラン）は、チームで決めたどのような「不」のどの

点に着眼そして、ターゲットにどのような期待効果（笑顔）を創

り出そうとしたのか？（もう一度立ち止まって考えよう） 

 

 

 

「不」 

 

 

 

「着眼」 

 

 

 

「期待効果」 

 

 

 

（3）（2）が書ければその内容から別の解決方法（仮説）を考えてみましょう！ 

「せっかく考えたプランなのに！自由に、無理はなしで考えろと言ったのに！やり直せ

ってひどいよ」と感じるチームもあると思います。しかし、ここで、一定の軌道修正をし

ておかないと次の時間ではもう手遅れに。チームで知恵を出し合いましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）魅力あるアイディアにするために！ 

 今あるアイディアが魅力的なものにするために、アイディアの売り（ポイント）を

３つ挙げましょう 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度指定 

「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 

（プロフェッショナル型） 

令和２年度 研究実施報告書【第２年次】 

2021年３月31日発行 

京都府立京都すばる高等学校 

〒612-8156 京都市伏見区向島西定請120 

TEL 075-621-4788 FAX 075-621-9048 

http://www.kyoto-be.ne.jp/subaru-hs/mt/ 

 

（地域協働ロゴデザイン：三宅正太） 
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